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一話　シエラ様の一番怖い夜





　春はる紗しや学園の男子寮「橘たちばな寮りよう」は、質実剛健な男の城だ。

　女人禁制、食料の持ちこみも禁止。最近は少しだけ規則がゆるくなって、女子は玄関ホールまでは入れるようになったものの、依然として厳しいことに変わりはない。

「はー……腹減った……」

　高等部一年生の新あら木き陣じんは、寮の二段ベッドの上段で倒れていた。

　三度の飯よりも楔くさび形がた文字が好きだが、大盛りごはんはもっと大好きな陣は、学校の帰りに何か食べて帰らないと夕飯までもたない。

　しかし今日は、「あること」が原因で、食べているひまがなかったのだ。

「新木ー、またお客さんー」

　ルームメイトで軽音楽部員の宇う多た田だ夕ゆう也やが、椅い子すに座ってベースの練習をしながらめんどくさそうに声をかけた。軽音楽命の軽薄人間だが、人付き合いが苦手で気難しい陣に親しく接してくれる稀け有うな存在である。

　入ってきたのは、数人の男子だった。同学年だったが、クラスメイトでもなければ、寮生でもない。私服姿で、全員プリントを束ねたものを抱いている。

「またか……」

　陣じんはうめいた。男子たちは、猫なで声で陣に声をかけた。

「新あら木ききゅ～ん。宿題手伝って～」

「古典ぐらい自力で読めよ、どこが難しいんだよ！」

　陣は起き上がる気力もなく、寝転んだままどなった。

「いや、難しいじゃん。楔くさび形がた文字でも平気で読んじゃう新木には簡単かもしれないけど、一般男子には難しいんだよ」

「サーッと教えてくれよ、サーッと」

　男子たちが持っているプリントには「吉き備び津つの釜かま（雨月物語）　上うえ田だ秋あき成なり」と書いてある。

　ふだん古文の授業は半分以上寝ている男子たちが、なぜか今回は思いっきり熱心だ。陣は学校にいるときから帰り道まで、とっかえひっかえずーっとつきまとわれては、「吉備津の釜」のあらすじを語らされた。おかげで、帰り道に食事もできなかったのだ。

「かんべんしろよ。本屋に行けば、対訳してる本ぐらい置いてるだろ」

「本屋では売り切れだし、図書館では全部借りられちまってるんだよ」

「みんな考えることは同じなんだよなあ」

　うんうん、と男子たちが見つめあって、うなずく。

「そういうわけで俺おれたちに『吉備津の釜』をわかりやすく説明しろ、新木！」

「やれやれ……座ざ堂どうも罪深いことをしてくれたもんだぜ」

　陣は弱々しくため息をついた。



　座堂シエラ。

　彼女は、陣と同じ一年二組の生徒だ。さらさらとした長い髪、小柄できゃしゃな体、透き通るように白い肌、こぼれるような大きな目。まるでガラス細工のように繊細な容姿と、上品なものごし、大金持ちのセレブでありながら誰だれにでも区別なく接する優しい性格……と、見た目も性格も全方位ぬかり無しの美少女である。

　男子も女子も、全校生徒が彼女に憧あこがれている。そのシエラが古文の授業のあとの休み時間に、うっかりこんなことを口走ったのだ。

「次回からやる吉備津の釜って、怪談なのね。わたし、怖い話が苦手なの」

　それは、取り巻きたちとの何気ないおしゃべりだった。

「えー！　座堂さん、怖い話が苦手なんだ。何だか可愛かわいーい！」

「吉備津の釜って、雨月物語の中でも一番怖いって先生が言ってたわよ。座堂さん、大丈夫なの？」

「そうなの、それで困っているの。誰だれかがあらすじやポイントだけ、教えてくれればいいんだけど……」

　シエラは頬ほおに手を当てて、ふう、とため息をついた。笑顔も可愛かわいいが、そんな憂いを帯びた横顔も絵になって、周囲にいた男子たちの目が釘くぎ付づけになってしまう。

「はああ……座ざ堂どう、いつ見ても可愛いなあ」

「あの女子の輪の中に入っていきたいなあ～」

「俺おれはむしろ、女子オンリーで絶対不可侵ってところが百ゆ合りっぽくてそそられる。あの甘いコロンの香りが漂ってきそうな空間に、むさい男なんか必要ないわ」

　男子たちはいつものように、あらぬ妄想で盛り上がっている。

　シエラの取り巻きの女子たちは、申し訳無さそうにうなだれて言った。

「うう、あたし古文が苦手なの」

「わたしも。残念だわ、憧あこがれの座堂さんの力になれるチャンスなのに」

「あ、いえ。いいのよ、自分でがんばってみるわ。高校生にもなって怪談が怖くて教科書が読めないなんて、だめよね」

　シエラは、自分の頭をコツンと叩たたいた。

　それは、女の子どうしの何気ないおしゃべりの一幕にすぎなかったのかもしれない。けれど男子たちは耳をダンボにして、その言葉を聞きもらさなかった。

『座堂シエラが、吉き備び津つの釜かまの説明をしてくれる人を募集中！』

　そんな噂うわさが、たちまち全校に広がったのだ。

　みんなの憧れのシエラの家庭教師ができる……それは、男子たちにとってはあまりにも甘美で魅力的だった。

　軽音楽部でシエラといっしょの夕ゆう也やですら、ドキドキしながら陣じんに聞いてきた。

「陣、陣！　今の聞いただろ、さっそく俺に吉備津の釜を教えろ！」

「教えてどーすんだ」

「当たり前だろ、座堂に教えてやるんだよ！」

　夕也は両手を胸の前で組んで、うっとりと目を閉じる。

「座堂の家って、軽音楽部で一度行ったことあるよな。あの図書館みたいなところで、座堂に勉強を教えてやるんだ。『宇う多た田だくんって意外に知的なのね』とか見直されちゃったりして、そこから恋が芽生えちゃったりなんかしちゃったりなんかして」

「じゃあ教えてやるけど」

　げんなりしながら、陣が口を開いた。

「昔、吉備の国に吉備津神社というのがあってだな」

「外国の話だったのか」

「おまえ、ひょっとして『キビノ国』っていう国だと勘違いしてる？」

「アフリカらへんにありそうな国名だが、当たってる？」

「どっぱずれだ。吉備の国は岡おか山やまだ」

「ミカンで有名な」

「和わ歌か山やま」

「薬売りと鱒ますの寿す司しの」

「富と山やま」

「くそっ、三段オチにしたいのにあと一個ボケが浮かばない！」

「素直に岡山で手を打っとけ」

　本気で悔しがっている夕ゆう也やに、陣じんは冷ややかな目を向けた。

「というわけで、岡山の備び前ぜん一いちの宮みやというところに吉備津神社という神社があってだな。ここの祭さい神じんは吉き備び津つ彦ひこの命みことだ」

「なんとかのミコトって、漢字で書くと『なんとかＬＯＶＥ、なんとか命』みたいな漢字で、なんとなく古くさーい昭和のにおいがするよな」

「昭和どころか四世紀ごろの古墳時代だから、古くさくて当然だ。で、近くに吉備津彦神社というのもあるけど、こちらも祭神は吉備津彦命だが、吉備津神社と吉備津彦神社は別物なわけだ」

「ふむ」

「吉備津彦命は、神々の地『高たか天まが原はら』から日本へやってきたニニギノミコト、つまり初代天皇である神じん武む天皇の孫の孫のひ孫にあたる」

「なあ、陣」

「この時代、神武天皇の子孫たちは大陸から渡ってきて、日本の先住民族を平定しつづけていた。この先住民族が、鬼や土つち蜘ぐ蛛もなどと呼ばれて、日本神話の中では怪物として描かれているわけだ。有名なのが、肥ひ前ぜん国のくに風ふ土ど記きに記された土蜘蛛の女王、海み松る橿かし媛ひめだな。卑ひ弥み呼こに代表されるように、昔の日本は女性の呪術師シヤーマンを中心とする呪術国家だったわけで、こういった巫み女こたちは戦いく女さめ神がみとして、戦士たちとともに戦場に出たわけで」

「あのさ、陣……」

「戦争に勝ったら、敵のシャーマンが自分たちに呪のろいをかけないよう、戦士たちはシャーマンの頭に銅剣を突き刺して殺したんだ。頭に霊力が宿ってると考えていたんだろうな。古代の古戦場から男たちの死体に交じって、明らかに戦場には似つかわしくない五十歳ぐらいのシャーマンらしき女の死体が発掘されている。これも、天アマ照テラス大オオ神ミカミなど女神を最高神にいただく日本の先住民族国家が、女神に仕える巫女に率いられていたことを示すわけで」

「陣くん、その問わず語りはいつまで続くのかな」

「吉き備び津つ彦ひこの命みことの時代も、まだ各地の平定は続いていた。出雲のある山陰地方から山陽地方へ勢力を伸ばし、岡おか山やまのあたりを平定したのが、吉備津彦命で」

「陣じんてめーこのイカレ考古学マニア、気持ち良さそうに古代史語ってんじゃねー！」

　ついに夕ゆう也やがブチ切れた。

「歴史裏話とかウンチクとか興味ねーんだよ、いつになったら釜が出てくるんだよ！」

　陣は、困った奴だと言わんばかりの表情をうかべる。

「せっかちな奴だな。釜は三十五分後に出てくる予定だ」

「始まらない！　全然『吉き備び津つの釜かま』が始まらない！」

　夕也が頭をかかえる。陣は残念そうな顔をした。

「吉備津彦命は温ウ羅ラという鬼を退治したと言われていて、この吉備津彦命をモデルにしたお話が桃太郎だって話、聞かないと損すると思うんだけどな」

「もういい！　おまえにはもう期待しない！」

　騒ぐ声に気づいたシエラが視線を向け、軽く握った手を口もとに当てて、

「くすくす……」

　と、笑った。

　陣の顔が、思わず赤くなる。赤くなったことに、陣はとまどった。

（な……何だ？　座ざ堂どうが笑ったぐらいで、なんで顔が熱くなってるんだ。座堂とは長い付き合いなんだし、笑顔を見るなんて珍しくなかったのに……）



    

  
    
      



    

  
    
      　心臓がドキドキする。陣じんは胸を押さえた。

（いや。最近は……『珍しい』のか？）

　夕ゆう也やが、ぴょこんと顔を上げた。

「おっ、座ざ堂どうに受けた。吉き備び津つの釜かまの話はちっともわからなかったけど、座堂に受けたからよしとしてやるか」

　夕也が機嫌よく笑う。陣は、そんな夕也の顔を、じいっと見つめた。

　穴があくほど見つめられて、夕也は異様な空気を感じ取る。

「な……何だ、陣？　俺おれがイケメンだから見とれてるのかよ？」

　それはいつもの夕也の軽口で、そこはツッコミを入れるか流してもらうことを期待した上でのフリだったが、陣は真剣な表情で、

「だよな。夕也ってけっこう、女好きのするイケメンだよな」

　と言った。意外なことばに、夕也は目を白黒させる。

「……はあ？　な、何言い出すんだよ、いきなり」

「夕也みたいなイケメンでも、座堂は雲の上の人ってことだろ？」

「そ、そりゃそうだろ。座堂はレベルが違いすぎるじゃねーか」

「……だよな。そりゃそうだよな」

　陣は、ため息混じりにほほえんだ。



　寮のベッドでごろごろしていた陣は、回想を終えて苦々しい表情になった。

（いかん……余計なことまで思い出してしまった）

　男子たちは、二段ベッドの上段に取りついて、口々に陣に頼みこんだ。

「なあ新あら木き、黙ってないで吉備津の釜の話を教えてくれって！」

「わけのわからない桃太郎の話だってちゃんと聞くからさー！」

　陣は、ふうとため息をついた。

　考古学マニアにとって、他人の前でウンチクをぶちまくるのは至上の快楽である。にもかかわらず、今の陣にはそんな元気がまるで無かった。

　夏休み、陣はシエラと旅をした。旅の中で、陣はシエラがすごくそばにいるような気がしていた。

　けれど新学期が始まると、シエラはもとどおり学園のアイドルになり、自分はもとどおり存在感のない考古学マニアにもどった。

　軽音楽部で彼女との接点があるとはいえ、夏休みのあいだの密接度とは全然違う。夏休みのあいだ、シエラの笑顔は陣だけのものだった。でも今、シエラの笑顔はクラス全員に向けられている。

　シエラの笑顔を見てドキッとした瞬間、陣じんは気づいたのだ。今の自分にとって、シエラの笑顔は「珍しい」ものになっているのだということに。

（何だか……クラスで見ると、座ざ堂どうが遠い気がするなあ……。座堂にとってクラスの中の俺おれは、ほんの四十分の一の存在なのか、それとも俺は目立たないから百分の一ていどなのかもなあ……）

　陣は気が重くて、立ちあがることもできない。

　そのようすを見て、男子たちは困ったように顔を見合わせた。

「……何だか調子悪そうだな、新あら木き。こりゃ無理かな」

「しかたない、帰るか。ネットで調べれば、何とかなるかもしれんし」

　ぞろぞろぞろ、と男子たちが帰っていった。

　夕ゆう也やはベースの練習をやめて、二段ベッドの上の陣に声をかける。

「おい、陣。動けないぐらい腹減ったのか？」

　動けないのは空腹のせいもあるが、それだけではない。でも、陣にもどうして自分がシエラのことでこんなに気が重いのか理解できない。理解できないから、説明もできない。空腹のせいにしておいたほうが、ずっとかんたんだと思った。

「……うん、まあ。腹減った、と思う」

　そういうことにしておこう、と陣は思った。

　夕也は、ポリポリと頭をかく。

「夕飯まで、まだ一時間ぐらいあるしなあ……。でも、俺も宿題はおまえが頼りだから倒れていられると困るし」

　しばらく夕也は考えこんでいたが、ポンと手を打った。

「そうだ、神じん宮ぐう寺じに頼んでみるか」

「神宮寺に？」

　神宮寺あすらは、この橘たちばな寮りようの寮母で食事の調理をしている。陣たちと同じ高校に通うかたわら、ドラマーとして軽音楽部にも所属していた。

「神宮寺は今ごろ、晩飯の準備中だろ。頼んで、ごはん分けてもらおうぜ」

「ごはん……か」

　聞くだけで、陣の胃がきゅるるーと鳴った。

「ああ、いいな、ごはん……。なんか本気で腹減ってるときって、日本人ってラーメンやパンじゃなくごはん食いたいって思うのが不思議だよなあ」

「わかるわかる、パンで腹いっぱいになると胃もたれするよな。お米の国の人なんだなって痛感する瞬間だよな」

　夕也はベースを置いて、部屋を出る。

「どんぶり飯に塩振って持って来てやる」

「塩ごはんうまいよな。豆が入ってたら最高だけど」

「おまえの幸せがささやかすぎて、目から汗が出てきたぜ」

　ぱたり、と扉が閉まる。

　それと同時に、陣じんの携帯電話が鳴った。

「♪ハムハム　ラビラビ♪」

「え……座ざ堂どう？」

　陣は思わずあたふたした。シエラのことを考えていたときにタイミングよくかかってきたので、心の準備ができていなかったのだ。

「もしもし、座堂？」

　電話を取ると、シエラはいきなり、いつものちょっと高飛車なテンションで言った。

『もしもし庶民？　これからわたしを呼び出しなさい、わかったわね？』

「よ……呼び出せって？」

　陣は、ベッドの枕まくらもとに目を向けた。

　そこには考古学関係の本を山ほど積んであるのだが、そのすきまに隠れるように、紙の箱がひとつある。箱を開けると、中には古びた黄金色のランプがひとつと、六ろく芒ぼう星せいが刻まれた真新しい黄金の指ゆび環わが入っていた。

　ランプは、アラビアンナイトの魔神が入っていたランプ。黄金の指環は、封印をつかさどる「ソロモンの指環」だ。

　シエラには秘密がある。大勢の使用人を従えているセレブのお嬢様でありながら、彼女自身はランプの魔神の末まつ裔えいなのだ。ただし、彼女の魔法書は現在リセットされているので、何の魔法も使えないという、レベル０の役立たず魔神なのだ。

「ちょっと待てよ、これから？　晩飯前だぞ？」

『だからよ。遅くなったら暗くなるじゃない』

　学校で見せる猫っかぶりなしぐさからは考えられないほど、シエラの態度は横柄である。学校でシエラの笑顔にドキドキしてしまった陣だが、ある意味いつもどおりのシエラの態度を前にすると、ドキドキがムカムカに変わってしまう。

「暗くなったら何なんだ、寮の部屋は女人禁制だってわかってるだろ？　それに、使用人を使う立場の自分が他人に仕える魔神稼業をやってるなんてこと周りに知られたくない、って言ってたのは座堂じゃないのか？」

『もちろんよ。このわたしがメイド服を着てあなたみたいな庶民に仕えてるなんて、クラスメイトやうちの使用人たちにばれたら、ヘソ噛かんで死ぬわ』

「斬ざん新しんな自殺方法だな」

『とにかく、さっさとわたしを呼び出しなさいよ！』

　シエラは電話の向こうでイライラしている。自分の思いどおりに陣が動いてくれなかったら、どんどん怒りが増幅してくるという性格も相変わらずだ。

　とりあえずなだめようとして、陣じんは優しめに声をかけた。

「なあ座ざ堂どう、何の用があるんだ？　魔神レベルを上げたいっていうなら、別に急がなくても夜来ればいいし。夜なら、夕ゆう也やは長なが風ぶ呂ろだから長い時間部屋をあけてくれてるし。こんな晩飯前の時間なんて、寮生は全員寮の中にいるわけだし、見つかる危険性が一番高い時間帯じゃないか」

『わかってるわ、でも今しか時間がないのよ』

　シエラの声色は、かなり切羽詰まった印象を受けた。

「なんで今なんだよ。クラスの男子も今日は俺おれの部屋に出たり入ったりしてるから、おまえを呼び出したら絶対見つかっちまうって」

『そんなの、庶民がどうにか工夫しなさいよ！』

「丸投げかよ」

　陣は困って、考えこむ。

「じゃあ、俺は今腹が減って動けないけど、夕也が塩ごはんを持ってきてくれて食ったら動けるようになるからさ。動けるようになったら、どこか人目につかない場所に移動する。そこでおまえを呼びだす、それでいいだろ？」

『そんなしちめんどくさいことしてたら、日が暮れちゃうじゃない』

「真っ暗ってほどじゃないだろ、まだ九月だし。黄昏たそがれどきぐらいだと思うが」

『黄昏どきって、逢おう魔まヶが刻ときでしょ？　真っ暗よりもお化けがたくさん出る時間でしょ？　そんなのお断りよ、とにかくさっさと呼び出しなさいったら！』

「おまえが何を言ってるのか、さっぱりわからん。別に夜道を散歩するわけじゃないだろ、時間なんて何時でもいいじゃないか」

『しのごの言わずに、庶民は命令されたとおりにわたしを呼びだせばいいのよ！』

「命令？　おまえ『が』俺『に』？」

　陣は頭痛を感じた。おなかがすいて腹も痛いが、頭はもっと痛い。

「あのな、座堂。ここまで設定を憶える気が無いってのもすごいけど、俺はランプの持ち主、つまりご主人様。おまえはランプの魔神、つまり俺に仕える立場。ここでクイズです。命令する人はだーれだ？」

『何その愚問。わたしに決まってるでしょ？』

「これだけあからさまなヒントを出してるんだけどなあ。座堂って、よくお菓子の袋に書いてある抽選クイズも余裕で間違いそうだな」

『何よ、セレブは間違いなんて犯さないわよ』

「クイズ。スティック状のプレッツェル生地にチョコレートをかけたお菓子の名前は、何というでしょうか。ヒント。グリコのポッキーは、スティック状のプレッツェル生地にチョコレートをかけたお菓子です」

『簡単じゃない。答えは明治のラッキースティックでしょ』

「おまえがヒントを全然見てないことはよくわかった。他人の力に頼らずに、自分の力だけで生きていくのがおまえのスタンスなんだな」

『とにかく、さっさと呼びなさい！　さもないと、ミハイル・イワノビッチに狙そ撃げきさせるわよ』

　シエラはイライラして言った。ミハイル・イワノビッチはＫＧＢカーゲーベーのメンバーで、シエラに金で雇われてさまざまな特殊工作活動をになっている。

　ちなみにＫＧＢとは「ソ連国家保安委員会」ではなく「今日も元気に冒険だの会」の略称である。あまりそのへんを深くつっこむと、コンクリートの靴をはかされてバイカル湖の底でチョウザメとダンスする運命が待っていることになる。

「狙撃はやめろ。窓ガラスが割れたら、掃除が大変だ」

『あら、掃除スウイープならミハイルが上手だから任せてくれて大丈夫よ』

「死体も残さないっていう意味に受け取っていいんだな」

　ふう、と陣じんはため息をつく。

「わかったわかった。呼べばいいんだろ呼べば」

　陣はベッドから下りると、まず夕ゆう也やがいきなり戻ってこないよう、扉のカギをかけた。つづいてソロモンの指ゆび環わを右手の中指にはめ、魔法のランプをきゅきゅっとこすった。

　とたんにランプから、紫色の煙がぼわんと湧わく。

　煙の中から、メイド服姿のシエラが現れた。紺色のお仕着せ、真っ白いエプロンドレス、頭には白いヘッドドレス、足もとはローファーの靴と黒いニーソックス。立てば芍しや薬くやく、座れば牡ぼ丹たん、制服姿は百ゆ合り風味……という感じのシエラだが、メイド服姿も素晴らしい。いやむしろ、メイド服姿が素晴らしい。

「……もうっ！　さっさと呼びだしなさいよねっ！」

　煙の中から現れるなり、可愛かわいいメイド服とはアンバランスなプンスカ声が響く。陣はあわてて、シエラの口を手で押さえた。

「しーしーしーっ！　大声出すなって、他ほかの部屋に聞こえるだろ！」

「何よ。わたしが呼びだせって言ってるのに、すぐに言うとおりにしてくれない庶民が悪いんじゃない」

　シエラは、ほっぺたをプクーとふくらませている。

　シエラのエプロンドレスのポケットからは、陶器でできた小さなゴーレムの「陶トーレム」が、あいかわらずな顔をのぞかせていた。

「いったい何の用なんだよ？」

「ああっ、もう空が夕焼け風味！　急がなくちゃ！」

　シエラは、窓の外に広がるピンク色の空を見上げて叫さけんだ。九月の東京の日没は早い。六時過ぎにはもう、暗くなってしまう。

「あ、その前に差し入れ持ってきたの。庶民に『感謝』してもらえないと、ここから帰れないものね」

「差し入れ？」

　ずっと死にかけムードだった陣じんの目が、キラーンと輝いた。

「助かった、今日は学校の帰りに何も食えなくて空腹で死にそうだったんだ」

「じゃあたっぷり感謝してもらえそうね。早く『感謝ゲージ』をためて魔神レベルを上げて魔法書の呪じゆ文もんを埋めないと、『副作用』が治らないものね」

「でも差し入れって、完成品は持ち込めないだろ？　座ざ堂どう、そんな難しい料理作れたっけ……？」

　ランプの魔神は、自分の働きでご主人様に奉仕するのが鉄則だ。そのため、ご主人様の食べ物も自分で作らないといけない。完成品の食べ物や、出前を取れるようなお金などは、ランプの「こちら側」には持ってこられないルールになっているのだ。

　シエラは、不敵に笑った。

「ふふん、大丈夫よ。じゃじゃーん！」

　取り出したのは、大皿にバラの花びらのように美しく盛られた牛肉だった。トーレムは、火がついた七しち輪りんを頭の上にかかげる。陶器でできたトーレムには、燃えさかる七輪が熱くないようだ。

　山盛りの肉を見た瞬間、陣のおなかがきゅるるーと鳴った。

「す……すごい！　肉！　牛の肉！」

「これなら焼くだけでＯＫでしょ、っていうか焼くだけが一番おいしいでしょ？」

「七輪で炭火焼きとか本格的だな。あっ、だけど部屋に煙が充満したら寮長に見つかるかも……」

「大丈夫、わたしの部屋に大きな送風機サーキユレーターを置いてきたの」

　と、シエラが魔法のランプを七輪の側に置いた。もくもくしている七輪の煙が、魔法のランプの口から「ぶおおおおおっ」と吸いこまれていく。シエラが召喚されたときと召喚解除されたときの二回、シエラがもといた場所とランプとのあいだに「門ゲート」が開く。それを利用したのだった。

「おまえ、魔法のランプを換気扇がわりに使うなよな」

「ほらほら、そんなことよりお肉焼きなさいよ。寮長に見つかりたくなかったら、ゲートが繋つながってるあいだしか焼けないんだからね」

　シエラは箸はしでせっせと七輪の上に肉を並べる。七輪は、煌こう々こうと燃えあがっていた。

「あち、あち、あち」

　たまらずシエラは手をすっこめて、耳たぶをつまんだ。白い指先が、少し赤くなっている。

　陣じんが苦笑して、横から箸はしを取った。

「いいよ、俺おれが焼くから。お嬢様の薄い手の皮じゃ熱いだろ」

「でも、わたしが作らないと感謝しないでしょ？」

　シエラは残念そうな顔をしている。陣は、器用に肉を並べながら言った。

「気にするなよ、肉持ってきてくれただけで十分感謝してるって」

「ほんとに？　良かった！」

　シエラは明るく笑う。陣は一瞬、胸がドキッとした。

「そうだわ、トーレム。あれも持ってきて」

『ぷきゅー！』

　トーレムが、プラスチックボトルを持ってきた。シエラがほほえんで、それを陣に手渡す。

「これ、グリルド・ビーフ用のソースよ」

「翻訳すると、焼肉のタレだよな？」

「ベルサイユ宮殿で作られてるの。セレブにふさわしいソースだと思わない？」

「そのベルサイユ宮殿、庭にエプロンつけた牛の石像置いてあるだろ」

「あら、庶民のくせによく知ってるわね。たぶんあれは、ギリシャ神話のミノタウロスを模してるんだと思うわ」

「ミノタウロスじゃなくてバンコちゃんだ。そしてその宮殿は、ベルサイユ宮殿じゃなくて焼肉のタレを作ってる工場だ」

「工場じゃないわよ。このソースのボトルにも書いてあるけれど、『晩ばん餐さん館かん』っていう建物だって」

「それは焼肉のタレの名前だ」

　肉をジュウジュウ焼きながら、陣はツッコミを入れる。シエラは、焼肉のタレをじっと眺めた。

「そうなんだ。庶民は物知りねえ」

「誉められてる気はするんだが、何やらむなしいな」

「そんな物知りの庶民にお願いがあるんだけど」

　と、シエラが陣をビシッと指さした。

「わたしに『吉き備び津つの釜かま』のあらすじを教えなさい！」

「その態度、お願いじゃないよな？」

　陣が硬い声で言った。それから、「あれっ」と目をぱちくりする。

「あらすじを教えろって、吉備津の釜のか？」

「そう言ったじゃない」

「いつも宿題はメイドにやらせてるんだろ。メイドにやらせればいいじゃないか」

「ちょっと読ませてみたけど、怖すぎて無理って言うんだもの。で、そんなに怖いなら余計に、自分で読めっこないわよ」

「要するに、吉き備び津つの釜かまが怖いからかいつまんで教えてくれって話か？」

「他ほかに何があるのよ。教室で聞いてたでしょ」

「あれは自分で宿題をしてますアピールだと思ってた」

「わたしがお化けとか怖いこと、庶民が一番知ってるじゃない」

　庶民が一番、と言われて陣じんははからずもドキッとした。

「べ……別に、俺おれが座ざ堂どうのことを一番知ってるなんてわけ……。そ、そうだ、執事のニコライとかメイド長のメアリーさんのほうが、ずっと座堂のことをよく知ってるだろ？」

「二人の前ではわたし、猫かぶってるもの。お化けが怖いってことも言ってないわ」

「え？」

　陣は、意外そうに目をぱちくりした。

「猫をかぶるってことは、ブリッコするってことだろ？　お化けが怖いって言ったら、弱々しくて可愛かわいいと思われるじゃないか。どうして黙ってたんだ？」

「だって、心配させるじゃない」

　シエラの横顔が、寂しげに曇る。

「ずっとママは家にいなくて、パパも自分の部屋に閉じこもってて……二人ともわたしのためにお金儲もうけをしていたわけだけど、わたしが寂しがってることを一番気にしてたのが、ニコライとメアリーなのよ。わたしが少しでも元気がないと、二人とも気をつかってよく温かい紅茶を淹いれてくれてたの」

　シエラは、ぎゅっと握ったこぶしを胸に置く。



　そのころ、座堂家。

「はっくしょん！」

　豪華な屋敷の廊下で、銀髪の執事が大きなくしゃみをした。年のころは二十歳を過ぎたばかり、細い長身をストイックな黒いスーツに包み、端整な面差しに片眼鏡モノクルが光る。先祖代々、帝政ロシアのロマノフ王家に仕えたという、生まれながらの執事である。

　ちょうど廊下で彼とすれ違うところだったメイド長のメアリーが、あら、とニコライに視線を向けた。

「風邪ですか、ミスター・パブロフ」

　メアリーは、茶色い髪と茶色い目が物静かだが芯しんの強そうな女性だ。ニコライより少しだけ年上で、若いメイドたちには恐れられ憧あこがれられ尊敬されている。

　ニコライは、あわてて白いハンカチで鼻を押さえた。

「あ、いえ。誰だれかに噂うわさをされたような気がしました」

「大怪け我がをして退院したばかりで、まだ体が弱っているのでしょう。熱いお茶でも召し上がってはいかが？　ちょうどスコーンが焼けたころですわ」

「そうですね。わが偉大なるロシア帝国の伝統が香る湯沸器サモワールで、リンゴジャムをたっぷりそえたロシアンティーを淹いれれば、風邪などすぐ治るでしょう」

　ニコライのことばに、メアリーが少しばかりムッとする。

「あら。風邪ならば、わが栄光ある大英帝国が誇るロイヤルミルクティーのほうがずっと効きますわよ」

　今度は、ニコライがムッとした。

「おことばですが、ミス・メアリー。イギリスよりロシアのほうが全般に寒いでしょう。そのロシアで飲まれているということは、ロシアンティーのほうが風邪に効くということではありませんか？」

「あいかわらず頑固なかたですわね。わたしじきじきに、スコーンまでつけてロイヤルミルクティーを淹れてさしあげると言っているのですから、おとなしく召し上がってはいかがですの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ミス・メアリーこそ、食わず嫌いはやめて一度わたくしのロシアンティーを飲んでみられては？　この夏休みに、シエラお嬢様とともに世界を旅し、世界じゅうの紅茶を淹いれくらべ修業を重ねて、わたくしの紅茶レベルは圧倒的に上がっているのです。そして世界中の紅茶を飲んでわかったのは、インドのチャイよりアラビアのシャーイより、わがロシア帝国のロシアンティーが世界一ということなのですよ」

　ニコライは上品な物腰で、ニコニコしながらメアリーに語る。でも、片眼鏡モノクルの下の凍りつくような蒼あおい瞳ひとみは、まったく笑っていない。

　そしてメアリーも、毒のある笑みをニコライに返した。

「ミスター・ニコライはこの旅で、わが大英帝国には行っていないのでしょう？　世界一の紅茶の国へ行っていないのに、どうやって世界一を語れますの？」

「それは、シエラお嬢様がわたくしのロシアンティーを一番おいしいと思ってくださるからです」

「とんだ勘違いですわね、シエラお嬢様はわたしのロイヤルミルクティーが一番のお気に入りでいらしてよ？」

　ニコライとメアリーが、バチバチと火花を飛ばす。

　物陰から二人の様子を見ていたメイドたちが、顔を見合わせる。

「やれやれ……ニコライさんがいないと美執事成分が足りなくて退屈だけど……」

「帰ってきたら帰ってきたで、気が休まらないわね」

　メイドたちは、長いため息をついてがっくりとうなだれた。



　ふたたび、陣じんの部屋では、シエラもまたため息をついていた。

「二人とも、わたしを心配して、わたしのために熱い紅茶を淹れてくれるの。そのたびに二人はにらみ合ってるし、どちらかの紅茶を飲んだらどちらかを傷つけちゃうし……」

「座ざ堂どうもけっこう苦労してるんだな」

　陣は床にあぐらをかいて、シエラが持ってきてくれた割わり箸ばしをパキンと割ると、焼けた焼肉を食べはじめる。トーレムがその横で、物ほしそうな顔……あまり違いがわからないかもしれないが、見る人が見ればわかるとても物ほしそうな顔をしていたので、陣は七しち輪りんから肉を取って、トーレムの前のお皿に置いてやる。

『ぷきゅー♪』

　トーレムは喜びの声を上げ、肉を両手に持ってはむはむとご相伴にあずかった。陣は、うかない表情をしているシエラに声をかける。

「座堂もさ、食い物を食ったらめげた気分も盛りかえすぞ。一番よく焼けてるところ、座堂にやるよ」

「いいわ。わたしは、晩御飯の前にそんなガッツリしたもの食べられないもの」

　シエラは、肉に舌した鼓つづみを打っている陣の前に正座で座って、彼の顔をじっと見つめる。

「それよりも、お化けの話よ。今もパパとママは家にいないわ」

「おふくろさんが作った世界的大企業『シェラザード』が、世界大不況のせいでつぶれないようにテコ入れしに行ったんだったっけ」

「そういうこと。この状況でお化けが怖いなんて言ったら、ニコライもメアリーも、自分たちの力不足でわたしが心細い思いをしてるんだと思って落ち込んじゃうわ」

「でも、座ざ堂どうは今はもう、親が座堂のために働いてくれてるんだってこと、よくわかってるんだろ？　俺おれも、親が俺をほったらかしにして発掘旅行にかまけてたこと、あの旅からこっちだいぶ許せるようになってきたし……」

　陣じんの両親は、ともに考古学者だ。幼い陣を一人残して、世界中を発掘旅行で飛びまわっていた。

　陣とシエラの境遇は、庶民とセレブという違いはあっても、とてもよく似ている。だから陣には、シエラの気持ちがよくわかる。

　陣の問いを聞いて、シエラは素直にうなずいた。

「ええ、パパとママがアメリカに行きっぱなしになってても、今はもう見捨てられたなんて思わないわ。でも、どうしたって寂しいと感じてしまうことがあるの。そういうとき、やっぱりまだ上手に猫をかぶれなくて、寂しそうな顔をしちゃうことがあるのよ」

「まあ、離ればなれになってるんだから寂しいのは仕方ないよな」

「でも、わたしが寂しそうだと、メアリーたちはすごく心配するのよ。わたしが小さなころからいつも、寂しいときに支えてくれた二人だから……心配させたくないの」

　シエラはそう言って、陣をじっと見つめる。

　陣の胸が、またドキンとした。

　シエラはセレブのお嬢様でワガママだ。ワガママだけれど、セレブとしての権利を主張するだけでなく、きちんと義務も果たしている。「高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ」……有事のときには、民を守って自らの身を投げだして戦う義務。

　ニコライもメアリーも、お互いに争いながらも、シエラを守ろうとしている気持ちはひとつだ。けれどシエラも、必死に彼らを守ろうとしている。

「だから『吉き備び津つの釜かま』のこと、メアリーたちには相談できないの」

「なるほど、な」

　陣は焼肉をぺろりとたいらげる。まだ肉を一枚しか食べていなかったトーレムは、食関係にかぎっては限りなくスピーディな陣にびっくりしていた。

「まあ、そういうわけなら話してやろう。そのうち夕ゆう也やが塩ごはん持って戻ってくるから、せっかくのウンチクは聞かせてやれなくて残念だけど」

「ちっとも残念じゃないから、早く聞かせて」

　シエラはケロッとした表情でそう言って、ちょこんと正座しなおした。

　陣じんは口を開く。

「昔、吉備の国……今の岡おか山やま県に、吉備津神社という神社があってだな」

「きゃー！」

　シエラは悲鳴を上げて、耳をふさぐ。陣のこめかみから、ジト汗が流れた。

「……おい、座ざ堂どう。まだなーんも言ってない」

「いいから続けて、きゃーきゃーきゃー！」

「その状態で聞けないだろ。おまえ、お化け屋敷でずっと目を閉じて耳をふさぎながら、友達のそでにしがみついて出口まで連れてってもらうタイプだろ」

「ほ、ほっといてよ、わたしの勝手でしょ！」

　シエラは縮こまりながら、真っ赤になって怒る。

「何も見ないし聞かないなら、わざわざお化け屋敷に入る必要ないじゃん」

「そんなことないわ、いきなりエアーがプシューとか来るのも怖いし」

「エアーってわかってんなら怖くないだろ。お化け屋敷の人も、お化けとか墓石とかがんばって作ってるんだから、見てやらないと悪いじゃん」

　陣はため息をつきつつ、シエラの耳から手を引きはがす。

「このままじゃ宿題にならないから、手短に話すからな。怖かったら止めるから、そう言えよ」

　陣の表情が真剣なので、シエラは怖さで微妙に涙ぐみながらも、しぶしぶうなずいた。トーレムがシエラの腕にひしっとしがみつき、すでに震えて待っている。

　陣は、吉き備び津つの釜かまの物語を語りはじめた。それはざっくり言って、次のようなものだった。



　　　



『吉備津宮縁起』



　吉備津神社に伝わる、そのなりたちの伝説。

　吉き備び津つ彦ひこの命みこと（桃太郎）が温ウ羅ラ（鬼）を退治してその首を落としたが、首はいつまでも吠ほえていた。

　そこで吉備津神社の台所に埋めると、温羅の霊が吉備津彦命に伝えた。

「この台所の釜で、巫み女こに神にささげる米を蒸させよ。その唸うなりで吉凶を伝えよう。吉ならば釜は豊かに鳴り、凶ならば荒々しく鳴るだろう」

　こうして吉備津神社では、吉凶を占う鳴なる釜かま神しん事じがはじまった。釜は実際にブオーンという音を立てて鳴るが、これは現在では神託ではなく、蒸気や米を蒸すせいろの関係で鳴ることがわかっている。

　そして、雨月物語で語られた「吉き備び津つの釜かま」の物語が始まる。



『吉備津の釜』



　吉備津神社の神かん主ぬしに、磯いそ良らという十七歳になる娘がいた。怠け者で女好きの正しよう太た郎ろうという男がいて、周囲の者は彼を変えるため、しっかり者の磯良と結婚させようとはかった。

　しかし、この結婚の吉凶を占うと、吉備津の釜がこそりとも鳴らなかった。これは凶兆ではないかと思われたが、手順が間違っていたのでしょうということにして、そのままスルーされてしまった。



　ところが正太郎は磯良を裏切り、袖そでという遊女と駆け落ちした。裏切られた磯良は病に伏し、その生霊は袖をとり殺した。

　さらに、死んだ磯良の死霊が正太郎の前に姿をあらわしたので、恐れた正太郎は、袖のいとこの彦ひこ六ろくといっしょに陰おん陽みよう師じのもとを訪れた。

　陰陽師は言った。

「磯良は七日前に死んでいるから、四十九日が終わって成じよう仏ぶつするまで残りは四十二日。その四十二日のあいだ、家にこもって外に出ないように」

　陰陽師は正太郎の体にびっしりとお経きようを書きつけ、お札も大量に渡した。このお札を扉に貼はれば、悪霊は入ってこられないということだった。



　正太郎はさっそく、家に閉じこもった。夜になると磯良の死霊が、家のまわりをうろうろして自分を脅す恐怖に耐えた。

　ようやく四十二日目の夜が明けた。正太郎は、隣の家にいた彦六に声をかけ、いっしょに外に出ようと言った。彦六も障子がしらじらと明るいのを見て、夜明けがきたことを確認した。

　だがその直後、彦六はすさまじい悲鳴を聞く。

　外に飛び出すと、まだ真っ暗で月が空にぼんやりとかかっている。夜は明けていなかったのだ。冷たい夜風が吹いてきて、正太郎の家は血の海となっていた。

　だが、正太郎の死体はどこにもなかった。ただ、彼のしばった髪の毛だけが軒先に引っかかっていた。



　　　



「……」

　シエラに声は無かった。真っ青な顔をして、まばたきも忘れ、凍りついている。

　トーレムも、完全に感覚を遮断していた。陣じんだけが、ケロリとした顔で語り終える。

「というわけで、このことを聞いた正しよう太た郎ろうと磯いそ良らの家族は、吉き備び津つの釜かまが伝える凶兆に間違いはなかったってことを痛感したと。神託というのは、尊ばないといけないですね、って話さ。おしまいおしまい」

「……って、庶民！」

　真っ青のシエラが、涙目になりながら陣に怒りをぶつけた。

「怖かったじゃないのよ、あらすじだけでもめちゃくちゃ怖かったじゃないのよ！　どうして全部聞かせたのよ！」

「怖かったら、そう言えば止めるって言っただろ。何も言わないから、最後まで話しただけじゃないか」

　シエラに胸ぐらをつかまれて、陣は困惑しながら言った。

　シエラの真っ青な顔が、今度は真っ赤になった。涙目がもっとうるうるしたかと思うと、大きな涙がぽろぽろこぼれ出す。

「こっ……怖すぎて、声も出せなかったのよ！　察しなさいよ！」

「はあ？　座ざ堂どうの怖がりってそんなハイレベルだったのかよ、そこまで怖がりだとは想定してなかったんだよ」

「全部聞かせるなんて！　それに、何でそんな早口なのよ！」

「だって、夕ゆう也やが戻ってくるまえに話し終わらなくちゃ」

「夏になったらいつも怪談ライブ開いてる、ヒゲの人じゃないんだから！」

「なんで、そんなまだるっこしい言いかたするんだよ」

「子供じゃないんだから、いろいろと察しなさいよ！」

　シエラは陣にかみついた。

「あのヒゲの人、早口すぎて何言ってるかわからないから、聞き取ろうとして話に集中するからよけいに怖いのよ？　なのに早口に怪談を語るなんて、どういう嫌がらせよ！」

「別に怖がらせるつもりで早口だったわけじゃねーって！　っていうか、あのヒゲの人の早口にそんな効果があったことすら知らねーぞ！」

「知らなくたって、結果的にわたしは怖かったんだから！　今夜眠れないじゃないの、どうしてくれるのよ！」

　シエラは泣きながら、陣の胸をポカポカ殴る。非力だから全然痛くないし、シエラを泣かせてしまって陣は申し訳ない気持ちになる反面、こんな何百年も昔の古典的な怪談で本気で怖がって涙目になっているシエラの純粋さが、可愛かわいいような気がしてしまう。

（座ざ堂どうにこんな子供っぽいところがあるなんて、他ほかの奴らは誰だれも知らないんだろうなあ……）

　陣じんは少しばかり嬉うれしくなる。

　そのとき、部屋の灯あかりが「パシッ」と音を立てて消えた。

「きゃあ！」

　シエラは、陣にしがみつく。陣は顔を上げた。

「蛍光灯が切れたみたいだな。最近、ちょっとチカチカしてきてて、やばいなとは思ってたんだ」

「きゃーきゃー暗いわ怖いわ！」

「静かにしてろって、他の部屋の奴に声が聞こえるだろ。今、換えの蛍光灯を探すから放せよ」

　陣に言われてはじめて、シエラは自分が陣の腕をぎゅうっと握って抱きついていたことに気づいた。かああっと赤くなって、シエラは陣の胸をドンと押す。

「キャー痴漢！」

「どわー！」

　陣がごろごろっと部屋の隅に転がる。その顔を、黒い影がのぞきこんだ。ぼろぼろの白い着物を着た少女のようだった。

　歳のころは陣たちより少し上で、背が高く、体が細い。陣よりは背が低いが、シエラに比べるとかなり高くて、しかもスレンダーなので、まるでモデルのようだ。

　赤い帯をしめ、はだしの足もとは土で汚れている。顔を覆いかくす長い黒髪の間から、赤く燃えるまがまがしい目が見えた。

『……恨めしい……』

　低い声で、少女はつぶやいた。



　同じころ、夕ゆう也やは食堂でふと天井を見上げた。

「ん？　……陣の声が聞こえなかったかな」

「聞こえなかったよ。だいたい、新あら木きくんは一人で自分の部屋で大騒ぎするような性格じゃないし」

　食堂とカウンターで仕切られた厨ちゆう房ぼうの中で、割かつ烹ぽう着ぎ姿のあすらが、ネギを切りながら言った。

　あすらは見た目は小柄な美少年だが、実は女の子である。実家が寺で、仏教では女性は仏になれないということで、男として育てられたのだという。本人は料理もうまくていたって女の子らしいのだが、長いあいだ男として育てられたせいで、なかなか男っぽさが抜けないのが悩みである。

　食堂では寮生たちが、割かつ烹ぽう着ぎ姿のあすらに見とれている。

「ううー、神じん宮ぐう寺じ可愛かわいい」

「三さん角かく巾きんをしてたら髪が短いのも隠れるから、ほんと女の子みたい。っていうか女の子なんだけど」

　女子禁制のこの寮で、寮生たちはあすらに近づくことを禁止されている。食堂は寮で唯一の広い場所で、寮生たちが自習室がわりに使っているため、あすらが料理中でも立ち入り禁止にはならなかった。寮生たちにとっては、一日のうちで唯一、あすらをゆっくりと「鑑賞」できるチャンスなのだ。

「おい、宇う多た田だ。神宮寺に話しかけるのは禁止だぞ、寮長や幹部寮生に見つかったら反省室に放りこまれるぞ」

　寮生たちが、夕ゆう也やに言った。

「ああ、うっかりしてた。軽音楽部でいつもいっしょだから、頭を切りかえてなかった」

「そうか、宇多田は神宮寺と軽音楽部でいっしょなんだよなあ」

　寮生たちが、夕也を取りかこむ。

「それどころか、座ざ堂どうまで軽音楽部に引きこみくさって！　何気に毒どく呂ろも可愛いし！」

　毒呂というのは、十三組のゴス系少女、毒呂説せつ子このことだ。軽音楽部では、キーボードと編曲アレンジを担当している。

「学年で一、二、三位をあらそう美少女が、そろいもそろって軽音楽部に入るなんて！　毒呂の毒舌でみんなやめたって聞いてビビってたけど、勇気を出して入部すればよかった！」

「つーか今からでも入部させてくれよ、いや入部させてください」

　寮生たちが、夕也にへばりつく。夕也は鬱うつ陶とうしそうに彼らを振りはらった。

「やめろバカども！　軽音楽部は仲良しグループじゃねー、音楽性の違う奴らはお呼びじゃねーんだよ！」

「宇多田みたいな軟派野郎が音楽性とか言っても信用ねーって。可愛い娘こばっかり集めくさって！」

「俺おれはたしかに可愛い女の子は大好きだけど、音楽はそれとは別だってんだよ。それがわからねー奴といっしょに音楽はできねー、入部はあきらめろ」

　あすらが、ちょっとびっくりしたような目を夕也に向ける。

「ぼくも宇多田くんは、ただの軟派だと思ってたけど……音楽に関しては、芯しんがしっかりしてるんだ」

「あっ、そういうことか！　そういう二面性を演じて可愛い娘を落としてるわけだな、この策士め」

　寮生たちがやいやい言った。夕也はうるさそうに耳をふさぐ。

「あーうるせーうるせー。ここでワカランチンどもの話をこれ以上聞いてると耳が腐るぜ、塩ごはんまだか神じん宮ぐう寺じ？」

「もうちょっと待ってて」

　あすらが、一抱えもある大きな業務用炊飯器に視線を向けながら、切ったネギを銀色のバットに盛った。夕ゆう也やも炊飯器に目を向ける。炊飯器からは、白い湯気がもくもくと出ていた。

「もう炊き上がってるんじゃね？」

「まだだよ。ごはんってのは、何分か蒸らさないとおいしくないんだよ」

「陣じんは味なんか気にしないさ。靴だって煮込んで食いかねない奴だぜ」

「新あら木きくんに食べてもらうなら、最高においしくないと。靴とトントンの味ってわけには行かないだろ。ちょっと待っててよ」

　あすらにぴしゃりと言われて、夕也は、ため息をつきながら食堂の椅い子すに座った。

「はいはい、わかりましたよ。待てばいいんでしょ、待てば」

「もう炊けてるから、あと少しだよ」

　あすらが炊飯器を見て、うかない顔の夕也に声をかける。ふと、あすらは眉まゆをひそめた。

「あれ……？　もう炊けてる……のかな？」

　炊飯器に耳を近づける。沸騰して米が炊けると、ふつうは水蒸気の泡がクツクツと粘ったような音を立てる。だが、今日にかぎって炊飯器は何の音も立てていない。

「湯気は出てるのに……？」

　あすらは、湯気が上がっていく天井を見上げた。夕也が、あすらに怪け訝げんそうな目を向ける。

「炊けてないのか？　時間がかかるなら、一度部屋に戻るけど」

「いや、炊けてるはずなんだ。湯気が出てるもの」

　天井を見上げたまま、あすらは眉を引き寄せた。

「嫌な予感がする」

「ごはんが炊けてないかも、って？」

「もっと嫌な予感だよ。ぼくは実家が寺だったから、敏感なんだ。『見えてしまう』から、そういうの苦手なんだけど……」

　あすらは、もう一度炊飯器を見る。

「この寮の中に、何か良からぬモノがいる……かも」

「神宮寺に良からぬ妄想を抱いてる野郎どものことか？」

　自分のことを棚にあげて、夕也がたずねる。あすらは首を横に振った。

「生きてるモノじゃない。『吉き備び津つの釜かま』の話を知らないの？」

「陣に聞いてはみたけど、いつまでたっても話が始まらなかったから」

「悪霊だよ。どうしてそんなモノが、この寮の中にいるのかわからないけど……」

「悪霊っ？」

　寮生たちが、ざわめいた。

「お、おい、脅かすなよ神じん宮ぐう寺じ」

「大丈夫、夕飯の準備が済んだら寮の中を探してみるよ。お経きようを上げれば、成じよう仏ぶつすると思うし」

「すげー神宮寺。さすが寺の子、そんなスキルあったんだ」

　夕ゆう也やが感心する。寮生たちも、ざわついた。

「除霊って、やっぱり悪霊退散って感じ？」

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅らって感じ」

「霊にマッハパンチかますのか」

　夕也が硬い声でつぶやいた。

「でも、まだあと一時間ぐらいは夕飯の準備が終わらないけどね」

　あすらは、陣じんたちがすでにその「悪霊」に遭遇しているとは思いもよらず、のん気にそう言いながらカラアゲを作りはじめた。



　そして、同じころ……。

　その「気配」を感じとったのは、あすらだけではなかった。

「おや……？」

　山やま手のて線せんの座席に座ってふと顔を上げたのは、長い黒髪とメガネの少女……本ほん田だ聡さと子こだった。窓の外を、ビルの町並みが通り過ぎていく。

　聡子は、春はる紗しや学園中等部三年生で、中高共用図書館の図書委員でもある。それと同時に、旧約聖書の時代から数千年も生きている、モーゼの十戒によって封印された妖魔ダイモンの一柱ひとりでもあった。

「どうしたのだ、『偶像崇拝』」

　聡子の横で偉そうに腕組みしている赤い目の少女は、名をサロメという。二千年前から聖書に記された邪悪な王ヘロデに仕えていた巫み女こだったが、何だかんだあって今は聡子のアパートに身を寄せている。

「サロメさん……。サロメさんは今、ふつうの女子高生として暮らせるように、社会勉強中なわけですから。わたしもそのために、買い物なんて使い魔に任せれば良いところ、サロメさんをこうして社会勉強に連れだしているわけですから。そういうわけで、わたしのこともしかるべき名で呼んでください。『偶像崇拝』は妖魔の名前ですからね……」

「ということは……人間名か。本田聡子と呼べばいいのか」

「ふつうはあんまり人をフルネームでは呼びませんが」

「ならば、さとっち」

「いきなりくだけましたね」

　聡さと子こをさとっちと呼ぶのは、親友の安あん藤どう奈な津つの命名だが、サロメもけっこうその呼び名を気に入っているようだ。

「で、どうかしたのか？　『あきば』とかいう場所で買った『らのべ』とやらに、不備でもあったのか」

　聡子が両手で抱えている紙袋に目を向けながら、サロメがたずねた。

　聡子は人間の知恵の全すべてを手に入れるべく、全ての本を読んでいる読書狂ビブリオマニアである。今日は新刊をいろいろゲットすべく秋あき葉は原ばらの本屋に来たあと、山やま手のて線せんで渋しぶ谷やへ向かう途中だった。

　聡子は、謎なぞめいた笑みを浮かべる。

「いえ……そうではありません。が、本に関係しているという意味では、そうかもしれませんね……ククク」

「よくわからんぞ。わらわにわかるように説明してみよ」

「旧約聖書に記されたモーゼが十戒の石版をおさめた『聖櫃アーク』……それが他人の手に渡って封印されてはたまりませんから、わたしはイスラエルの火山の底に埋まったそれを、使い魔を使って掘り出しました。その中に、サロメさんも入っていた……」

「うむ。その節は世話になった、と言っておこう」

「けれど、サロメさんが持っていた『死者の書ネクロノミコン』は、聖櫃アークの中に入っていなかった……」

「そなたの使い魔王の運びかたが、荒っぽかったからな。どこかに落としてしまったのだろう。あれがなければ、わらわは生骸ゾンビを召喚できぬ」

「誰だれかが拾った……のかもしれませんよ」

　聡子が言うと、サロメが驚いたように彼女の顔を見つめた。

「拾っただと？」

「少し前……荒あら川かわのほうから、今感じたのと同じ波動を感じたことがあるんです。で、その日に荒川に巨大なサメが出現したのをレディースが目撃した……という事件がありました」

「そういえば、『しんぶん』とやらにちょこっとだけ載っていたのを見たな。『地域のほのぼのＵユＭーＡマニュース』とかいうコーナーだったか……」

「ツチノコやチュパカブラはネタですが、巨大なサメはネタではなかったような気がします。波動を感じたこととの符合と、目撃者の証言の信しん憑ぴよう性せいから考えて、恐らくサメは本当にいたのです」

「だが、サメは川には棲すんでいないのではないのか？」

「そこです」

「どこだ？」

　サロメがきょろきょろと周囲を見まわす。

「ククク……面白いと思ったら大間違いですよ、サロメさん」

「べっ、別にウケを狙ったわけではない！」

　サロメは真っ赤になってどなった。

「まあそういうことにしておきましょう。で……サメは川には棲すんでいないわけです。でも東京は、巨大ザメ・メガロドンが生きていた何万年も前には、海が温かくて極地の氷が溶けていたため、海の水が増えて海の底になっていたのです。この時代に海で死んだサメを『死者の書ネクロノミコン』で召喚したとしたら、その生骸ゾンビが川に現れてもおかしくはないでしょう」

「『死者の書ネクロノミコン』で？」

　サロメは考えこむ。

「つまり、そなたがサメを召喚した犯人だということか」

「わたしが犯人なら、今ここでまだるっこしい推理をしてるわけがないでしょう」

「しかし『死者の書ネクロノミコン』を持っているのは、そなただけではないか」

「サロメさんの『死者の書ネクロノミコン』があるじゃないですか。わたしが使い魔王に聖櫃アークを運ばせたとき、うっかりそのへんに落としたのを誰だれかが拾ったんじゃないですかね」

「で、その呪じゆ文もんを読んで生骸ゾンビを召喚したと？」

「呪文の読みかたは、今日びネットの質問掲示板にでも貼はりつけておけば、親切な人がすぐに教えてくれますからね」

「だが、呪文だけ読めてもそれに応じた魔力がなければ召喚はできないのではないか？　それだから、『ランプの魔神』座ざ堂どうシエラも、魔神レベルがリセットされてレベル０魔神になった現在、最強呪文を知ってはいても使っても発動できぬ状態なのだろう？」

「まあ、メガロドンとはいえ単なる動物霊ですし、そういう下級霊を召喚するていどの魔力なら知れたものですよ。先祖に霊能力者がいた程度で、じゅうぶんです」

「とりあえず、わらわの『死者の書ネクロノミコン』を拾った者を見つけて取りかえせば、わらわはふたたび力を得るということだな。そうすれば、切符の買いかただとか電車の乗りかただとか、こんなくだらない修業をすることもなく、この日本をわらわの支配下に置くこともできるというわけか」

　サロメは目を輝かせて、聡さと子こに言った。

「さとっち、さっそく『死者の書ネクロノミコン』を拾った人間を探そうではないか！」

「だめですよ。今日はこれから、渋しぶ谷やに行くって言ったじゃありませんか」

「なぜ渋谷へ行くのだ。そなたにとっては敵地ではないのか」

「別に敵地じゃありません。秋あき葉は原ばらがアリアハンなら、渋谷はアレフガルドです」

「意味がわからないぞ。ドラクエをやってない人間にもわかりやすく説明しろ」

「東京が何区あるのかも知らない人が、どうしてドラクエの地名だってことを知ってるんですか」

　聡さと子こが、冷ややかな視線をサロメに向けた。

「渋しぶ谷やは１０９まるきゆーとかオシャレタウンなイメージがありますが、実は大きなまんだらけもあるし、秋あき葉は原ばら以前のオタクの源泉なのです。とっても面白くてわたしが大好きな超おすすめのラノベ出版社も、渋谷にありますしね。毎月二十五日発売ですのでよろしく、ククク……」

「さとっち、なぜそなたカメラ目線なのだ。何に向かってＣＭしているのだ」

「いえ、編集長が何かくれないかと思って」

「編集長とは誰だれのことなのだっ？」

「アキシブ系という音楽ジャンルもありますしね。アキバで新刊買ったあとは渋谷のまんだらけでグッズ探し、これテッパンです」

「そなたはわらわの世界征服より、抱き枕まくらのほうが大事なのか。人間を篭ろう絡らくし破滅させるモーゼの十戒の『聖櫃の妖魔アークダイモン』の一柱ひとりでありながら、別に人間を滅ぼそうとするわけでもなく、心配ごとといえばＨＤＤレコーダーにためこみすぎた深夜アニメを消すべきか消さざるべきか……。ずいぶんヒヨったものだな、さとっち」



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしは『偶像崇拝』のアークダイモンですから、フィギュアとか二次元とかも守備範囲なんですよ。それに人間は、実に面白い本を書きますから滅ぼすにはもったいないのですよ……ククク」

「そなたはわらわが仕えていたアークダイモンの一柱ひとり、『唯一神の否定』をつかさどるヘロデ王と似ているようで真逆なようで、わらわにはよくわからん」

「とりあえず、実に面白い本が毎月二十五日発売だということだけ憶えておけば良いと思いますよ……ククク」

「のん気なものだ！　こうしている間にも、『死者の書ネクロノミコン』を拾った人間が何をしているかわからぬというのに。その人間が万一、その力を悪用して世界を支配しようとしたらどうするのだ。わらわの取り分が無くなるではないか！」

　サロメはこぶしを握ってぷんすか怒る。

　そんな彼女の背後の窓の外に、白い影がスゥーッと近づいてきた。サロメは、ハッと振りかえる。

「何者だ！　さては『死者の書ネクロノミコン』を取り戻されまいとして、先手を打ってきたのかっ？」

　窓の外を走るのは、白い電車だった。サロメは驚いて、椅い子すの上に逆向きに座り、窓ガラスに顔をくっつけた。

「な……何ごとだっ？　電車がわらわを追いかけてくる、まさか敵が、電車の生骸ゾンビを差し向けたのかっ？」

「電車が並行して走るぐらいで騒がないでください、他ほかのお客さんの目が『田舎者発見』って言ってます。ちなみに、あれはゆりかもめです」

「あっ、追い抜かれた！　わらわを追い抜くとは、生意気な！」

「こちらが浜はま松まつ町ちようの駅に向かって、減速中ですからね」

「わらわの辞書に敗北の文字はないのだ！　行け、山やま手のて線せん！」

　サロメが窓ガラスをばんばん叩たたいた。ゆりかもめは徐々に後ろへ下がり、やがて進行方向左方向へと逸それていった。サロメが勝ち誇って笑う。

「ふはは！　山手線に恐れをなして逃げたか、軟弱者め！」

「いえ、ゆりかもめはもともとそういう線路ですが。カーブでスピードを落としただけですが」

「むう！　またわらわに勝負を挑もうとする白い悪魔が！」

「新幹線ですね」

「高速鉄道か、ならば相手にとって不足は無い！　負けるでないぞ、山手線！」

「たしかに勾こう配ばいのきつい区間なら、山手線は新幹線より速いですが……」

「ふはは、遅い、遅いぞ新幹線！　あの運転士の悔しそうな顔を見るがいい、わらわの山手線に勝とうなど百万年早いわ、修業して出直してまいれ！」

「たぶん、次の停車駅の品しな川がわでのダイヤ調整のために減速しているだけだと思いますが……」

「うぬ！　高いところからわらわを睥へい睨げいする生意気な敵がまた現れた！」

「東京モノレールです。サロメさんはいったい何と戦っているんですか……」

「ふはははは！　東京モノレールもわらわに恐れをなして逃げていったぞ、臆おく病びよう者ものめが！」

「いえ、田た町まちが近づいたので東京モノレールの軌道がカーブしただけですが」

「わらわ最強！　山やま手のて線せん最強！　むしろ埼さい京きよう線せんより最強！」

「埼京線のさいきょうは最強のさいきょうじゃありませんけれどね」

　品しな川がわあたりでは、横よこ須す賀か線と京けい急きゆうも参戦してくる。サロメがますますヒートアップするのが目に見えて、聡さと子こはうんざりしたため息をついた。



　さて、大都市近郊区間乗車券を利用して電車を乗りつぎ隣駅までの一区間の切符で大きく遠回りして電車に乗りまくるチャレンジのごとく遠回りしてしまったが、というわかりにくい比ひ喩ゆは置いといて、話を橘たちばな寮りようの陣じんの部屋に戻すことにしよう。

　話の流れを忘れた読者も多いと思うので、少しばかりおさらいすると、陣の部屋にシエラが現れ、焼肉を食べたあとに宿題の「吉き備び津つの釜かま」についてあらすじを聞いた。その話が終わったとき、白い着物を着た長い黒髪の少女が現れたのだった。

『恨……めしい……』

　柳のような細い体をくねらせ、幽霊のように両手をだらりと下げて、少女がうめいた。

　だが、シエラに突き飛ばされて仰あお向むけに転がった陣は、ムカムカしながらシエラにどなった。

「おい、座ざ堂どう！　前にもこんなことあったけど、俺おれが抱きついたわけじゃねーだろ！」

「な、何よ！　びっくりしたんだから、仕方ないでしょ！」

　売りことばに買いことばで、シエラもどなった。

『ぷきゅーぷきゅーぷきゅー！』

　トーレムは二人を仲裁しようとして、右往左往している。

　黒髪の少女は、だらりと下げた手を少し上げて、くいくいと手まねきした。

『あ……あのー。恨めしいんですけど……』

「そんなことより、さっさと蛍光灯をつけかえなさいよ！　こんな暗い部屋、お化けが出そうで怖いじゃないのよ！」

『出てます。今ここに出てます』

「だから、俺はつけかえようとしてただろ！　おまえがしがみついて放さなかっただけだろ！」

『わたしの話、聞いてくれません？』

「な、何よ！　このセレブのわたしが、好きこのんで庶民ごときにしがみついたっていうの？　思いあがりもほどほどにしてよね！」

「おまえこそ、わがままもいいかげんにしろよな！」

『ぷきゅーぷきゅーぷきゅー！』

　陣じんとシエラとトーレムが、三みつ巴どもえ状態で言い争っている。少女はたまらず、そのあいだに割りこんだ。

『ちょっと！　恨めしいって言ってるじゃないのさ！』

　陣とシエラが、ようやく少女に顔を向ける。少女は、ホッとした表情を浮かべた。

『良かった。恨めしや』

「何してんだおまえ、ここは女子禁制だぞ」

　陣が厳しく言った。少女は戸惑う。

『えっ……だ、だってそっちの女の子は？』

「じゃあ座ざ堂どうが死んだらおまえも死ぬのか、小学生理論かよ」

『っていうか、わたしもう死んでるし』

　少女は自分を指さす。シエラは、きょとんとして彼女を見た。

「えっ嘘うそ……死んでるの？」

『リアクション薄いなあ』

「座堂、怖がり屋さんじゃなかったのかよ」

「そりゃ怪談は怖いけど、彼女ふつうに美人だし」

「うんまあたしかに、コスプレ的にこういうコーディネートありかなって感じだよな」

『ええーっ？　ハマりすぎてて逆にリアリティ無いって例ですかわたしっ？　そこは、怖いって言ってほしいんですけど！　わたし、これでも死んでるんですけど！』

「幽霊ってこと？　でも足あるし……」

『死んでるけど動いてるんです。女の子って、そういう気分なことあるじゃないですか』

「生骸ゾンビってこと？」

『ハイカラな言いかただと、そうなります』

「ハイカラな生骸ゾンビって嫌だなあ」

「生骸ゾンビで恨めしやって、おかしくない？」

　シエラの鋭いツッコミに、少女はうめいた。

『す、すみません。わたし江戸時代に死んだので、あまりハイカラな妖よう怪かいのことはよく知らないんです』

「そうか、死ななくちゃ生骸ゾンビにはならないよな。まだ若いのに気の毒だな、どうして死んだんだ？」

『よく憶えてません。自分の名前もあんまり憶えてません』

「よく憶えてないのに、何が恨めしいんだよ」

『いや、幽霊だとそう言わなくちゃいけないような気がして……。わたし、どうも他人の期待にこたえなくちゃって思うタイプみたいなんです。別に恨みも思い残したこともないし、それにこの体って、ほっとくと腐りますよね？』

「生骸ゾンビだからな」

『女の子ってニキビ一個できても、むしろ前髪切りすぎただけでも、人に見られたくなくて外に出たくないものなのに！　腐ったところとか見られたくないんですけど、どうやったらわたし元に戻れるんですか？』

　少女は陣じんにつめよった。陣は困惑する。

「どうやったらって……。そもそも、どうして生骸ゾンビになったのか、その原因から考えないと……」

　シエラが、陣に言った。

「そうよ、庶民。『火の無いところに煙は立たない』わよね。生骸ゾンビが自然発生するわけないんだから、誰だれかが『死者の書ネクロノミコン』の呪じゆ文もんを唱えたっていうことじゃないの？」

「『死者の書ネクロノミコン』使いって、本ほん田だしかいないじゃねーか。ニャロメは聖櫃アークといっしょに火山の下に埋まったわけだし」



　品しな川がわを出たあと、京けい急きゆうの電車に追い抜かれて悔しがりながら窓ガラスを叩たたいていたサロメから、突然オレンジ色のネコミミと尻しつ尾ぽがにょきっと生えた。

「ニャロメじゃないニャロメー！」

　サロメは叫さけぶ。聡さと子こがびっくりして、目を丸くした。

「他ほかの電車を追い抜いて本気でバカにして笑うのも、追い抜かれて本気で悔しがるのもたいへんな奇行ですが、まだ奇行をし足りないようですね……」

「奇行とか言うな！　今、何者かにニャロメ呼ばわりされたような気がしたのだ。というか、わらわのことをニャロメとか呼ぶ人間は限られているが……」

「座ざ堂どう先輩や、新あら木き先輩ですね。サロメさんが生きていると知ったらびっくりするでしょうね、ククク……」

「わらわの陰口を叩いているのだな。そのうち吹奏楽部に入って、軽音楽部を潰つぶしてギャフンと言わせてやるから、覚悟しておくがいい」

　サロメは、ムスッとして椅い子すの上に座りなおした。



　サロメの超能力のせいで突然場面が変わってしまったが、話をもとに戻そう。

　シエラは、陣に言った。

「そうよ。つまり、本田さんがゾビ子さんを召喚したんじゃないのかしら？」

「ゾビ子さんって誰だよ」

「だって名前が無いと呼びにくいし」

「小さいゴーレムに小コーレムって名前つける奴のセンスはやっぱり、悪い意味で斬ざん新しんだなあ」

　陣じんがつぶやいて、シエラににらまれた。

『ゾビ子とか……恨めしいぃ……』

「わかるわかる、怒る気持ちわかる」

　陣がゾビ子の肩をポンポンと叩たたいた。シエラが陣に言った。

「とりあえず庶民、そういうことで本ほん田ださんに聞いてみてちょうだい」

　魔神モードになったシエラは、携帯電話も持てない。お財さい布ふケータイ機能があるために、お金と同じだと認定されるからだ。陣は携帯電話を取りだして、すぽぽんとボタンを押した。

「だな。あいつが召喚したんなら、召喚解除もできるはずだからな」

　ところが、電話はつながらない。当然である、聡さと子こは電車に乗っているのだから。

「電波の届かないところにいます、って言ってるぜ」

「おかしいわね。『死者の書ネクロノミコン』の呪じゆ文もんは、声が届く範囲のみに有効のはずでしょ？　だとしたら、この近くにいなくちゃおかしいのに……電波の届かないところって、変ね」

「っていうか、声が届く範囲ってことは男子寮の中ってことだしな。いくら本田でも、男子寮の中まで入ってはこないだろうし……つまり、本田以外にも死者の書ネクロノミコン使いがいるってことか？」

「ゾビ子さん、誰だれがあなたを召喚したのか憶えてない？」

　シエラに聞かれたゾビ子は、首を横に振る。

『憶えてないし、ゾビ子でもないし』

「それじゃ、どうしようもないなあ」

　陣がため息をつく。そして、ポンと手を打った。

「そうだ！　生骸ゾンビを消すには、召喚解除以外にも方法があるじゃないか」

「っていうと？」

「香港ホンコンで戦った『南なん海かい不ふ敗はい』を覚えてるだろ？　絶対に誰にも負けないっていう信念で動いてた生骸ゾンビだったけど、負けを認めた瞬間に消えたじゃないか」

「あっ、なるほど！　つまり、恨みを晴らすとか思いを遂げるとか、この世にいる理由が無くなれば成じよう仏ぶつするっていうことね」

　シエラは、ゾビ子にたずねた。

「ゾビ子さんがこの世にいる理由って、何？　それを解決したら成仏できそうな理由があれば、楽勝なんだけど」

『だからぶっちゃけ何も憶えてないから、何もありませんから』

「困ったなあ。何か考えてよ」

『そうですねえ……』

　ゾビ子は眉まゆをひそめ、考えこむ。

『しいていうなら、心残りは“〝今”〟できましたね』

「今？」

『せっかく期待にこたえて怖がらせようとしたのに、全然怖がってもらえなかったことです』

　ゾビ子は、自分の頭に人差し指を当てた。

『脳ミソが腐りかけててよく憶えてないんですが、何となくわたし、舞台に出てたような気がします』

「舞台に？　役者だったってこと？」

『そんなような気もします。綺き麗れいな着物を着て、踊っていたような……。だから、怖がってもらえてないってことは“〝役”〟になりきれてないってことですよね。そういうの、ちょっとプライド傷つきます』

「いいじゃない、それで行きましょうよ！　わたしたちに怖がってもらえなかったのが心残りで、それが満足したら成じよう仏ぶつ、っていうコース。どうかしら？」

　シエラがぴんっと人差し指を立てる。ゾビ子は両手をぽんっと叩たたいた。

『シエラさんったら頭いい！　そうですね、それで行きましょう！』

「何だか妙な話になってきたなあ。座ざ堂どうに関かかわってると、何かと妙な話には遭遇しがちだが」

　というより、ランプの中から学園の人気者が魔神になって現れる、という点以上に妙な話は、そうそうないのではないか、と陣じんは思った。

「ちょっと庶民、他ひ人とごとみたいな顔してないでがんばって怖がりなさいよ。トーレムも準備ＯＫ？」

　シエラにポケットから引きだされて、トーレムは手のひらの上に乗せられた。ゾビ子は緊張して、コホンと咳せきをする。

『うーん、そう構えられると何かやりにくいですが』

「気にしないで。がんばって怖がるから、怖がらせてみてちょうだい」

『は、はい』

　ゾビ子はしばらく躊ちゆう躇ちよして、ようやく思いきって、とりあえず言ってみる。

『恨めしや』

「それさっき聞いたわ」

『でも、他ほかに無いじゃありませんか』

　ゾビ子は考えこむ。ふと思いついたように顔を上げると、

『わっ！』

　と叫さけんで、陣じんの肩を両手で突いた。陣は、よたよたする。

「……いや。そういう怖がらせ方って、生骸ゾンビとか幽霊の方法論とは違うよな？」

『後ろだー！』

「前フリ無い前フリ無い」

『おまえだー！』

「諦あきらめない奴だなあ」

　陣は呆あきれてため息をつく。シエラが陣にささやいた。

「あの……怖がればいいだけみたいだから、あとは庶民に任せるから頭なでてくれる？　わたしもう帰らないと、使用人たちが心配するし」

「そうだな、いくらなんでもそろそろ夕ゆう也やがもどってくるだろうし」

『ちょっと待ってー！』

　ゾビ子は、背中を向けようとした陣とシエラにしがみついた。

『置いて行かれたら、わたしどうしたらいいんですか？　幽霊じゃないんですよ？　生骸ゾンビなんですよ？　消えて隠れたりできないから、人目につきまくるんですよ？』

「そうだわ、逆に考えるのよ。生きてる人間のフリをすればいいじゃない」

『無理ですって、体は死体なんだからどんどん腐っちゃいますよ！　女の子たるもの、おしるこ食べたあと歯にアズキの皮がちょっとついててもパニック起こすのに、腐るなんてありえない！　そんなところ、人に見られるぐらいなら死んだほうがマシです！』

「いやもう死んでるから」

「そうだわ。死んだほうがマシっていう勢いで成じよう仏ぶつできないものかしら」

　シエラに提案されて、ゾビ子はハッとする。

『うーん……死んだほうがマシ、死んだほうがマシ……』

　精神を思いっきり集中させたが、ゾビ子が消える気配はない。頭をバリバリと掻かいて、叫んだ。

『あーダメ！　全然成仏できない！　やっぱり怖がってもらわないと！』

「いや。ここまで素なところ見せられたら、今さら怖がれない気がするぞ」

『わっ！』

「懲りないなあ」

「そもそもわたしたち、生骸ゾンビに怖がるっていうのが難しいわよね」

　シエラが眉まゆをひそめる。ゾビ子は、悲しそうな表情で尋ねた。

『そうですか？　けっこうわたし生前に舞台で、夏の幽霊ものとかもやってた気がするんですよ。四谷怪談とか牡ぼ丹たん灯どう籠ろうとか……だから、わたしって意外に怖いんじゃないかと自負してるんですけど。はっ、もしかしてわたし、生きてたころも大根だったのかしら。うわぁ～気になって余計に成じよう仏ぶつできないぃ～！』

「わかるわかる。英語の時間に『children』を『チャイルドレン』って自信マンマンで発音しまくったとき、そんな気分になったぜ。みんな不問に付してくれてたのが、逆に悶もん々もんとしてな……。そこは、カラッと笑って流してほしいよな」

「それにゾビ子さんにかぎらず、わたしや庶民じゃ生骸ゾンビ相手では耐性できちゃって怖がれないのよ。大根とか関係ないから」

　と、シエラがゾビ子をフォローする。陣じんもうなずいた。

「だよなあ。夏休みに生骸ゾンビ使いと死闘を繰り広げまくったところだし、見慣れちゃってるところはあるよな」

『……何かいきなり怖いこと言い出してません？』

「たとえば古代中国の皇帝が生骸ゾンビ化されて、兵へい馬ば俑ようを操って攻撃してきたり。香港ホンコンの南なん海かい不ふ敗はいって奴は、細切れの肉片になっても負けを認めなかったり」

『待ってください。そういうグロ話はちょっと……気分が悪くなってきました』

「生骸ゾンビのくせに」

『困った。これじゃ、怖がっていただくなんてほんとに無理ですね。っていうかむしろ、わたしが怖いですし』

　ゾビ子は悲しげにうなだれる。

『どうしましょう……。このまま腐っていくのは、ちょっと女の子としてはキツイんですけど』

「気の毒だけどなあ」

　でも、陣たちにもどうすれば良いのかわからない。暗い部屋の中で顔を見合わせて、ため息をついた。

「どうするってアイディアも出ないし、とりあえず蛍光灯でも換えるかな」

　陣がよっこらしょと立ち上がったとき、

「ドンドンドン！」

　突然、入り口の扉が激しくノックされた。ゾビ子は『きゃっ！』と飛び上がる。

「陣！　塩ごはん持ってきたぞ、なんでカギかけたんだよ！　開けてくれよ！」

　夕ゆう也やの声が聞こえた。

「やばい、夕也が帰ってきた！」

　陣は焦って、シエラに目を向けた。

「座ざ堂どう、取りあえずおまえだけでも帰れ！」

「うっ、うん！」

　陣はシエラの頭をなでようとしたが、ゾビ子があわてて二人のあいだに割りこんだ。

『待ってー！　わたし一人置いていかないでください！』

「二人いたら二倍ややこしくなるだろ」

「こうしたらどうかしら、わたしがいなくなったら宇う多た田だくんをこの部屋に入れて、彼を怖がらせるの。そうすれば、成じよう仏ぶつできるんじゃない？」

『お二人が全然怖がってくれなかったのに、もう自信無いです』

「おいおい、がんばれよ！」

　陣じんはゾビ子の肩をつかんだ。ゾビ子の長い髪がはらりと流れて、白い顔があらわになった。

　シエラは、ドキンとした。ゾビ子の面差しはとても端整で、しかしただの美人ではない。シエラですら胸がドキドキする、妖あやしい魅力があった。

（ど……どうしたのかしら、わたし。女の子相手に、こんなに胸がドキドキするなんてありえない。女の子のわたしがドキドキするっていうことは、庶民は……？）

　心配そうに、シエラは陣に視線を向けた。陣も、間近でゾビ子の美しい顔を見て、しどろもどろになっていた。

「あっと……ご、ごめん。女の子を軽々しくさわったらセクハラだよな、うっかり男友達を励ますような気になっちゃって……変な下心とかがあったわけじゃないんだ、ほんとごめん」

　陣は、あわててゾビ子から手をはなす。ゾビ子は驚いたような顔で、陣を見つめた。それからゆっくりと、シエラに視線をうつした。

　シエラは、今にも泣きそうな心配そうな顔で、陣とゾビ子を見つめていた。

　扉の外で待っていた夕ゆう也やは、ムスッとして扉を足で蹴ける。

「おい、陣！　人に飯を取ってこさせて何だよ、おまえがいるからカギ持って出てないんだぞ？　開けろよコラ陣この野郎！」

「おまえがコラだ宇多田！」

　鋭い声で叱しかりつけたのは、ちょうど通りかかった寮長にして生徒会長の近この衛え右う京きようだった。長い髪を後ろでひとつにくくり、剣道の竹刀しないを持っている。背後には、作さ務む衣え姿のスキンヘッドの幹部寮生四人組をしたがえていた。

　夕也はびくっとして、ごはんが入っているどんぶりを背後に隠した。

「りょっ、寮長！　違います、この塩ごはんは外部からの持ちこみじゃなくて、今厨ちゆう房ぼうからもらってきたものです！　新あら木きが空腹で調子悪そうだったので、でも帰ってきたらカギがかかってて！」

「わが寮で問題を起こすのは、いつもいつもおまえら二人だな。寮の廊下で大声を出して風紀を乱すな、バカ者が！」

　右京は陣の部屋の扉を見つめ、竹刀を一いつ閃せんして床を叩たたいた。ビシーッ、と鋭い音がして、夕也はびくっとする。思わず、塩ごはんのどんぶりを落としそうになった。

「わたしは今日、機嫌が悪いのだ。命が大事なら、わたしをイライラさせないほうがいいぞ」

「き、機嫌が悪いって、何があったんですか」

　夕ゆう也やがおそるおそる尋ねる。右う京きようは舌打ちしながら、長い前髪をかきあげた。

「一年十二組の姫ひめ小こう路じミルカだ。座ざ堂どうの次ぐらいに金持ちでセレブで可愛かわいいなどと噂うわさされているが、座堂の足元にも及ばんわ、あのワガママ女が！」

　右京は竹刀しないで、また床を叩たたいた。もともと右京は怒りっぽいが、今日はとくに機嫌が悪いようだ。

「貴様らの軽音楽部と何かモメているようだが、軽音楽部の予算を減らして吹奏楽部の予算を増やせと言って来たのだ。生徒会室に直訴しにきたときには副会長の江え利り子こくんに追い返させたが、そうしたら寮まで乗りこんで直じか談だん判ぱんにきたのだ！　寮は玄関ホールまでしか女子は入ってはいかんというのに、寮長室まで！　ずかずかと！」

「つまみ出せば良かったじゃないっすか」

「バカ者！　日本男児たるもの、女子に手を上げられるか！　だが予算編成は、すでに終わったのだ。後から変更することはできん。仕方がないから、明日また生徒会室で話しあいということで引き取らせた」

「あららー。お疲れ様っす」

「そういうわけで、わたしは今日は機嫌が悪いのだ。ちょっとの雑音もわたしの逆げき鱗りんに触れるのだということを、よく肝に銘じておけ！」

　そうどなると、右京はふたたび竹刀で扉を殴りつけた。ちょっとの雑音どころか、ものすごい物音に、近傍の部屋の寮生たちがわらわらと出てくる。

「何だ何だ、また寮長が荒れてるぞ」

「新あら木きがまた宇う多た田だを締めだしたんだよ」

「あいつ、しょっちゅう宇多田を部屋から締めだして、コソコソと良からぬことをしてるよなあ」

「ときどき部屋の中から、女の子みたいな高い声が聞こえるんだよな。野の良ら猫でもこっそり飼ってるんじゃないか？　寮はペット禁止だぞ」

　右京は、彼らに目を向けて言った。

「おい、貴様ら。新木の部屋の扉をぶち破れ！」

　部屋の中の陣じんたちはそれを聞き、青ざめて顔を見合わせる。

「やばい、寮長が本気で怒ってる」

『あ……あの、扉を開かれたらわたし、どうなるんでしょうかね？』

　ゾビ子が震える。寮生たちは力を合わせて、ドーン、ドーンと扉に体当たりをはじめた。

「おいおい、一学期に修理したばっかりなのに、また戸を壊す気か」

「生徒会長、めちゃくちゃ機嫌悪いわね。この上、庶民の部屋に女の子がいるなんてことになったら、ギッタンギッタンにされるのは間違いなさそうね。やっぱりわたし、一足先に帰らせてもらおうかしら」

『ひいぃー！』

　ゾビ子が真っ青になって、陣じんの腕をつかんだ。

『彼女は消えられても、わたしはどうするんですか！　早くわたしのこと怖がって、成じよう仏ぶつさせてくださいよ！』

「っていうか、今この状況で俺おれもおまえも寮長のことを怖がってるわけなんだけどな。磯いそ良らの怨おん霊りように家の外をウロウロされてる正しよう太た郎ろうの気持ちがよくわかるな、とんだ吉き備び津つの釜かまだぜ」

『ひぃー！　ギッタンギッタンなんて嫌ー！』

　ゾビ子は頭をかかえる。シエラがケロッとして笑った。

「大丈夫よ。生徒会長は、妖魔ダイモンに取りつかれさえしなければフェミニストだから。庶民はギッタンギッタン間違いなしだけど、わたしたちは見つかってもちょっと嫌味言われて終わりだと思うわ。といっても、このセレブのわたしがメイド服姿で庶民の部屋にいるところなんて見られたくないから、やっぱりわたしは帰るけれど」

「俺だってギッタンギッタンは嫌だけど、まあゾビ子は大丈夫だろ。ゾンビといえども女の子に手を上げるタイプじゃないからな、寮長は」

『で……でも、男の子の庶民くんはギッタンギッタンにされちゃうんですよね？』

　ゾビ子は青ざめて震えている。もともと生骸ゾンビだから顔色は良くないが、さらに顔色が悪くなっていた。

「まあ俺は仕方ないけど……」

『仕方ないなんて！　男の子をギッタンギッタンにするなんて、良くないと思います！』

　ゾビ子はこぶしを握りしめ、陣をキッと見つめた。シエラが、陣の肩をつんつんと叩たたく。

「もしもし、庶民。早くちちんぷいぷいしてわたしを帰らせてくれる？」

　シエラは、自分の意志では消えることができない。呼び出された場所が閉ざされた部屋だった場合、そこから出ることもできない。召喚した魔神が勝手に仕事を放棄して逃げたりしないようにするための、ランプの魔神のルールである。

　ただし、召喚された時点で扉が開いているなど、外に出られるような状況があれば、外に出られるのだ。

　今回は、シエラを呼びだすために陣は夕ゆう也やがすぐに入ってこないよう、入り口の扉を閉めてしまった。だからシエラは、ランプしか脱出口がない。そしてランプの中に消えるには、陣がシエラに感謝して、頭をなでながら「ちちんぷいぷい」の呪じゆ文もんを唱える必要がある。

　ちちんぷいぷい……一見間抜けな呪じゆ文もんに聞こえるが、それは「智ち・仁じん・武ぶ・勇ゆう」の意味だ。すなわち、王者に必要な要素を挙げたものである。

　アラジンの魔法のランプの物語の舞台は、実は中国だと伝えられている。したがって、ランプの魔神の呪文も中国語「智仁武勇」から派生したわけだ。この四つの美徳を持っている王者こそ、古代イスラエルの王ソロモン……「ソロモンの指ゆび環わ」を用いてさまざまな妖魔ダイモンや魔神を封印したり解放したりして思いのままに操り、その力によって栄華をきわめた魔術師の王である。

　かなり説明が脱線したが、そういうわけで、ソロモンの指環の力で封印を解かれてランプから出てきたシエラは、ちちんぷいぷいの呪文によって「任務終了」のタイムカードを押してもらえないかぎり、元に戻れないのだ。

「そうだな。座ざ堂どうだけでも、ちちんぷいぷい」

　陣じんは焦りながら、シエラの頭をわしゃわしゃっとなでる。レースのヘッドドレスが燃料ゲージのように、端のほうからピピピ……と光るが、陣の気が焦っていて感謝どころではなかったせいか、ほとんど光らずにぷっすんと消えてしまった。

「何よこれ、焼肉まで持ってきてあげたのに！」

「それどころじゃないんだから我慢しろよ、それにそもそも俺おれに肉を食わせてくれるっていうより自分の宿題を手伝わせるっていう真の目的があったんじゃないか。俺のほうこそ、感謝してもらわないといけないような状況だろ？」

「でもでも、ちょっとは期待してたのに！　早く魔神レベルを上げないと、副作用も治らないし！」

　シエラはぷんすかぷんすか怒りはじめる。頭から、もくもくと煙が上がりはじめた。

「やばい」

　陣はうめく。ゾビ子が煙を見て、びっくりして目をまん丸にした。

『ど、どうされたんですか、座堂さん。頭に火でもついたんですか？』

「レベルに合わない最終魔法『火ボ山ル魔カ法ン』を使いまくった副作用だよ。気持ちがたかぶると、周りを爆発させちまうんだ」

『えー！　女の子を引きこんだ上に爆発事件まで起こしたら、ギッタンギッタンどころじゃすまないんじゃないんですかっ？　座堂さん、落ち着いてください！』

『ぷきゅー、ぷきゅー！』

　ゾビ子とともに、トーレムも必死にシエラをなだめようとした。だが、シエラは顔を真っ赤にして、半分涙をにじませている。

「だって、だって！　わたしだって庶民のためにけっこうがんばってるのに、庶民はわたしががんばってることなんて何とも思ってくれてないし……」

「何とも思ってなくねーよ、感謝しまくってるじゃないか」

「もっと感謝してほしいの！　おいしいとか嬉うれしいとか、もっとストレートにわたしに感謝のことばを伝えてくれてもいいんじゃないの？」

「だ、だって俺おれ、そんなこと言うの慣れてないし」

　そう言った陣じんに、シエラはムカッとして真っ赤な顔でどなった。

「庶民なんて大っ嫌い！　魔法のランプとソロモンの指ゆび環わ返してよ、他ほかの人にランプをこすってもらって新しいご主人様になってもらうんだから！　もう庶民なんか、絶交なんだからねっ！」

「返してよって、ソロモンの指環はいちおう俺のもののはずだけど……」

　陣は、シエラが何をそんなに怒っているのかわからず、困惑している。

　いっぽう、二人がそんな痴話げんかをしているあいだにも、右う京きようたちは扉を破ろうとして体当たりをしていた。

「おかしい、なかなか開かんぞ！」

　なかなか開かないのは、シエラが外に出られないよう魔法がかかっているからだ。でも、彼らは魔神ではなく、それに外から中へ入ってこようとしているのだから、魔法の束縛は絶対ではない。がんばれば、そのうち扉をぶち破ることができるだろう。

　すでにちょうつがいのひとつはもうクギが半分以上抜けて、グラグラしていた。右京たちが飛びこんでくるのも、時間の問題である。

　ゾビ子は今にも突破されそうな扉と、そんなことなど気にしていないようすでまだ噛かみついているシエラ、困惑している陣、止めようとして右往左往しているトーレムを、何度か見比べた。

『吉き備び津つの釜かま……ねえ……』

　きらり、とゾビ子の目が光る。陣が、不穏な空気に気づいた。

「ゾビ子？」

『今思い出しましたけど、わたしが死んだのは心中したんでしたわ』

　ゾビ子が陣のあごを、冷たい人差し指でそっとなでた。冷ややかで妖あやしい目に、陣はぞくっとする。

「ちょっ……変な触り方するなよ」

『彼はお坊さんだったんです。だから、色いろ恋こい沙ざ汰たはご法はつ度とでね。お経きようをいっぱい翻訳していて、知的で、庶民さんによく似ていました』

　ゾビ子は細長い腕で、陣を抱き寄せた。美しい顔を陣の顔に近づけ、今にも口付けをしそうな距離で妖しくつぶやいた。

『何もあなたたちを怖がらせなくても、わたしが成じよう仏ぶつする方法を見つけましたよ……』

「ちょ、ちょっと！　庶民にくっつかないで！」

　シエラが叫さけぶ。ゾビ子は、シエラに凍りつくような流し目をくれた。

『あなたに命令される筋合いはありませんよ……だって、あなたは庶民さんが要らないんでしょう？　他ほかの人の魔神になってもかまわないんでしょう？　でも、わたしはあなたより一途なんですよ。昔好きだった男に似てるなら、庶民さんのことも好きになる……』

「おい、くっつくな！　放せよ！」

　陣じんは、生骸ゾンビとはいえ美しいゾビ子にくっつかれているのが気恥ずかしいのと、シエラがいやにおろおろしているのに気をつかって、ゾビ子を引き剥はがそうとした。

　だが、ゾビ子はびくともしなかった。

「す、すごい力だな。くっつくなってば……！」

『わたしが成じよう仏ぶつする方法を見つけたんですから、いっしょに喜んでくれないんですか？』

　くすくす、とゾビ子は笑う。先ほどまでの、生骸ゾンビとは思えないけっこう素な感じのゾビ子とは別人のようだった。妖あやしく邪悪で、その笑顔を見ているだけで胸さわぎがする。

　嫌な予感を抱きながら、陣はたずねた。

「成仏する方法って……何だよっ？」

『怖がってもらわなくても、恋が成じよう就じゆするならそれで満足です、それでわたしは成仏してここから消えることができそうです』

　ゾビ子の長い髪が、クモの糸のように陣の全身にからんだ。冷たい唇が、ふざけるように陣の唇をごくごくかすかになでていく。

「やめなさいよっ！　そ、そんなはしたないこと、江戸時代っていうと男女七歳にして席を同じゅうせずって感じだったんでしょ？　嫁入り前の娘が、そんなはしたないことしていいわけっ？」

『だってわたし、もう死んでるし』

　ゾビ子はそう言って、シエラをからかうように、くすくすと笑った。

『生前はいろいろ我慢したまま死んでしまったから、せっかく生骸ゾンビとして復活した今回ぐらい、きちんと自分の思うままに生きてみたいと思うじゃありませんか？　わたし、心中したけれどいっしょに海に飛びこんだお坊さんは、生きてたんですよねえ。それで一人でお墓の下に埋められたまま、最後は無縁仏で、墓も忘れられて、地ならしされて上に寮が建っちゃったわけですよ。そういうの、むなしいじゃありませんか』

　ゾビ子は陣の頭に腕をからめて、目を細める。

『庶民さんって、けっこうステキですよね……。知的な面差しなのに、けっこう体つきはしっかりしてるし。これって、考古学の発掘でついた筋肉ですか？　わたし、庶民さんに乗り換えちゃおうかな……』

「の、乗り換えるって、何だよ」

『庶民さんをあの世への道連れにしたら、わたしも成仏できるかな♪　って……』

「なっ……！」

　ゾビ子の目の異様な輝きに気づき、陣じんは逃げようとする。だが、ゾビ子に抱きつかれたまま長い髪に締め上げられて、まるでクモにつかまった虫のようになってしまった。

「くっ……苦しっ……冗談やめろ、おい……！」

『ごめんなさいねえ。わたしはギッタンギッタンになりたくないし、庶民さんのことも気に入っちゃったんですよ。袖そでふりあうも他た生しようの縁っていうし、成じよう仏ぶつのお手伝いをしてくださいよ』

　ゾビ子が陣に頬ほおずりをしながら笑う。全身を締めあげられて血行が止まり、陣の顔色が青黒く、やがて蒼そう白はくへと化していく。

　シエラはびっくりして、トーレムとともにゾビ子を引き剥はがそうとした。

「ちょ、ちょっと！　何してるのよ、庶民が死んじゃう！」

『ぷきゅー！』

　だがゾビ子は、つかみかかってくる二人に冷ややかな視線を向けると、軽く片手で振り払ってしまう。

「きゃあ！」

　シエラは、床にたたきつけられて仰あお向むけに倒れた。陣がうめく。

「やめろ、座ざ堂どう……ケガするぞ……っ！」

「庶民はケガどころか殺されちゃうじゃない！　やめて、庶民を放して！」

　シエラはぶんぶん両手を振りまわして、なおもゾビ子にかかっていく。だが、ゾビ子は片手でシエラの頭を押さえて、それ以上近づけないようにした。腕の長さのリーチが違うので、頭を押さえられてしまうとシエラが振り回す腕は届かない。

『だって、座堂さんは庶民さんのこと、要らないんでしょ？　要らないなら、わたしがもらってもいいじゃないですか？』

「要らないとか、もらうとか！　庶民はモノじゃないわよ！」

『誰だれもモノにしなかったってことでしょう？　じゃあわたしが庶民さんをモノにしてもいいってことですよね、最初に拾った者勝ちですよね？』

「そっ、そんな勝手なことっ……！　わたしが許さないんだから！」

　腕が届かないのなら、とシエラはゾビ子を蹴けろうとする。が、足をすくわれてコロリンと倒れた。スカートが、ふわんとまくれ上がる。

「きゃああ！　みっ、見なかったでしょうね、庶民見なかったでしょうね！」

　シエラは真っ赤になって正座し、スカートを押さえる。陣はもう半分気を失いながら、うめいた。

「っていうか……むしろお花畑が見えてるわけだが……」

『いい傾向ですね。そのお花畑にいっしょに行きましょう、庶民さん』

　ゾビ子の笑みに、シエラはぞくっとした。

　ゾンビとはいえ、ゾビ子は女の子とは思えないほど力が強くて、シエラの腕力ではまったく歯が立たない。くじけずにトーレムがゾビ子の足にポカポカ殴りかかっていたが、あっさり蹴けり飛ばされて状態になってしまった。

「トーレムっ！」

　シエラは、倒れていたトーレムを拾いあげる。さいわいどこも割れたりひびが入ったりしてはいなかったが、ダメージが大きかったのか、意識がもうろうとしていた。

『ぷきゅ～……』

「ど……どうしよう。そうだわっ、外にいる生徒会長たちに助けを……！」

　シエラは自分のこともかえりみず、扉のほうへ走ろうとした。だが、ゾビ子はぞっとするような冷たい声で言った。

『助けを呼びたいなら、呼んでごらんなさい。わたしは庶民さんが好きで苦しめたくないから、じわじわ殺してるだけなんですよ。助けを呼ばれたら、一瞬で連れていけるように、このまま髪の毛で締め上げてざっくり全身をバラバラにさせていただきますけど？』

「そ、そんなっ……」

『どうせ死ぬなら、せめて死体ぐらいは綺き麗れいなほうがいいですよね？』

　ゾビ子はくすくすと笑う。陣じんはもう意識が消えかけているのか、反応もしなかった。

　シエラは呆ぼう然ぜんとして、その場に座りこむ。

「ど……どうすればいいの……？」

　あわててエプロンのポケットから魔法書を取りだす。ぎっしりと魔法が書かれている。が、レベル０魔神の魔力では一番簡単な砂の眠りの魔法『砂魔法ラツムール』ですら、発動させることができない。

「そ、そうだわ！　火ボ山ル魔カ法ンの副作用！　あれでドカンと！」

　シエラは両手をぎゅっと握り、きつく目を閉じて、必死に意識を集中しようとする。

　だが、副作用というものは意図せず起こるから副作用なのであって、意識して出そうとして出るものではない。むしろ、理性がぶっとんで初めて発動するものなのだ。

　結局、顔が真っ赤になるまで力んだものの、頭から煙のひとすじも上がらなかった。ゾビ子は青ざめた陣の顔に頬ほおを寄せる。

『フフフ……自分には、何の手出しもできないことがわかったようですね。では、庶民さんはいただいていきますよ』

　ゾビ子はいよいよとどめをさそうとして、陣を締めつける髪に力をこめた。「キュッ」と髪がきしむ音がした。

　その瞬間、シエラはゾビ子の背中にしがみついていた。

「待って！　庶民を連れていかないで！」

　シエラは泣いている。ゾビ子は、ゆっくりとシエラに視線を向けた。

『懲りない人ですね。またぶっ飛ばされるのが怖くないんですか？』

「そんなこと怖くないわよ！　庶民がいなくなっちゃうことに比べたら……だから、庶民を返しなさい！」

『庶民さんを失うのが怖いってことですか？』

「そうよ！　庶民がいなくなっちゃうなんて、そんなのだめ、だめなんだからっ！　うええええええん！」

　シエラはゾビ子にしがみついたまま、泣きだした。

　ゾビ子はしばらくシエラを見つめたあと、ゆっくりと、陣じんの体を締めあげていた髪の毛をほどいた。支えを失って、陣は床に崩れる。

「庶民っ！」

　シエラは驚いて陣に駆け寄ってしゃがみこむと、ゾビ子からかばうように慌てて彼の上半身を起こし、自分の胸にぎゅっと抱きしめた。

　ゾビ子は立ちつくしたまま、シエラとにらみあっていた。それから、突然笑いだした。

『うふふふふ……うふふふふふふ！』

「な、何よ！　なに笑ってるのよ！」

　シエラは警戒を解かず、緊張した表情でゾビ子を問いつめた。ゾビ子は長い黒髪をかき上げながら、艶やかな笑みを浮かべて言った。

『……やっと怖がってくれましたね、座ざ堂どうさん』

「……。……はあああ？」

　シエラは、すっとんきょうな声を上げた。ゾビ子の体が、うっすらと透けはじめている。

『はああ、って。言ったじゃないですか、怖がってもらえたら成じよう仏ぶつできるって』

「っていうか……じゃっ、じゃあ、カマをかけたってことっ？　心中とかの話も、全部嘘うそっ？」

『わたし、もうひとつ成仏できなかった理由に気づきました。自分が大根役者だったんじゃないか、って思ったことが心残りになってたんですね。でもまんまとわたしの演技に騙されてくれて、おかげで自信出ましたよ』

　シエラは、真っ青な顔で意識を失っている陣に視線を向ける。

「え……演技でここまでやるわけっ？　どう見ても、本気で連れて行こうとしてたんじゃないのっ？」

『まっさか。そもそも、庶民さんはわたしの好みじゃありませんし』

　と、ゾビ子はシエラの頬ほおに顔を近づけ、ささやいた。

『わたし、むしろ座堂さんみたいな女の子が好みですから』

「ちょちょちょちょちょっ、な、何言ってるのよ！　ふざけないでよ！」

　シエラは真っ赤になってうろたえた。ゾビ子は唇に人差し指を当てて、ほほえむ。

『ふざけてませんよ。だってわたし、男の娘こだし』

「……今、何か論理矛盾のある単語を口にしなかった？」

『江戸時代には、風紀を守るため女は舞台に上がれなかったんですよ。つまり舞台役者のわたしは、いわゆる女形おやまってわけですね』

「……え……？　ってことは、ゾビ子さんはほんとに……男？　この美び貌ぼうで男？」

　シエラは信じられなくて、目が点になる。ゾビ子は嬉うれしげに、頬ほおに手を当てた。

『だから座ざ堂どうさんみたいに、きゃしゃで柔らか～な本物の女の子が、大好きなんです。好きな男の子の前で素直になれないところとか、好きな男の子のために必死になってる涙とか……』

「べ、別にわたし、庶民のことなんてっ……！」

　シエラは顔から火を吹きそうになる。ゾビ子はくすすっと笑う。

『そんな強がり言ってるから、からかっていじめたくなっちゃったんです。でもちょっと怖がらせすぎちゃって、ごめんなさいね。わたしも草葉の陰から応援してるので、庶民さんと仲良くね』

　ゾビ子はシエラのほっぺに軽くキスをすると、白くかすんで消えていった。シエラはホッとする反面、恥ずかしいやら悔しいやらで、こぶしで太ももをたたいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……っもう！　なっ、何なのよ！　わっ、わたしは別に庶民のことなんてっ……！」

「……座ざ堂どう……」

　陣じんが、弱々しくうめいた。シエラはびっくりして、陣に目を向ける。

「庶民！　気がついたの、大丈夫だったっ？」

「別に落ちてなかった……締められて息苦しくて声を出せなかっただけで……」

　陣は、まだ少し苦しそうに深呼吸をする。シエラは、ギクッとした。

「そ、それって……全部聞いてたってこと？」

　陣は自分の力で座り、黙ってうなずいた。シエラは真っ赤になり、あたふたしながら叫さけんだ。

「ちっ、違うのよ、あれはその、ゾビ子さんを成じよう仏ぶつさせるためのその！」

「ちちんぷいぷい」

　陣は、シエラの頭をなでる。シエラは真っ赤な顔のまま、きょとんととまどった。陣は、残念そうに言った。

「やっぱり、一度ちちんぷいぷいをしちゃったら、どんなに感謝してても二度目の感謝ゲージは加算されないなあ……。ごめんな、またこんど埋め合わせて感謝するから」

「って……何？　か、感謝してるの、わたしに？　どうして？　ゾビ子さんを成仏させたから？　でもあれはゾビ子さんの演技だし、だからわたしのお手柄でも何でもないってことは庶民だって知ってるわけよね？　それなのにどうして？」

　シエラが大きな目で見つめながらあんまり問い詰めるので、陣は照れくさくなって、頬ほおを少し赤らめつつ視線をそらしてしまう。

「べ、別に……、俺おれが感謝したいんだから俺の勝手だろ」

　口調はぶっきらぼうだが、陣が赤くなっていることに気づいて、シエラもいっそう赤くなってしまう。

「ドンドンドン！」

　扉を叩たたく音も、いっそう強くなった。

「新あら木き、一人で何をゴチャゴチャしゃべっているのだ！　中にいるのに、寮長であるわたしが来たというのに扉を開けないとは、覚悟はできているのだろうな！」

「やっべ。座堂、早く帰れ」

「で、でも庶民は……」

　シエラはそのときふと気づいて、ランプを陣の机の引き出しに隠してから、陣の手をぎゅっと握る。

「そうだわ！　庶民もいっしょに来ればいいのよ、言い訳はあとで考えればいいじゃない。わたしって天才、さすがセレブの中のセレブね！」

　シエラの全身は、もう紫色の煙に包まれはじめていた。

「えっ？　ちょ、ちょっと待てよ！　このまま全部投げ出して行ったら、もっと大騒ぎになるんじゃ……」

「そうだわ、ついでにわたしの宿題をして帰ってちょうだい。何かいろいろありすぎて『吉き備び津つの釜かま』のお話、完全に忘れちゃったから」

「最初からそのつもりだったのかああああ！」

　陣じんはあわてふためくが、紫の煙の中に入ってしまったらもう抗あらがうことはできない。そのままゲートの中に吸いこまれてしまった。



「どっかーん！」

　シエラたちが消えた瞬間、部屋の中にかかっていた魔法の効力が消えて、扉があっさりと破られた。

　寮生たちは、勢いあまってごろごろごろっと部屋の中に転がりこんだ。蛍光灯が切れた部屋の中は、真っ暗だった。

「……えっ？　あ、新あら木きは？　なんで真っ暗なの？」

　夕ゆう也やは驚いて、塩ごはんのどんぶりを持ったまま部屋の中に入る。右う京きようが、くんくんと鼻を動かした。

「……血のにおいがするな」

「えっ？」

「ここだ。ここに血が落ちている」

　薄うす暗くら闇やみの中で、右京は床を指さした。実は陣が床で焼肉をしたときに、生肉から落ちた肉汁である。

　寮生たちは「ひいぃ～っ！」と悲鳴を上げた。

「暗闇、密室、消えた新木、そして血のあと……こ、これはもしかしなくても『吉備津の釜』！」

　夕也が真っ青になって叫さけぶ。

「そういえば、神じん宮ぐう寺じが言っていた！　炊飯器がグツグツ鳴らないと、凶兆だと！」

「百物語ってあるじゃないか、怪談をたくさんしたら霊が寄ってくるってやつ。新木は今日ずっと『吉備津の釜』の話をエンドレスでしてたせいで、悪霊ハードスピリツトと踊ダンスっちまったんだよ……」

「やはり、吉備津の釜の話は本当だったのだな……」

　右京が息をのみ、寮生たちは震えあがった。



　陣がそのあと、シエラに宿題を教えてからノコノコ帰ってきて「怨おん霊りようから生還した勇者」とたたえられ、宿題を教えてくれと言いまくった生徒たちからは謝られ、あすらには「二度と怨霊に連れて行かれないように」と全身にお経きようを書かれて（しかもマジック）、二～三日はそのお経きようが消えず近所の小学生に「耳なし芳ほう一いち」と別ベクトルのあだ名をつけられたというのは、また別のお話。

　ところで、謎なぞがひとつ残っている。ゾビ子を召喚したのは誰だれなのだろう？　それ以前に、前の巻で陣じんたちは荒あら川かわで巨大ザメ・メガロドンの生骸ゾンビに襲撃を受けたわけだが、それを召喚したのは誰だったのだろう？　その両方の事件で、彼らの近くにいた人間とは……？



「まったく！　あの男尊女卑の生徒会長ときたら、むかつきますわ！」

　ぷんすかしながら自家用車の後ろに乗っているのは、一年十二組の姫ひめ小こう路じミルカだった。

　自家用車といっても、実家がやのつく自由業で、自らも女子暴走族「関東極悪乙おと女め連合」の総長をしているミルカの愛車は、デコトラである。その荷台を改造して、高価なソファを置き豪華なシャンデリアが輝く「走るデラックススイートルーム」にしているのだ。

　運転しているのは、彼女のお目付け役で黒い革ツナギがトレードマークの謎の美女・富ふ士じ峰みね子こである。

　ミルカは腰から下げた、ラインストーンでキラキラにデコった銀のテーブルベルを、ちりりーんと鳴らした。峰子は振りかえる。

「お呼びでしょうか、姫様」

「あたくしの愚痴につきあうことを許可しますわ、峰子」

　ミルカはソファにふんぞりかえりながら言った。峰子が、淡々と口を開く。

「吹奏楽部の予算確保が、うまく行かなかったのですか」

「また出直せと言われましたわ。総理大臣だってわが姫小路家の権威の前にはひれ伏すというのに、あの生徒会長は何と頑固なわからず屋なのかしら！」

「でしたら旦だん那な様がよくなさっているように、学校帰りに待ち伏せでもして、腕の二、三本折ってやると良いと思いますが」

「お父様のやりかたは、美的ではありませんわ」

　ミルカはイラ立ちながら、一冊の本を学生カバンの中から取りだし、ガラステーブルの上に置いた。黒い革表紙に、ドクロの模様……まぎれもなく、サロメが失った「死者の書ネクロノミコン」だった。

「そして峰子がくれたおまじないの本も、ちっともご利益がなさそうですわ」

　ミルカは本を開いた。中にはみっちりとピンクのラインマーカーでアンダーラインがひかれ、訳語が書き込まれている。峰子は運転しながら、表情を変えずに言った。

「そうですか？　がんばって翻訳したのですが」

「空から落ちてきた本だって峰子が言うから、どんなに効き目が強いかと期待してましたのよ。呪じゆ文もんが、『鹿しかども蕎そ麦ば、シシャモあらず。ゴボウの力弱まりしとき』……って、ちょっと食べ物系なのが気になりましたけどね。それで荒川の河川敷で座ざ堂どうシエラにムカついたときとか、今日橘たちばな寮りようで生徒会長にほとんど門前払い状態にされたときに、ちょっぴり唱えてみましたけど、何の効力もありませんでしたわ」

「そうですか？　ちょっとぐらいは効力があったんじゃないかと思うんですが、誤訳があったのかもしれません。図書館で調べて、翻訳しなおしてみます」

　峰みね子こは、ミルカから本を受けとる。ミルカは言った。

「手間をかけますわね。あたくしのお目付け役というだけで、毎日忙しいですのに」

「よろしいのです、姫様。わが富ふ士じ家は代々、姫ひめ小こう路じ家に仕えることが使命。姫小路家の発展こそが、わが一族の宿願ですから」

　峰子は妖よう艶えんな笑みを浮かべた。ミルカは、不服そうにため息をつく。

「おまじないもいいですけど、やっぱり個人的には、ムカつくものは搦からめ手から行かずに真正面からぶっ壊したいですわ。あたくしは人を呪のろって次の日に、新聞で『あいつは死んだ』ってのを見てほくそ笑むタイプではありませんわ。ガチの勝負で自分の手で息の根を止めてはじめて、胸がスッキリするのではありません？」

「ごもっともですが、姫様がそれをされますと、そうでなくても警察に目をつけられている旦だん那な様が別件逮捕でいろいろ叩たたかれてしまいますので」

「わかってますわよ、だから自粛しているのですわ。そうでなければとっくに、学園の女王にふさわしいのはこのあたくしだということを、腕ずくで座ざ堂どうシエラに思い知らせてやっていますわよ」

　ミルカは、キラデコの爪つめをもどかしそうに噛かんだ。

「大丈夫です。この『本』をきちんと翻訳すれば、座堂シエラなど姫様に勝てはしませんよ」

「気休めありがとうですわ。でも、おまじないなんてやっぱり気休めですけどね」

　ミルカはため息をつく。峰子は何も答えず、ただ静かに、邪悪な笑みを浮かべていた。



　同じころ、聡さと子ことともに渋しぶ谷やに着いたサロメは、まんだらけを出たあとでロフトに寄っていた。聡子が中高共用図書館の本のいたみを修繕するための厚紙やボンドを買ったあと、中国茶カフェで点心をつまみに飲茶ヤムチヤ中だった。

「……ほう、珍しい！　ここの肉まんは、プラスチックのドームに入っていないのだな」

　サロメは蒸せい籠ろの中で湯気を立てている肉まんをのぞきこむ。聡子が、花のような香りの凍とう頂ちよう烏ウー龍ロン茶ちやを飲みながら、ちょっと周囲の目を気にする。

「サロメさん、むしろこっちが一般的です。プラスチックのドームに入っているのは、ミスタードーナツだけです」

「あれが美味だったな。ポンデなんとか」

「飲食店で別のお店の食べ物の話題はやめてください……」

　さすがの聡さと子こも、小さくなってしまう。「死者の書ネクロノミコン」が戻らないかぎり、ふつうの女の子として生きるしかないサロメだが、ふつうの女の子として生きるための一般常識の習得もなかなか険しい道のりのようである。

「しかしＤディー－｜ＰポＯッＰプは高いな。ドーナツの穴のくせに」

「Ｄ－｜ＰＯＰはドーナツの穴じゃなくて、それ用に作られているんです」

「そうなのか。どうりで、Ｄ－｜ＰＯＰがフレンチクルーラーの穴に入らんなと思っていたのだ」

「入れてみたんですか。っていうか、頼むから別のお店の話はやめてください」

「さとっち、座ざ堂どうシエラを倒したあかつきには、エンゼルクリームを心ゆくまでおごってやろうぞ。ただし百円セールのときに限るが！」

「ありがとうございます、ものすごく胸焼けしそうですね」

　一般常識の習得は険しい道のりだが、ドーナツの名前はよく憶えているようだ。

（もしかしたら、サロメさんは単に、一般常識だけ覚える気が無いのかもしれませんね……）

　サロメを陣じんたちにけしかければ面白くなりそうだ、と思って聖櫃アークといっしょに彼女を拾ったわけだが、どうやら諸刃の剣だったようである。

「そうだ、さとっち。勉強熱心なわらわはまたひとつ、人間社会のことを覚えたぞ。カレーを入れるあの銀色の魔法のランプみたいなやつの正式名称は『カレー用ソースポット』というのだ！」

「すごいですね。それ、氷みつを入れる小さなおたまじゃくしが『甘かん露ろじゃくし』っていうことを知っているのと同じぐらい実生活に必要のない知識ですから」

　聡子は疲れ果てて、凍とう頂ちよう烏ウー龍ロン茶ちやのおかわりをしたのだった。



    

  
    
      




二話　勤労はたらけ!!　料理店フアミリーレストラン





「いらっしゃいませー♪」

　そのつぶれかけたファミレスに入った男子高校生たちは、われとわが目を疑った。

　サラサラとした長い髪、透きとおるような白い肌、上品でなおかつ愛らしく整った顔立ち。メイド服からのぞくのは、折れてしまいそうなほどきゃしゃな手足。

　春はる紗しや学園全校生徒のあこがれにして、セレブの中のセレブであり、ふだんならそばに近づくことも許されないほどの存在であるシエラが、銀のお盆を持ってにこやかにそこに立っていたのだ。

「な、な、な……なんで座ざ堂どうが！　メイド服で！　ここに！」

「ほっぺをつねってくれ、これは夢だ、俺おれたちのよからぬ妄想が見せた夢だ！」

　男子たちはあり得ないぐらいうろたえる。

「お席のほうにご案内しますので、何人様かこちらにお書きくださいね」

　シエラが、予約ノート台を示した。大きく輝く瞳ひとみと澄んだ声が、男子たちの心をわしづかみにする。



    

  
    
      



    

  
    
      「ゆっ……夢じゃない！　本物の座ざ堂どうだー！」

　男子の半数は鼻血を噴きあげて床に倒れ、行動不能となった。

　もう半数は、鼻血の流血に耐えながら貧血一歩手前で叫さけんだ。

「ざっ……座堂さん！　こんなところでそんな格好で、何してるんですかー！」

「信じられない、ありえない！　高たか嶺ねの花の超セレブのお嬢様が、全校生徒のあこがれの座堂が、メイド服で……！」

「お席こちらです、おしぼりどうぞ♪」

　シエラはにっこり微ほほ笑えんで、彼らの手にホカホカのおしぼりを手渡した。この攻撃で、残り半数も鼻血の海に沈んだ。

「ざ……座堂がメイド服で、俺おれたちみたいな庶民にお仕えしてくれるなんて！　おしぼりを渡してくれるなんて！」

「これは何かの夢か幻か？　ああもう、いつ死んでもいい……」

　おしぼりに頬ほおずりしながらトランス状態におちいっている男子生徒たちを前にして、シエラは苦笑していた。



　そんなようすを、厨ちゆう房ぼうでドリンクバーに使うレモンを切りながらじっと見つめている姿があった。ウェイターの制服を着た陣じんである。

　陣は、ふだんは楔くさび形がた文字の本を読みふけるばかりであまり感情を表にあらわさない。ところが、今日の彼は明らかに怒っていた。

「何だ、あいつら！　とっとと席について、ご注文しくさりやがれ！」

　幸せそうな顔をして鼻血の海に沈んでいる男子高校生たちを見て、陣はイライラしながらレモンをすたたたたんと切りまくる。

　コック服を着て厨房でスパゲティを炒いためていたあすらが、あきれて視線を向ける。

「新あら木きくん、レモンをみじん切りにしちゃ使えないよ」

「おっと」

　陣はあわてて手を止める。そこに夕ゆう也やが、食べ終わった皿を引いて戻ってきた。

「ただいま。皿たまってるから洗っておくぜ」

「意外に手際がいいな、夕也」

「レモンみじん切りにする奴よりはな。何怒ってたんだよ、陣」

「怒ってまーせーんー！」

「それが怒ってるじゃん。何怒ってんだよ」

　夕也にツッコミを入れられて、陣はぷいっと無視する。いつもは冷静で、いっそじじむさいレベルの陣にしては珍しく、ずいぶん不機嫌なようだ。

（何を怒ってる、だって？）

　陣じんは、にこやかに接客をしているシエラを見ながら、爪つめをかんだ。

（俺おれのほうが聞きたいぜ！　なんで俺は、こんなにイライラしてるんだ？）

　シエラの笑顔を見ると、イラッとする。その笑顔に客が頬ほおを赤らめると、ますますイラッとする。

（もしかして、座ざ堂どうを見るとイライラ度数が上がってるのか？　なんでだ？　座堂のメイド服姿なんか、しょっちゅう見てるじゃないか）

　今日はファミレスの制服であるメイド服を着ているので、いつもの、紺色のお仕着せとエプロンドレスとネクタイ……というメイド服とはデザインがちがう。それでも、メイド服姿で笑顔を見せながら接客しているシエラを見ていると、陣は何だかイライラしてくるのだ。

　シエラの姿をじっと目で追っている陣を見て、夕ゆう也やはニヤッとした。

「あっそうか。せっかく座堂のメイド服姿に見とれてるんだから、邪魔なヤローどもは視界に入って風景を汚すなってこと？　座堂のメイド服姿なんて軽音楽部のコンサートのときに見たことあるのに、まだ免疫ついてねーのかよ。まあたしかにすごく似合うし可愛かわいいけどさ」

　夕也は陣たちを軽音楽部に引きこみ、「プリティプリンセス＆サーバンツ」略して「プリプリ」というバンドを作った。プリプリの制服は、シエラがたまたま魔神モードに変身してメイド服姿になって歌ったのが大受けしたため、正式に女子はメイド服、男子は執事服ということになったのだ。

「べ、別にあんな奴がどんなカッコしたって、見とれたりするかよ！」

　陣は反論するが、顔が少し赤くなってしまう。夕也はそんな陣の反応を見て、ますますニヤニヤした。

「まあ座堂は可愛いからなあ。可愛いっていうか、ふつうに綺き麗れいな顔だよな。しかも優しくて性格がいいときてる。座堂みたいなとびきりの美少女がメイドをしてくれるってのに、俺たちも客になりたいよなあ」

「メイドとか言うな！　座堂は、単にウェイトレスをやってるだけだろ！」

　陣は夕也にかみついた。夕也は、すうっと目を細める。

「へーほーへーほー、なるほど。機嫌が悪いと思ったら、そういうことか」

「その目やめろ。どういうことだよ」

「座堂がメイドになって、ほかの男子にご奉仕するのを見るのがムカつくんですね。わかります」

「ぐ」

　陣は小さくうなった。夕也はノータリンでチャランポランのくせに、ときどきいやに鋭い。野性のカンだろうか。

（座ざ堂どうが、ほかの男子のメイドになってるのがムカつくってことか……？）

　陣じんは、胸に手を置いた。

（そんなことで、この俺おれがムカつくのか？　だって座堂がメイドになったって、良いことなんて全然ないことは、誰だれよりも俺が一番よく知ってるじゃないか）

　シエラが陣の「ランプの魔神」として、寮の部屋にあらわれたとき。猫っかぶりの彼女は、二人きりになると傍ぼう若じや無くぶ人じんで傲ごう岸がん不ふ遜そん、平たくいうと思いっきりえらそうだし、そもそも主従関係というものをまるっきり理解する気がない。

　その上、家では身のまわりのことを全すべて使用人に任せているお嬢様のシエラは、料理スキルが神レベル（ただし破壊神）である。卵焼きを作るにあたって、卵を割らずに殻ごとフライパンに放りこんだことは、忘れてしまいたいのに記憶に新しい。最近では、料理そのものを放棄した「焼肉」というメニューを強行したような気もする。

（それに、別に座堂は今、メイドになってるわけじゃないし。メイド服は着てるけど、ただ制服がそういうデザインのファミレスでウェイトレスをしてるだけだし。ランプの魔神とは別物だし。っていうか、別に座堂が別の奴のランプの魔神になったって、俺には何の関係もないわけだけど？）

　陣は、店内できびきびと動いているシエラに目を向ける。シエラと夕ゆう也や、それにもう一人、同じ軽音楽部の毒どく呂ろ説せつ子こがウェイトレスとして働いていた。

　説子はかなりゴス色が強いし毒舌だが、黙っているとわりとレベル高めの美少女だ。にもかかわらず、店内の男子の目はシエラただ一点にそそがれている。

　いや、春はる紗しや学園の生徒以外の客も老若男女かかわらず、驚いたような表情でシエラの姿を目で追っている。あまりにも近くにいるのでうっかり忘れそうになるが、シエラは猫さえかぶっていれば、そこらのアイドルなど足元にもおよばない美少女なのである。

　しかも、セレブだからといってそれを鼻にかけたところなどまったく無い。ウェイトレスの仕事も、にこやかに丁寧に、平均以上に礼儀正しくこなしている。

（座堂は、誰にでも優しくて親切なわけだから……ちょっと同じ部活だからとか、ちょっとご主人様とランプの魔神の関係だからとか、それぐらいで座堂が他ほかの奴のメイドになったらムカつくとか、そんなの勘違いだよなあ。座堂がたまに俺に親切だったとしても、座堂は基本的に友達には親切だからなあ）

　陣はみじん切りのレモンを片付けながら、三日前のことを思いだしていた。



　三日前。軽音楽部が春紗学園の屋上で、練習をしているときのことだった。

「♪摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅らラ・バンバ♪」

　春紗学園の文化祭が近づき、軽音楽部も講堂でコンサートを開くことになった。狭い部室ではドラムセットを置けないので、屋上に楽器を持ってあがって、彼らは練習をしていた。

　ボーカルがシエラ、ギターは陣じん、ベース兼作詞作曲が夕ゆう也や、キーボード兼アレンジャーが説せつ子こで、ドラムがあすらだ。実家がお寺のあすらは、木魚をスーパービートで叩たたく勢いで、ドラムの六十四ビート連打を可能にしていた。

「インドなんだかメキシコなんだかよくわからない歌ね」

　シエラが、あすらのドラミングを聞きながら言った。説子はそれを聞いて、目を輝かせる。

「むしろラ・バンバがメキシコの音楽だって知ってるなんて、さすが座ざ堂どうさんね！　座堂さんの輝くような美び貌ぼうの原因は、叡えい智ちの輝きなのね」

「相変わらず座堂のことは誉めまくりだな、毒どく呂ろ」

　陣が呆あきれて、ため息をつく。夕也がベースをおろしながら言った。

「っていうか、ラ・バンバじゃねーって。『ラブラブラビット』の編曲アレンジはピコピコテクノで行こうって言ったじゃん」

「うう、テクノか。できるかなあ」

　あすらは躊ちゆう躇ちよしながら、ドラムスティックを持ち直した。

「♪摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら、シャラ羅羅羅ら、羅らヴィン・ユ～♪」

「ラヴィン・ユーか。古いなあ」

「♪摩訶般若波羅羅羅、エブリウォウウォウ～♪」

「ああ音楽の教科書にあったあった、カーペンターズの何だっけ」

「っていうか、まだラ・バンバのほうがテクノに近かったわね」

　説子がつぶやいた。あすらは恥ずかしそうに、鼻の頭をかく。

「うちがお寺で厳しかったから、流行歌とか聴いたらいけなかったんだ。商店街で流れてる有線の音楽を聴いたのを憶えてるだけだから、最新の流行とかわかんないんだよ」

「流行とか、気にすることないんじゃないかな。変に何々系って型にはめたアレンジをするより、神じん宮ぐう寺じのドラムは情熱のおもむくままに六十四ビートを利かせてるほうが派手でいいと思うな」

「でも、軽音楽部ってイケてなきゃだめじゃない？　ぼくの古くさいアレンジで、せっかくの宇う多た田だくんの曲や座堂さんの歌がだめになると思うと……」

「古いかどうか、やってみなくちゃわからないさ。流行なんてぐるぐる回るものだし、古いとばかり思ってたものが気づいたら最先端ってことも多いし」

「オッサン世代が昔、矢や沢ざわ永えい吉きちのライブでタオル振りまくってたのが、今またレゲエのライブでタオル振りまくってるみたいなもん？」

　夕也の質問に、陣は軽くうなずく。

「だな。古代エジプトで虫が目にたからないように、孔雀石マラカイトの緑色の粉末を目のまわりに塗ったのを、今もまねしてアイシャドウ塗ってるみたいなもん。ダイソーでも、青や緑のアイシャドウ売ってるだろ」

「そうなんだ。だからクリスチャン・ディオールの最新ファッションが、完全にツタンカーメンみたいなメイクなのね」

「今、さりげないセリフに格差を感じたけどきっと気のせいだ」

　陣じんは硬い声でつぶやいた。あすらは気を取りなおして、ドラムと向き合う。

「じゃあやっぱり、ぼくなりのやりかたでやってみようかな」

「そうよ。ファッションとかは一年ですぐ古く見えちゃうけど、『自分流』は絶対に古くなったりしないわけだしね」

　説せつ子このことばに背中を押され、あすらはドラムスティックをぎゅっと握った。

「そうだね、はりきってやってみる！　♪摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅らぽっきーん！」

　あすらが激しくドラムを叩たたきはじめた瞬間、澄み切った秋の空に、折れたドラムスティックが舞いあがった。あすらは悲鳴をあげる。

「わー！　ドラムスティックが折れたー！」

「やっぱり、六十四ビート連打の破壊力はすごいな」

　陣は呆あきれつつ、折れたドラムスティックを拾いあげた。

「ご……ごめん。はりきりすぎて、力が入りすぎちゃって……」

　あすらが、しゅんと肩をすくめた。

　ところで屋上では高等部と中等部の女子生徒たちが押し合いへし合いして、軽音楽部の練習を見ていたのだが、あすらがドラムスティックを折った瞬間、黄色い歓声が上がった。

「神じん宮ぐう寺じ先輩、ドラムスティックをへし折るなんて、力強くてステキー！」

「そのまま男らしくドラムセットも破壊してー！」

「男……らしく？」

　あすらのこめかみに、ピクッと青い血管が浮きあがった。見た目は小柄な美少年だが、実家の寺で男子として育てられただけで、実は女の子なのである。陣は、あわてて話題を変えた。

「そ、そんなことより神宮寺！　練習をつづけようぜ！」

「ちょっと待てよ、陣。もうドラムスティックがねーぞ」

　夕ゆう也やが、生き成なりの布袋を手に取って言った。説子が、冷淡な視線を向ける。

「もう無いなんてはずないでしょ、ちゃんと数えたの？　宇う多た田だが、三以上の数字を数えられたらの話だけど」

　夕也が腰に手を当て、ふくれっつらになる。

「おまえはほんとに毒舌だな。自慢じゃないが、六の段までは完かん璧ぺきなんだぞ！」

「そうね。九九の七の段って、微妙に難しいもの」

　シエラが、優しくほほえんでフォローする。夕ゆう也やが、それ見たことかと言わんばかりに胸を張る。

「だよな？　７×６なんて、恐らく九九最高の難易度を誇ってるよな！」

「屋上の日差しで脳が乾燥してるわけ？　そんなんじゃ、大学入試とかヤバいわよ」

　説せつ子こが低い声でつぶやいた。夕也はつーんとそっぽを向く。

「俺おれ、大学行かねーもん。高校卒業したら、音楽で食ってくもん。どうせ今どき大学出たって就職難なんだから、好きなことして就職難でも結果は同じじゃん。同じ難しい道なら、まだ夢に向かって進むほうが、苦労も越えがいがあるってもんだぜ！」

　夕也はこぶしを握りしめて、そう言った。ふだんは紙っぺらのように軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな夕也だが、音楽に関する情熱はけっこう本物だ。単に勉強が嫌いで大学から逃げる……というのとは一線を画している。

　説子はうっかり、ぽわんと頬ほおを赤くしてしまった。

「ま……まあ、夢でおなかはふくれないから、飢え死にしないていどにがんばることね」

　いつもの毒舌も、キレが悪い。説子は夕也のことを、本当はポスターや抱きまくらをはじめとしたオリジナル夕也グッズを自作してしまうほど大好きなのである。

　好きだからつい照れくさくて意地悪を言ってしまうのだが、生まれつきの毒舌スキルの高さゆえ、それが単なる照れ隠しというレベルではとどまらない空前の破壊力をふるってしまう……というのが、説子の不器用なところだった。

「ふんだ、飢え死にしそうなほうがハングリーでいいじゃん。ロックの精神はハングリーだし」

　夕也も説子の毒舌になれてきたのか、それとも鈍感な陣じんに比べて夕也は厚かましいところはあれどもカンはいいので説子の真意を汲むのに慣れてきたのか、割と軽く流しながら、布袋を裏がえす。

「あーあ、ほんとに無いわこりゃ」

　陣も確かめるように、夕也の布袋を受け取って振ってみた。

「本当に無いなあ。だって、三日前にはたしか一ダース入ってたよな？」

「もしかして、全部折れちゃったってことかしら」

　シエラが確認のため、屋上の床に落ちた折れたスティックを数えた。

「いくら六十四ビートを叩たたくのに力が要るっていっても、スティック折りすぎだろ」

　呆あきれた夕也にそう言われて、あすらはしゅんとうつむいた。

「ご、ごめん……」

「いいよ、その六十四ビートにほれて軽音楽部にスカウトしたわけだしさ。また買えばいいから、気にするなよ」

　陣じんは、あすらをなぐさめる。あすらは顔を上げ、うるうるした目で陣を見つめた。

「新あら木きくんは優しいんだね……。男子は顔がいいとか背が高いとか運動神経がいいとかより、やっぱり気持ちが優しいかどうかってところだよね」

　まともに見つめられて、陣はとまどってしまう。

「な、何の話だ？　ドラムスティックの話だろ？」

「そのことだけど、また買えばいいってわけにも行かなさそうなのよね」

　説せつ子こが険しい表情で、電卓を叩たたく。

「軽音楽部は神じん宮ぐう寺じさんが入って部員が五人になったから、正式に部として生徒会に申請して活動予算が下りることになったの。でも、文化部の予算は吹奏楽部にほとんどが流れてて、軽音楽部の活動予算は月二千円しかないのよね」

「それと、一人当たり一ヶ月千円の部費で、合計月七千円か……。二ヶ月分でやっと、ドラムスティック一ダース分」

　陣は指折り数えた。あすらは青くなる。

「ぼく、三日で部費二ヶ月分のドラムスティックを折っちゃったの？」

「神宮寺さんが悪いんじゃないわ。神宮寺さんのテクニックに、ドラムスティックの強度が追いついていないのよ」

　シエラが、あすらをフォローした。あすらは感動して、シエラを見つめる。

「座ざ堂どうさんって本当に、綺き麗れいで上品で優しくて、ぼくも早く座堂さんみたいなステキな女の子になりたいな」

「そうよね。心の中までセレブの中のセレブな座堂さんと同じ部で演奏できる栄光に浴することができるなんて、あたしたちって本当に幸せよね」

　毒舌の全方位爆撃状態の説子だが、あいかわらず、シエラのことだけは絶賛している。満月に欠けているところがないように、完全無欠のシエラには毒舌をふるえるようなマイナスポイントがみじんも無いから、だそうだ。

「たしかに、座堂の意見にも一理ある。たとえ換えのドラムスティックが百本あったとしても、演奏中に折れていちいち交換してちゃ、演奏も台無しだし学園祭もドッチラケになっちまうよな。問題は、もっと丈夫なドラムスティックは無いかってとこなんだ」

「駅前の『夢彩むーさい』に行ってみるか？」

　夕ゆう也やの提案に、シエラは両手を合わせて同意した。

「いいわね。あそこ、ちょっぴり珍しめの楽器を置いてるものね」

「まあ……駅前の楽器屋さんで一丁三億円のストラディバリのバイオリンを置いてるのは、たしかにちょっぴり珍しめだな」

「だろだろ？　折れにくいドラムスティックってのも、置いてるんじゃないかな」

　夕ゆう也やが、目を輝かせて言った。

「あら。鈴を転がすような宇う多た田だにしては、いいアイディアじゃない」

　説せつ子このことばに、夕也は照れて頭をかく。

「俺おれの声って、そんなに美声？」

　陣じんが、小さな声でささやいた。

「夕也、たぶん毒どく呂ろが言ってるのは、頭ず蓋がい骨こつの中で干からびた脳みそがコロコロ言ってるって意味だと思うぞ」

「わかってる。ちょっと現実から逃げてみた」

「じゃあ、放課後に寄ってみましょうか」

　説子がサラッと流して、そう言った。



　だが、期待に胸ふくらませて駅前の「夢彩むーさい」に向かった軽音楽部一行の前に立ちはだかったのは、「十万円」の文字だった。

「じゅっ……じゅうまんえんっ？　たかだかお箸はしの親しん戚せきみたいなドラムスティックが、十万円？　これならキャン★ドゥで売ってる、モフモフマフラー編み用の太い編み棒でドラムたたいたほうがマシじゃない？」

　説子は震えながら、箱に入った銀色のドラムスティックを手に取った。あすらがツッコミを入れる。

「毒呂さん、それはいくら何でも全ドラマーに対する冒ぼう涜とくだと思う。いや、摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅らがドラマーへの冒涜じゃないかって言われたら、自信ないけど」

「っていうか、百円ショップのキャンドゥの正式名称はキャン★ドゥだったのか」

　陣が考えこむ。夕也も考えこんでいたが、ハッと顔を上げて陣に言った。

「思ってない！　へその周りの毛は『ギャラン★ドゥ』なのかな、とか思ってない！」

「おまえ、それ、どこからの電波を受信したんだよ」

「とりあえず、おじさん。ドラムスティックが十万円って、いくら何でもボッタクリじゃない？」

　ニット帽にひげがトレードマークの灰色の長髪の店主に、説子がつめよった。店主はドラムスティックを手に取りながら、引くことなく答える。

「折れないドラムスティックがほしいって言うから、持ってきたんですよ。このドラムスティックはＮＡＳＡで開発されたもので、チタン合金の十倍の強度があるんです」

「ＮＡＳＡってわりとくだらないものいろいろ開発してるよね、通信販売でよく売ってる安眠枕まくらとか」

　そう言ったあすらの肩に、夕也が腕をかけた。

「ん？　枕の話ピロートークならつきあうぜ」

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅らぁーっ！」

　反射的に、あすらは夕ゆう也やに六十四ビートのマッハパンチを浴びせた。夕也は入り口のドアを突き破り、空のかなたへキラーンと消えていく。

　あすらは、ハッとわれに返った。

「ごっ……ごめん！　ぼく、男の子が苦手で……」

「いいのよ、わかっててチョッカイかけた宇う多た田だが悪いのよ」

　説せつ子こが冷ややかに言う。夕也が、サッパリした表情で店に戻ってきた。

「ああ、痛気持ちよかった」

「あたしの毒舌だけじゃ、刺激が足りなくなってきたってこと？　とんでもない変態野郎ね」

「いやいや、毒どく呂ろの毒舌が一番痛気持ちいい」

　ぞくぞくしながら夕也が言った。

「宇多田くんがどんどん壊れていく……」

　シエラが、硬い声でつぶやいた。説子が計算機をポポポンとたたく。

「軽音楽部の予算が、月七千円。これじゃ一年ためてもドラムスティックを買えないわね」

「その一年のうちにギターの弦を張り替えたり、ピックが割れたり、ほかにも予算がいることがいろいろありそうだしなあ。月七千円はきついな」

　ため息をついた陣じんに、説子が言った。

「これでもましになったのよ。部員が五人になって部に昇格したから、生徒会から予算が下りるようになったんだから。それまでは、あたしと宇多田の二人で月二千円で回してたんだし」

「部に昇格したんなら、もっと予算を下ろしてくれりゃあいいのに」

「予算ってどうしても、脳ミソ筋肉の運動部主体だから。運動部と、それから運動部の試合の応援に行くってことで吹奏楽部の予算配分が大きいのよ」

「それじゃ、わたしのポケットマネーで払うわ」

　と、シエラが言った。あすらと説子が、あわてて止める。

「そ、そんな！　座ざ堂どうさんに買ってもらうなんて悪いよ」

「そうよ、いくら座堂さんが世界で五本の指に入る大金持ちのセレブで、容姿的な意味でも世界で五本の指に入る美び貌ぼうの持ち主だったって、部のものは部費で買わなきゃ申し訳ないわ」

　説子はさりげなく、お金に全然関係のないシエラ賛美を混ぜこんでくる。よほどシエラのことが好きだと見える。

　シエラは微笑ほほえんで、首を横に振った。

「いいのよ、遠慮しないで。ＯＢがいれば、ＯＢが寄付してくれるところでしょう？　軽音楽部にはＯＢがいないんだから、少しぐらい現役部員が自腹を切っても仕方がないと思うわ」

「素晴らしいわ、座ざ堂どうさん。さすがセレブの中のセレブだけあって高貴なる義務ノーブルス・オブリツジなのね、部のために自腹を切るなんて何という博愛精神なのかしら！」

「毒どく呂ろ。俺おれも部のために自腹を切ってポテチ買ってきたことあるぞ」

　夕ゆう也やがちょこっとうったえたが、説せつ子こは微笑ほほえみながらスルーした。

　シエラはピンクの小さな財さい布ふから、虹にじ色いろのクレジットカードを取りだし、店主に差しだしてたずねた。

「すみません、現金の持ち合わせはないんですけれど……このお店、シェラザードカードは使えますか？」

　ホログラムシールは、魔法のランプの模様だ。シェラザードは、シエラの両親が経営している世界的大企業である。

　店主は、申し訳無さそうに答えた。

「いえ、うちはクレジットカードは扱ってないんです」

「三億円のバイオリンはどうやって買うんですか？」

「ジュラルミンケース三個に一万円札の束を詰めてですね」

「ほんとに現金のみなんだ」

　ふう、とシエラはため息をつく。陣じんが、夏休みにシエラと旅をしたときのことを思い出して言った。

「そういえば事件に巻きこまれたりしないように、あまり現金は持ち歩かないようにしてるんだったな」

　そのせいで旅の途中、香港ホンコンで財布をなくしてホテル代が払えなくなり、大急ぎでお金を稼ぐためにメイドカフェを開いたときのことを、陣は思いだした。シエラは、残念そうにうなずく。

「カードなら、利用限度額は無制限なんだけど……。現金は三千円以上は持ち歩かないよう、ニコライに言われているの」

「いいよ、やっぱり座堂さんに払ってもらうなんて悪いよ。ドラムスティックを折っちゃったのは、ぼくの責任なんだし」

　あすらが、十万円のドラムスティックを指さして店主に言った。

「おじさん。これ、取り置きしてくれる？」

「神じん宮ぐう寺じさんは、家を出て寮で暮してるんでしょう？　十万円も持ってるの？」

　心配そうにたずねるシエラに、あすらは答えた。

「アルバイトをすれば、大丈夫だと思う」

「高校生は、時給八百円とか九百円でいいほうだぞ。十万円かせぐには百五十時間近く働かなくちゃ。神じん宮ぐう寺じは寮母の仕事もあるのに、アルバイトまでかけもちって無茶振りすぎるだろ」

　陣じんのことばに、夕ゆう也やもうなずいた。

「それに、文化祭前で軽音楽部の練習が必要なときに百五十時間飛ぶのはキツいよな」

　と、夕也は説せつ子こに視線を向ける。

「毒どく呂ろは、けっこういいバイト知ってるんじゃねーの？」

「え？　あたし？」

　説子は、驚いたように自分を指さす。

「だって、小遣い月五千円のわりには、いつも私服やアクセおしゃれじゃん」

「えっ」

　説子の白い顔が、湯に放りこんだカニのように一瞬にして赤くなった。クールな説子が、わたわたと混乱しはじめる。

「し、私服とかアクセとか、宇う多た田だいつも見てるわけ？」

「常識じゃん？」

「常識だったのか。俺おれ、女子の服とかぜんぜんわからないぞ」

　そう言った陣に、夕也が答える。



    

  
    
      



    

  
    
      「だって軽音楽って音楽性や演奏技術より何より、九割がた見かけのカッコ良さで勝負決まるじゃん」

「いやいやいやいや。すごい極論が来たな」

「他人のファッションをチェックして、イケてるものは取り入れないと。毒どく呂ろって会うたびに私服が違うし、毒呂が好きな髑髏スカル系のシルバーアクセって男でもじゅうぶん使えるデザインばっかだし」

「そうね、毒呂さんの私服っていつもステキだわ。わたしはメイド長のメアリーがパリから呼び寄せた仕立て屋の、オーダーメイドの服しか着たことがないの。だから自分でコーディネートできるなんて、尊敬だわ」

　シエラにも誉められて、説せつ子こはもじもじしてしまった。

「そ、そんな誉められるようなものじゃないの。39 マートで買った古着だし」

「39マート？」

「全品三九〇円なの。だからお小遣い五千円でも、一ヶ月に新しい服を十着買ってもお釣りがくるってわけ。ちょっと違うなってときは、ザクザク切ったり縫ったりして改造しても、三九〇円だからもったいなくないし」

「自分で服を改造してるんだ！　すごいわ、毒呂さん！」

　シエラは驚いて両手を口もとに当て、目をまんまるにする。説子は照れて、真っ赤になった。

「た、たいしたことないわよ……。破れたジーンズをわざともっと破って、破った下に黒いレース貼はって肌スケにするとか、ジーンズのベルトのかわりに長細く縫い直したバンダナ使うとか、そのていどだし……」

「いや、それけっこう凝ってるよ。いいなあ、ぼくも毒呂さんほどオシャレは無理でも、せめて女の子の服が似合うようになればなあ」

　あすらが、うっとりしたため息をついた。説子は誉められすぎて、困ってしまう。

「ほ、ほんとたいしたことないのよ。原宿にあって、店員さんがそもそもオシャレだから、何買ってもハズレが無いっていうか。だから、あたしのセンスだけってわけじゃないし……」

　ふと、説子は夕ゆう也やのほうをちらっと見て、小さな声でつぶやく。

「っていうか……宇う多た田だ、あたしの服見ててくれてたんだ……」

「え？　今、何か言ったか？」

　夕也はきょとんとする。説子は、あわてて両手を横に振った。

「あ、ううんううん、何でもないわ」

「まあいいさ、また何か俺おれを罵ば倒とうする精神破壊攻撃だろうから」

　夕也はずいぶんネガティブだ。

「とりあえず、毒どく呂ろが服をいっぱい持ってるのは、アルバイトしてるからじゃなくて安い服屋を知ってるからだってことだな。どこかにいいバイト無いかなあ……」

　うーん、と夕ゆう也やが腕ぐみをして考え込んでいると、夢彩むーさいの店主が声をかけた。

「アルバイトなら、ちょうど人を探してくれるよう頼まれてる店があるんだが……」

「えっ、ほんとに？　職種は？　時給は？」

　くいついた夕也に、店主は答える。

「ファミレスの厨ちゆう房ぼうとウェイトレス複数名。短期ＯＫ、時給は千二百円」

「時給千二百円！　しかも短期ＯＫってことは、ちょっと働いてお金がたまったらすぐバイトをやめていいってことだよな？」

「近所に別のファミレスができてスタッフをごっそり引き抜かれて、人手が足りなくなったからとりあえず人数をかき集めたいってことなんだ」

「時給千二百円って、ファミレスの相場からするとちょっと高めだもんな。相手の店より高めにお金を出して、バイトに来てもらおうってことか」

　陣じんの目が点になり、説せつ子この目は￥になった。

「時給千二百円なら、五人で一時間六千円。土日に八時間ずつ働いて部費を足せば、ドラムスティックが買えるじゃない」

「で、でもファミレスのバイトって接客業だろ？　アルコールも出るわけだし、変な客に座ざ堂どうさんがからまれでもしたら……」

　あすらが慎重に警戒じみた発言をしたが、シエラは首を横に振る。

「心配いらないわよ、神じん宮ぐう寺じさん。男子もいっしょに来てくれるわけだから、心配ないと思うわ」

　シエラは、ちらっと陣のほうに視線を向ける。陣は、ドキッとした。

（な……なんだ、座堂のやつ。俺おれを頼りにしてるってことか？　どういう風の吹きまわしだ、空から隕いん石せきでも降ってくるんじゃないだろうな）

　夕也は、きらきらと目を輝かせた。

「ってーことは、座堂はウェイトレスだよなっ？」

「え、ええ、たぶん……。だってわたし、調理師免許も持っていないから、厨房とかはつとまらないし」

「やったー！　じゃあウェイトレス姿の座堂に、あんなサービスやこんなサービスをしてもらえるんだ。それ何ていう天国？」

　夕也は両手を組んで妄想しまくっている。背後から説子が両手をグーにして、夕也のこめかみをぐりぐり言わせる。

「ほ～ら天国が見えたかしら？」

「わーいお花畑のむこうに白いおひげのおじいさんが」

「毒どく呂ろの精神破壊攻撃は、物理攻撃もアリなのか」

　陣じんが息をのむ。説せつ子こは、鋭い目を陣に向けた。

「まったく、宇う多た田だはあいかわらずロクでもないわね。新あら木きみたいに、生身の女の子よりも土偶のほうが好きっていう変人なら安心なんだけど」

「サラッと人を変人呼ばわりするな。それに俺おれがいくら考古学が好きでも、土偶に萌もえるとかありえないって」

「まあ土偶はたとえだけどさ」

「萌えられるのは、シュメール文明の男女礼拝の像までだろ」

「そっち行くの？　全然わからない。っていうか、あたしには新木がわからない」

「シュメール文明の像は、目がまん丸で目ヂカラが思いっきり強くて、台座に楔くさび形がた文字なんて刻まれてた日にはもう……」

　陣はうっかりトリップする。あすらが頬ほおを紅潮させ、尊敬の眼なま差ざしを陣に向けた。

「すごい！　さすが新木くん、すばらしい知性だね。それでこそ文武両道の日本男児！　ぼくも早くステキなやまとなでしこになって、そういう理想的な殿方にお仕えしたいなあ」

「新木の楔形文字フリークは、知性とは別のベクトルだと思うけど」

　説子が低い声でつぶやく。

「まあでも、楔形文字萌えの新木は、二次元萌え以上に人畜無害だからいいのよ。でも宇多田の場合、座ざ堂どうさんのウェイトレス姿を盗撮したりしかねないのよね」

「失礼な、誰だれが盗撮なんかするか。せっかくのチャンスなんだから堂々と真正面から撮るぜ、いやむしろ下方から仰角七十五度ぐらいでスカートの中の絶対領域を……」

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

　潔癖なあすらは、エロジョークを聞いても反射的にマッハパンチを打ちこんでしまう。吹っ飛ばされた夕ゆう也やは、さっきドアが壊れた入り口から外へ飛びだして、キラーンと星になった。



　過去の説明がかなり長くなったので、そのへんでダレている人もいそうだが、ここらでシャッキリしていただきたい。ともかくそういったいきさつで、陣たちはファミレスのアルバイトにきたわけだ。

「はああ、やっぱり座堂はどんなカッコしても可愛かわいい。俺もお客さんになりたい」

　夕也は両目をハートにして、うっとりしていた。

「できれば、座堂が持ってきた水のコップの周囲なんかをぺろぺろしたい」

「やめとけ、変質者」

「何だよ、陣だって座堂ばっかり見てるくせにえらっそーに」

　夕ゆう也やにツッコミを入れられて、陣じんはぐっと黙りこむ。

「お、俺おれは別に座ざ堂どうを見てるわけじゃなくて！　座堂みたいな世間知らずのお嬢様に、バイトなんてできるのかなって心配してるだけで！」

　そうは言ってみたが、シエラは何度かウェイトレスの真似事をしたことがある。湖畔のつぶれかけたペンションを救ったり、香港ホンコンで借金を返したり、タイでカレー対決をしたり。気位は高いが猫っかぶりのシエラは、案外うまくやっているのだ。

　陣が店内に視線をうつすと、シエラはほほえみながら小さな子供の相手をしていた。昼下がりのファミレスは、ドリンクバー目当てで宿題をしにくる高校生と、お茶会をしている子連れ主婦で占拠されている。母親がしゃべっているあいだに、幼稚園ぐらいの子供たちが子供用の小さなコップを持って、ドリンクバーの前で困っていたのだ。

「どうしたのかな？　ジュースがほしいの？」

　シエラはスッとしゃがみ、子供たちと目線の高さを同じにしてたずねた。子供たちは、びっくりしたようにシエラの顔を見つめる。

「おねえさん、すごいびじん！　おひめさまみたい！」

「あのねあのね、おれんじじゅーすがほしいの」

「はい、オレンジジュースね」

　シエラはコップを受け取り、トングで氷をつまんで入れると、ジュースサーバーからオレンジジュースを注いだ。

「はい、どうぞ。次の人は何かな？」

「わーい、ありがとう！」

「ぼく、かるぴすー」

　子供たちはシエラを取りかこんで、わいわい騒いでいた。

　夕也が、ほおおぉ～っと深く息を吐く。陣が横目をくれた。

「夕也、口からエクトプラズム出てるぞ」

「だってさぁ～。座堂ってお嬢様なのに、子供のあつかい慣れてるじゃん。仕事が忙しいのにじゃけんにもしないし」

　いっぽう、説せつ子こは全身からけっこうブラックなとんがったオーラを放出しているせいか、子供が全然寄ってこない。そのぶん子供がシエラ一人に集まるので、たしかに忙しそうなのだが、シエラは笑顔をたやさない。

「子供に話しかけられたら、さりげなくしゃがんで視線合わせてやるし。なかなかできないよなー、子供汚くて嫌いとかいう女子のほうが多いじゃん。なのに座堂って、セレブで美人なのにハナたれ小僧のことも嫌がらないって偉いよな。子供に優しい女子って、家庭的でいいと思わねー？」

「ま……まあ、子供のことは好きそうだな」

　あえて陣じんは自分の感想を言わない。

　シエラが優しいのは猫をかぶっているからではあるが……そういうとっさの動きというものは、猫をかぶっているだけではうっかりボロが出てしまうものだ。

　それが無いということは、シエラはたとえ猫をかぶっていなくても、けっこう優しいのではないだろうか、と最近陣はときどき思ったりする。

（だよな。座ざ堂どうって、猫かぶってなくてもわりと優しいし性格がいいんだよな。どういうわけだか俺おれの前でだけ傍ぼう若じや無くぶ人じんだから、傲ごう岸がん不ふ遜そんなワガママ娘に見えるだけで……）

　シエラの笑顔は、きらきらと輝いている。ファミレスの中にいる男子高校生たちが、宿題をする手も止め、というか食べ物を咀そ嚼しやくすることすら忘れて、惚ほうけたようにその姿に見とれている。

（あいつらは、座堂がどれだけワガママなのか知らないんだよな。同じ軽音楽部の夕ゆう也やたちですら知らないわけだし……どうして座堂は、俺にだけワガママなんだろう。俺が何か、座堂に嫌われるようなことをしたってのか？）

　シエラの笑顔が明るければ明るいほど、陣の胸は暗くなってしまった。



　同じころ、春はる紗しや学園の庭を歩く影があった。

「クックック……。こちらがわたしの図書館ですよ、サロメさん」

　聡さと子こは中高共用図書館を指さして、黒いオーラを放ちながら笑う。彼女の後ろからは、高等部の制服姿のサロメがついてきていた。

「ほほう、これが図書館という場所か。わらわが知っているのは、エジプトのアレキサンドリア図書館だけだ。わらわが生まれる少し前に、エジプトとローマの戦争で燃えてしまったと聞いて、一度見たかったと思っていたのだ」

　サロメは、物珍しそうにキョロキョロしながらついてくる。彼女はかつて、妖魔ダイモンヘロデに仕える巫み女ことして、シエラたちと死闘を繰り広げていた。今はシエラたちに復ふく讐しゆうするために、軽音楽部をぶっつぶす方向でがんばり中である。

　しかし、かつて「百の首の王女」と呼ばれたサロメは、陣やシエラとの聖櫃アークをめぐる戦いの中で、その武器である百個のドクロをことごとく失ってしまった。唯一残った武器「死者の書ネクロノミコン」も、失われてしまった。

　聡子も同じ本を持っているが、彼女は基本的に誰だれのことも信用していないし、自分もすぐに裏切る性格なので、あえてサロメに強力な武器となる「死者の書ネクロノミコン」を渡そうとは思っていない。

　おかげで今ではサロメは復讐のための力が何も無いのだが、ただ「聖書に記された、ヨハネの黙示録の七つの御使いのラッパ」を吹くのは得意だ。

　そこでトランペット要員として、軽音楽部と敵対している吹奏楽部に入部して軽音楽部にプレッシャーを与えるという方向で、軽音楽部をつぶしシエラたちに復ふく讐しゆうしよう、とずいぶん婉えん曲きよくなことを考えていた。

　しかし、二千年も学校に行かず集団生活の経験もないサロメは、まず社会勉強から始めないと、転入試験も受けられなかった。それこそ九九すらヤバいレベルだったのである。

「いえ……『だった』と過去形にするのは、正確ではありませんね……」

　聡さと子こがつぶやいた。サロメは振りかえる。

「何か言ったか？」

「結局、サロメさんの学力がイマイチだったので、あの強欲理事長に大金を積んでサロメさんの転入を許可させたわけじゃありませんか」

　春はる紗しや学園の理事長は、大金持ちのシエラを留年させて余分に一年分寄付金などを手に入れようとするほどの強欲である。聡子は人間が記したさまざまな本から、知識や呪術を手に入れて、妖魔ダイモンとしての自らの生活に役立てている。今回も、「ソロモンの鎖骨」と呼ばれる魔王召喚の魔法書を使って魔王を召喚し、銀行などから金をかき集めてこさせたのだ。

　サロメは、聡子の言いざまにムカッとした。

「何だ、わらわが裏口入学したかのような言いかただな。失礼であろうが！」

「いや、もろ裏口入学じゃありませんか。使い魔にテストをのぞかせましたが、一ケタどうしの掛け算……すなわち九九がやばいレベルだとうかがいましたが？」

「見くびるな！　わらわは、六の段までは怖いぐらい完かん璧ぺきなのだぞ！」

「ああ、七の段は難しいですもんね。７×６の難易度なんて、ハードモードにもほどがあるって感じですからね。ふぅ」

「何だ、最後の『ふぅ』はっ！」

　サロメが聡子に噛かみついた。聡子はそれを、冷ややかに流す。

「まあ入学するまではお金にものを言わせればＯＫでしたが、サロメさんの転入テストの実力では確実に授業についていけないでしょう。わたしはたいてい図書館にいますから、勉強でわからないことがあれば相談にきてください」

「勉強など、どうでもいい。わらわは座ざ堂どうシエラどもに、一刻も早く復讐をしたいだけだ。吹奏楽部とやらは、どこにある？」

「おやおや、二千年も生きているわりにはせっかちですね。ククク……」

　聡子は笑みを浮かべて、図書館から講堂のほうへと移動した。



　講堂に入ると、吹奏楽部が練習中だった。コントラバスを弾いているちびっこい少女・姫ひめ小こう路じミルカの前に聡子はサロメを連れていく。

「こんにちは、姫小路先輩」

　聡子はミルカに声をかけた。自称「座堂シエラよりセレブ」のミルカは、全身をキラキラのラインストーンでデコったアクセサリーで飾っている。腰からさげているテーブルベルも、キラデコ状態だ。

　ミルカは、不機嫌そうな目を聡さと子こに向けた。

「誰だれですの？　中等部ごときが、あたくしの高尚なる練習に邪魔をさしはさんで良いとでも思っていて？」

「新入部員を連れてきたんです、こちらの本ほん田だサロメさんです。ククク……」

　聡子は、サロメをミルカに紹介した。一時「猿女さろめ」という当て字を考えていたのだが、サロメに思いっきり拒否されたようである。

　ミルカは、ムッとした目でサロメをにらむと、即答した。

「却下ですわ」

「何だと？」

　サロメもムカッとして、片手にさげていたトランペットケースをミルカの前につき出す。

「七枚のヴェールの踊りのみならず、黙示録の七つのラッパも吹きこなすわらわの超絶テクを入部拒否とは、どのような了見だ！」

「何を言ってるのかわかりませんが、吹奏楽部には一定基準よりも可愛かわいい女子は必要ないのですわ。あたくしが一番可愛くて、あたくしが一番演奏がうまくなければいけないのですから」

「い、一定基準よりも可愛い？　わらわのことか？」

　サロメは赤くなって、自分を指さす。それから、嬉うれしそうに聡子に尋ねた。

「これ、偶像崇……じゃない、さとっち。わらわは、それほどまでに可愛いのか？」

「ええ、まあ……どちらかというと、顔レベル高めですが。性格は知りませんが……」

「いや、二千年前はわらわはすごく可愛いと思っていたが、座ざ堂どうシエラにしてもおまえの友達の安あん藤どう奈な津つにしてもけっこう可愛いから、二千年後はレベルが高いなーと思って正直ヘコんでいたのだ。その高いハードルからしてもわらわは可愛いのか。うふ、うふふ」

「喜んでる場合じゃありませんよ、サロメさん。吹奏楽部に入らないと、座堂先輩たちに復ふく讐しゆうできないじゃありませんか」

　聡子が言ったとき、ミルカがキラーンと目を光らせた。

「復讐とおっしゃいました？　座堂シエラに？」

「ええ、そうです。こちらのサロメさんは、座堂先輩たちに個人的な恨みがあるんです。部長の姫ひめ小こう路じ先輩のコントラバスの倉庫として、軽音楽部の部室を手に入れるためです。つまり、吹奏楽部と利害は一致しているということです……ククク」

「た、確かに利害は一致していますわ。でも、彼女を入部させてあたくしに何の得がありまして？」

「聞くまでもない。わらわのラッパで、そなたらの素人くさい吹奏楽部のレベルを一気に上げてやろうぞ」

　サロメが自信たっぷりに言った。ミルカの白い額に、血管がいっぱい浮きあがった。

「……ずいぶんえらそうですわね、あなた」

「えらそうではなく、わらわはヘロデ神殿の巫み女こだからガチでえらいのだ」

　サロメは聡さと子この家に身を寄せるようになって、部分的に現代の雑なことばづかいがうつっているようだ。えっへん、と腰に左手を当て、右手はミルカの前に出した。

「もし望むなら、わらわの手にキスをすることを許可してやるぞ」

「豚のケツでも舐なめてるほうがマシですわ」

　ミルカの額に、ますます血管が浮きあがる。サロメはそれを見て、驚いたように目をまるくした。

「どうしたのだ、そなたのそのおでこ。アンデスメロンのようではないか」

「あたくしへの比ひ喩ゆに使うなら、安物のアンデスメロンではなく超高級なマスクメロンを引き合いにお出しなさい！　それも京きよう橋ばしの千せん疋びき屋や本店レベルのメロンに限りますわ！」

　ミルカはコントラバスを両手で持ちあげる。吹奏楽部の部員たちが、あわててミルカをはがいじめにした。

「部長っ、落ちついてください！　楽器で人をぶん殴るなんて、音楽家にあるまじきことです！」

「それ以前に、そのコントラバスは貴重なストラディバリです！　三億円以上もするんですから～！」

「お放しなさい！　この学校で一番のセレブはこのあたくしですわ、あたくしよりえらそうだなんて許せませんわ！　闇やみの権力で葬ってさしあげますわよっ！」

　ミルカがじたばたと暴れる。まあまあ、と聡子がミルカとサロメのあいだに入った。

「姫ひめ小こう路じ先輩。サロメさんはたしかに性格には少々問題がありますが、ラッパの腕は本物ですよ。それに、失礼ですが姫小路先輩が自分より目立つ部員をやめさせたせいで、ぶっちゃけ吹奏楽部の演奏レベルはかなり下がってることは否めません。もうすぐ教職員対抗ソフトボールの試合がありますが、あんまり吹奏楽部がヘタクソだと、応援のオファーが軽音楽部のほうへ行くかもしれませんよ」

「な、何ですってっ？」

　ミルカの顔色が変わった。聡子が、たたみかける。

「だって、座ざ堂どう先輩のほうがファンの数的には多いわけですし……。座堂先輩目当てで、ほかの生徒も応援に来るかもっていう可能性もありますよね」

「ありえませんわ！　スポーツの試合の応援こそ吹奏楽部の晴れ舞台、その主役の座を座堂シエラなどに渡せませんわ！」

　スポーツの試合での主役は、選手たちではないのか……というツッコミは置いておいて、聡さと子こは邪悪に目を細めてささやく。

「でも、ぶっちゃけ座ざ堂どう先輩のほうが人気ありますし……。吹奏楽部の天下は、長くはつづかないんじゃないでしょうかね……ククク」

　ムカッ、とミルカは聡子をにらむ。

「でも、サロメさんのラッパが加われば、実力的にも吹奏楽部のほうが上になりますし……。それに、座堂先輩の対抗馬になり得る客寄せパンダは、サロメさん以外にいませんしね」

「対抗馬？　たしかにあたくしよりは落ちるけれども、まあまあ可愛かわいいとは思いますけど、対抗馬になるとまでは思えませんわよ」

　うさんくさそうにミルカはサロメを見つめる。聡子はニヤリと笑みを浮かべた。

「ククク……なめないでいただきたいものですね、このニャロメさんを」

「ニャロメじゃないニャロメー！」

　お決まりのパターンで、怒ったサロメの黒髪からオレンジ色の耳がピコンと飛びだし、制服のスカートの下からはオレンジ色のしっぽがピコンと飛びだした。

　それを見た瞬間、吹奏楽部員たちはどよめいた。

「な……何だ、今のは！」

「ネコミミとネコシッポが出てきた！　何だあの萌もえ属性は！」



    

  
    
      



    

  
    
      「美人だけど、いやにツンツンした高飛車な女の子だと思ってたけど、ネコミミ属性ならばむしろそれがステータス！　ついでにのっぺらな胸もステータス！」

「本ほん田だ聡さと子こ。七枚のヴェールの乱舞でこいつらを切り刻んでも構わんか？」

　サロメの耳にピキピキと血管が浮く。聡子は涼しい顔で言った。

「切り刻んだら、パートの人数が足りなくなりますよ。吹奏楽部に協力して、軽音楽部をつぶすのではなかったのですか……？」

「もしかして、このネコミミ属性で男子の支持を集めようというわけですの？」

　ミルカがたずねた。聡子は、こくりとうなずく。

「座ざ堂どう先輩は、正真正銘の正統派美少女です。正統派に正面から攻撃をかけても、勝ち目はありません。ちょっとキワモノに走って、マニア受けから牙が城じようを崩さないと」

「なるほど……。中等部生のくせに、なかなかの策士ですわね。たしかにこのニャロメさんとやらは、正統派美少女というよりは、ちょっと妖あやしげなファムファタール系ですものね」

「だーかーらー！　ニャロメじゃないニャロメ！」

「おほほ、耳が出た耳が出た」

　噛かみつくニャロメを見て、ミルカが手をたたく。それから、聡子にたずねた。

「けれど、キャラ萌もえだけで軽音楽部を出し抜けますかしら？　一見チャラチャラしてますけど、軽音楽部の『プリティプリンセス＆サーバンツ』は軽音楽コンクール優勝の実績を持った実力派バンドですわよ。宇う多た田だ夕ゆう也やは性格は軽薄で演奏技術はメチャクチャで頭もアホだけど、音楽だけは熱心でけっこういい曲を作ってきますし。しかも毒どく呂ろ説せつ子この編曲アレンジはミッキー吉野かというぐらい天才的ですし、他ほかのメンバーの演奏面のカバーも超絶的なキーボードでこなしてしまいますし」

「嫌いな割には、よく研究されてますね。ツンデレってやつですか？」

「とんでもない、軽音楽部など大嫌いですわよ！　ピコピコテクノなんてファミコン音楽みたいで、耳ざわりですわ！」

「姫ひめ小こう路じさんが一九八三年発売のファミコンをご存知なことに驚きました」

「お目付け役の富ふ士じ峰みね子こ・永遠の二十四歳が言ってたのですわ」

「それ多分、他言してはいけなかった情報なような気がします」

　聡子は淡々とつぶやいた。

「とりあえず、キャラ萌えだけで軽音楽部には勝てないという話ですわよ」

「すみません、脱線しまくっていたのに上手に戻していただいて」

　と、聡子がポケットから大きな水晶玉を取りだして、ミルカの顔の前に突きつけた。

「お礼に、もうひとつお土産みやげをさしあげます。キャラ萌えだけでは勝てないのであれば、確実に相手の息の根を止め得る情報があればいいのですよ……ククク」

　水晶玉の中には、ファミレスで働いているシエラの姿がもやもやとあらわれる。

　ミルカはびっくりして、目をこすった。

「な、何ですの、これはっ？　座ざ堂どうシエラが映ってますけど、何かのトリックですの？」

「まあ、ちょっとした占いみたいなものですよ。ククク……」

　思いっきり何かやばそうな魔力を使いながら、聡さと子こは言った。

「ごらんのとおり、楽器を演奏するまでもなく、今が軽音楽部をつぶすチャンスです。丈夫なドラムスティックが無くて、困っているようです」

「占い？　何でもわかりますの？」

「電波を出して携帯電話の電波を届かなくしてしまう携帯ジャマーと同じで、強い魔力を発散している人の周囲はシールドされてしまうので、見えませんけれど……あ、いえいえ。こちらの話ですよ……ククク」

　ふと、聡子はミルカのほうに視線を向ける。

「そういえば……姫ひめ小こう路じ先輩の周囲も、うっすら霧がかかったような。たぶん、ご先祖様に強い魔力を持った方がいたんですね。人間の中にもたまにいるんですよ、魔力とまでは行かなくても、少し他ほかとはちがったオーラを出されている方……。他人の気持ちが何も言わなくてもわかってしまうとか、予感が当たるとか、嫌いだと思った人間が次々に不幸になるとか、他人を従えるカリスマ性を持たれているとか、ですね」

「あ、あたくしにオーラが？」

　ミルカは頬ほおを赤くして、ドキドキする。

「あなた、もしかして前世とかわかりますの？　あたくし、マリー・アントワネットだったような気がするんですけど」

「わかるけど、聞かないほうがいいと思いますよ。地球上に生息する動物種は全部で一二〇万種、前世が人間である確率だけでも一二〇万分の一ということですから。一二〇万種のうち昆虫が九〇万種もいますから、まあ個体数の多い種と少ない種がいるとはいえ、単純計算でむしろ四人に三人は前世が昆虫でしょう。自分の前世がトゲナシトゲトゲだとわかったら、軽くもういっぺん転生したい気持ちになりませんか？」

「あらまあ、一二〇万分の一なら、宝くじで一等前後賞三億円当たるより十倍も高いですわね。セレブのあたくしならその狭き門を突破してるに決まってるから、やっぱり前世はマリー・アントワネットで間違いないということですわね！」

「ものすごい俺おれ様計算法に感動すら覚えますね」

　聡子は硬い声でつぶやいた。サロメがイライラしながらどなる。

「スピリチュアルなイカサマ話など、どうでもいい！」

「あっ。今イカサマって言っちゃいましたね、サロメさん」

「それより、奴らは『なさのどらむすてっく』なるものを手に入れるべく『あるばいと』をしているのだろう。それがなければ、すぐにどらむすてっくが折れてしまってタイコをたたけない、すなわち軽音楽部の活動を封じることができる。つまり、奴らの『あるばいと』を一刻も早く妨害せねばならんのだ！」

「そうですね、対応が一時間遅れるごとに時給が加算されてしまうわけですから」

「わらわにドクロを操る力が残っていれば、吹奏楽部などに頼らずとも奴らの邪魔をできるというのに、口惜しい」

　サロメはイライラしながら爪つめをかんだ。

「ドクロ……？　ああ、『頭数』の意味ですの？」

　ミルカは、都合よく解釈する。かつてサロメは「百の首の王女」と呼ばれ、ドクロを操る能力を持っていた。しかし今のサロメにはほとんどその能力が残されていないのだ。

「大丈夫ですわ、あたくしが関東極悪乙おと女め連合にちょっと声をかければすぐに頭数がそろいますわ。時給を稼がせるまえにファミレスに襲撃をかけさせますから、どこのファミレスか教えてくださらない？」

「ククク……面白くなってきましたね。その気になってくださって嬉うれしいですよ、姫ひめ小こう路じ先輩」

「もしもし、本ほん田ださん」

　吹奏楽部の部員が、ほくそ笑んでいる聡さと子こに遠慮がちにたずねた。聡子は、冷ややかな微笑をたたえつつ振りかえる。

「何でしょう？」

「本田さんって、新あら木きくんと仲良しじゃなかった？　図書館でいつも、新木くんに本を探したりしてあげてたわよね？」

「ええ。新木先輩が楔くさび形がた文字が大好きでいらっしゃるもので……」

「新木くんは軽音楽部よ、知らないの？　軽音楽部の首を絞めるようなことして、かまわないの？」

　心配そうな部員たちの顔を見回して、聡子は、

「クックック……」

　と、楽しげに笑い声を立てた。

「新木先輩のことをよく知ってるからこそ、チョッカイをかけてどう出るかが楽しいんじゃありませんか。わたしは中高共用図書館の本は全部読んでしまったので、正直新しい本に飢えているんです、退屈してるんです。でも、事実は小説より奇なりというじゃありませんか。生徒会に新しい本を買う予算を申請するよりも、新木先輩を観察してるほうが楽しそうかな、って思ったんです。ククク……」

　さすが聡子は、妖魔ダイモンだけに邪悪さがハンパではない。吹奏楽部の部員たちは、青ざめた顔を見合わせていた。



　ランチが終わってからディナーが始まるまでの二時ごろから四時ごろのあいだ、ファミレスは暇になる。これをアイドルタイムという。

「お客さん、いなくなったわね。晩御飯の仕度があるからかしら」

　と、シエラが時計を見上げて説せつ子こに言った。時計は四時半を回っていた。

「ええ。そろそろディナーのお客さんが来る時間だわ。運動部が団体でごはんを食べに来たりもするから、忙しくなりそうね」

　説子はそう言いながら、厨ちゆう房ぼうをのぞいた。

　厨房では、あすらが一人で小ナベの見張りをしていた。調理師免許を持っているのが、陣じんたちの男子寮で寮母をつとめるあすらだけだったからだ。調理師免許を持っていないと、火を使った料理ができない。

　逆に言えば、パフェなどの火を使わない料理は、ウェイトレスが作っている。だからレモンも、陣が切っていたのだ。

「神じん宮ぐう寺じ、一人でずっとがんばってるけど大丈夫か？」

　陣が声をかけると、あすらは顔を上げてほほえんだ。

「うん。もともとファミレスの厨房って一人用にできてるし、慣れてるし。大丈夫だよ」

　あすらが言うように、ファミレスは単価を安くするために人件費を極限までけずっている。料理は冷凍やレトルトを多用して合理化し、いくつものコンロに大量の片手ナベをかけて、少ない人数で料理を可能にしている。サイゼリヤなど、席数が多いのに厨房を一人で回していたりするのだ。バイト選びに役立つ豆知識。

　そのとき、入り口にざわざわと人の気配がした。入り口のおもちゃコーナーで子供が乱したおもちゃを並べなおしながら、陣がそちらに目をむける。

「おい、さっそく団体が来たみたいだぞ」

「しばらく忙しくなりそうね」

　シエラが入り口のほうを見て言った。



　ところが、入ってきたのは異様な集団だった。

　三十人ほどの、背中にバラの刺し繍しゆうがほどこされたおそろいの白い特攻服を着た少女たち。年齢は高校生ぐらい。口には人相を隠すための立体マスク、通称カラスマスク。実は関東極悪乙おと女め連合の女子の暴走族、レディースなのだが、今回はミルカが命令を下したとバレないように、チーム名を隠していた。

　髪は赤や紫など突拍子もない色に染め、顔は目バリを入れまくってかなり厚化粧である。シエラは「あら」と驚いて目を見開いた。

「みなさん流行に敏感なのね、最新流行のアイメイクを取り入れるなんて。ツタンカーメンみたいですてきだわ」

「ざ、座ざ堂どうさん！　違うわっ、その人たちは単なるレディースよ！」

　説せつ子こが青ざめて飛んできた。だが、シエラはなおもほほえみを絶やさない。

「まあ、貴レ婦デ人イの称号をお持ちなのね。領地はどこにお持ちなのかしら、キツネ狩りやクリケットが楽しめそうね」

「違うのっ、座堂さんみたいな純粋培養で上品なセレブのお嬢様にはわからないとは思うけど、イギリスの貴族の称号じゃないの！　この人たち、暴走族よ！」

「暴走族？」

　シエラはきょとんとする。レディースたちが言った。

「知らねーのかコラ、バイクに乗って走り回る人のことだよコラ！」

「あっそうか、よく見ればたしかに、以前夢彩むーさいとかでお会いした珍走団のみなさんとファッションの傾向が似ているわね。勘違いしてごめんなさい」

「勘違いより、暴走族を変な名称で呼んでるところのほうを謝れコラ！」

「まあまあ！　すみません、オーダーのほうあたしがうかがいますから！」

　説子は思いっきり下手に出ながら、シエラとレディースのあいだに割って入った。

　いつもはシエラがケンカを売られようものなら、心が複雑骨折する勢いの毒舌で言い返しそうな説子だが、今は仕事中で相手はお客様である。ゴス系な見かけのわりに、意外にまじめな性格である。というかゴス好きな人はけっこうマメでまじめな人が多い、ような気がする。

　説子は予約ノート台に向かって、たずねた。

「えっと、お一人様ですか？」

「ややこしい客を一人しか入れたくねーんだろうけど、無理矢理間違えんなコラ。三十二人だっつのコラ」

　金髪に竹刀しないを持った厚化粧の少女が、斜にかまえながら竹刀でノート台を殴りつける。説子はムカッとして、今にも毒舌砲を集中砲火しそうになったが、仕事だと思ってぐっと我慢した。

「で、では四人席にご案内いたします」

　説子が彼女らを先導しようとしたが、彼女らはいきなり、まだ座っている男子高校生の席にどかっと座った。

「どこに座るか、指図すんじゃねーよコラ。あたしらは客なんだから好きなところに座る権利があるってもんだろコラ？　『やること』があるから、広いテーブルがいるんだよコラ」

　ふてぶてしい表情でそう言いながら、レディース軍団はめいめい勝手にそのへんのテーブルに座りはじめた。一つのテーブルに一人ずつ、どんどん占拠していく。すでに客がいるテーブルにも座って、テーブルの上にドカッと足を乗っけたりしたので、他ほかの客たちはそそくさと帰ってしまった。

　説せつ子この白い額に、青筋が浮きあがる。

「こ……こいつら、どういうつもりなわけ？」

「気にしないようにしましょう、毒どく呂ろさん。食べ終わったら帰ってくれるわ」

　シエラは温厚なほほえみをうかべて、説子をなだめた。

　ようすを見ていた陣じんは、ただならぬ雰囲気に心がざわつきながら、おもちゃコーナーからドリンクバーにいた夕ゆう也やのもとへ移動し、ささやいた。

「おい、なんかタチ悪そうな客が来たぞ。助け舟を出したほうがいいんじゃないか？」

「助け舟って、俺おれたちに何ができるんだよ。客をつまみ出すのか？　それはそれで、客を大事にしない怖いファミレスっていう噂うわさがついちまって、オーナーに怒られるぜ」

「じゃあ、やばそうだったら一一〇番しよう。それが一番確実だよな」

　陣は、とりあえず携帯電話を握った。



　果たして、陣の悪い予感は当たった。

　レディースたちは、全員ドリンクバーを注文。たくさん注文が来ると思っていたあすらは、手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

「ちょっと……三十二人全員ドリンクバーって？」

　説子の額に、血管が一本浮きあがる。レディースたちは、ふんとそっぽを向く。

「お客様が何を注文しようと、あたしたちの勝手だろコラ。だいたい、ハンバーグやカラアゲの下に敷いてる白い味無しのスパゲティとかマズくて食えないだろコラ、何のために敷いてるんだよコラ」

「油ものの油を吸いとるのに、キャベツだったらすぐにしなびるしコストが高いからスパゲティを使ってるのよ……って、何の話よ！　それはファミレスじゃなくて、コンビニ弁当の話でしょ？」

「豆知識ご苦労様だコラ。でもたとえ白いスパゲティが無くたって、最初からドリンクバー以外注文するつもりはねーんだよコラ」

　涼しい顔でレディースたちはそう言った。そのうえ一人で一個のテーブルを占領して、彼女らはネイルアートをしはじめたのだ。テーブルの上にずらりとマニキュアやラインストーンなどを広げる。こぼれたマニキュアなどがテーブルに落ちて、どう考えても掃除に手間取りそうだ。

「ちょっ……！　『やること』ってそれなわけ？」

　説子の額に、二本目の血管が浮きあがる。さらにレディースたちの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな行動は続き、説子は悶もん絶ぜつした。

「カラスマスクずらしながらストローで無理矢理ソーダ飲むぐらいなら、はずせばいいじゃない！　無理な飲み方してるからむせてるし！　ドリンクバーのコップを毎回交換しないで！　氷つかむトングをそのへんに置かないで！　あーもーあーもー！」

　しかし毒舌を封印されて、ストレスたまりまくりで爆発寸前だ。ファミレスの中にはレディースだけになってしまい、全員ドリンクバーで粘っているので、雰囲気が悪くて新しい客も入ってこられない。

「ちょっとひどすぎるよ。こういうの、追い出す法律とかないの？」

　あすらも厨ちゆう房ぼうから出てきて、困惑しながら陣じんたちに尋ねた。陣はうーんと腕組みをする。

「そうだなあ……」

　ふと、陣はレディースたちがちょくちょく席を立つことに気づいた。店の中を、ウロウロしている。

　単にじっとしていられないだけかもしれないが、明らかにトイレに行っている。ドリンクバーにもしょっちゅう行っている。陣は眉まゆをひそめた。

「トイレに行きすぎだな。いくらジュースばかり飲んでても、そんなにトイレに行くもんじゃないだろ？」

「そっか？　コーヒーって、飲んだらきっかり一時間半で出てこねー？」

　夕ゆう也やの驚き発言に、陣は目を丸くする。

「きっかり一時間半？」

「うん。俺おれは、コーヒーには何か尿意を呼ぶ成分が入っていると確信するね」

「気にしたことなかったなあ、腐った牛乳はきっかり三時間で来るけどさ。しかもそのあと、三度にわたって三時間おきに波状攻撃が来るし」

「ちょっとそこの二人！　仮にも飲食店でどういう話題なのよ！」

　イライラしている説せつ子この毒舌が、陣たちにも振りかかってくる。夕也が反論した。

「だって不思議じゃね？　お茶もけっこうすぐ出てくるよな」

「それ、カフェインだよ」

　と、あすらが言った。陣が驚いて、あすらに目を向ける。

「カフェインって、コーヒーや紅茶に入ってる、寝れなくなるやつか？」

「調理の勉強してるとき、栄養学とかもやったからさ。カフェインには利尿作用もあるんだよ」

「利尿って、つまりおしっこが出やすくなるってことだな」

「その説明、神じん宮ぐう寺じの口から聞きたかったなあ。陣のでしゃばり」

　夕也がふくれて、説子ににらまれる。

「あんたは黙ってなさい、このド変態」

「え？　え？　今、宇う多た田だくん何か変なこと言ったの？」

　純粋なあすらは、キツネにつままれたような顔をしている。

「いや、わからなかったならいいわ。まあここで宇う多た田だにマッハパンチをかましたら、レディースたちもびびって逃げだしてくれると思うけど」

「おいおい、マッハパンチはやめてくれよ。一人減ったら、そのぶん給料が安くなっちゃうじゃん」

　夕ゆう也やがわざとらしく怯おびえてみせる。説せつ子この何気ないひとことから、シエラが何かをひらめいたらしく、パッと顔を輝かせた。

「……そうだわ、平和裏に彼女たちに店を出てもらえるいい方法があるわ」

「っていうと？」

「大丈夫、わたしと新あら木きくんに任せて。みんなは、彼女たちがコーヒーや紅茶だけ飲むように仕向けてちょうだい」

　わたしと新木くん、というシエラのひとことで、陣じんはシエラの計画を察した。ズボンのポケットをさぐると、シエラに「いつでもわたしを呼びだせるように、いつも持っていなさいよ！」と厳しく命令されている魔法のランプとソロモンの指ゆび環わが入っていた。



　説子は、ジュースサーバーの栓をこっそりと閉めた。

　そして夕也は、ジュースサーバーに「故障中」の札を貼はりつけた。レディースたちは、その文字を見つけて、わめきだした。

「おいコラ、故障中って何だよコラ！　あたしたちに飲ませるジュースは無いってのかよコラ！」

「ジュースサーバーが故障中なんだよ。コーヒーと紅茶はいくらでも飲めるから」

　夕也が説明したが、レディースたちはかみつきまくる。

「コーヒーと紅茶なんか家でインスタントでも飲めるってんだよコラ！　ケチコラ！」

「まあまあ、待ってください」

　と、あすらが助け舟を出しにきた。レディースたちはあすらに目を向け、ハッとする。

「何だコラ、ちょっと可愛かわいいじゃないかよコラ」

「こんな可愛い店員を厨ちゆう房ぼうに隠してるなんてずるいぞコラ、ウェイターにしろよコラ」

「おまえら、どっからでもケチつけるつもりだな。ほんとに嫌がらせ目的のクレーマーなんだな」

　夕也がさすがにイラッときたが、あすらが彼の胸を押して制止する。

「宇多田くん、お客さんにそんな失礼な態度を取っちゃだめだよ」

「そうだコラ、こっちの可愛い店員はよく接客業をわかってるじゃんコラ！」

「そのとおりです、お客様は神様ですから」

　あすらはニコニコと愛あい想そうの良い笑顔を振りまいた。レディースたちが、強がりながらも頬ほおを赤らめる。

「そ、そんな可愛かわいい笑顔を見せても、クレームは退ひかねーからなコラ！　お客様にジュースを飲ませない悪徳ファミレスなんて、ぶっつぶしてやるぜコラ！」

　レディースたちは竹刀しないを振りあげ、ジュースサーバーを壊そうとする。あすらは慌てず騒がず、彼女らに言った。

「いえいえ。むしろジュースサーバーが故障したことで、よりお客様本位のサービスができると思ってぼくは喜んでるんですよ」

「な、何のことだコラ？」

「ご存知ですか、ファミレスのドリンクバーで一番原価が安いのは、実は炭酸飲料系なんですよ。一杯五円ぐらいだから、何十杯飲んでもこちらの儲もうけになるとそういうわけですね。いくら飲まれても、痛くもかゆくもないってことですよ」

　あすらのことばに、レディースたちはざわめく。

「い……一杯五円っ？　ドリンクバーって、損を覚悟のお客様へのサービスじゃなかったのかよコラ！」

「残念ですが、もちろん商売ですから、儲けを出すための商品ですよ」

「たくさん飲んでこの店を困らせてやれって命令されてきたのに、三百円のドリンクバーじゃ六十杯飲まないと店を損させられないってことかよコラ！」

「命令？」

　あすらの耳がぴくっと動く。レディースたちは、あわてて首を横に振った。

「あっ……いやいや。何でもない、何でもないんだからなコラ！」

「まあとりあえずそういうわけで、ドリンクバーで一番原価が高いメニューを選んだほうが、皆さんの目的のためにはお得なんじゃないかということです」

「親切だなコラ。お得なメニューって何か教えてほしいコラ」

「コラコラ言いすぎて、変な特殊語尾みたいになってますよ」

　あすらは、指を折りながら説明した。

「で、まずはアイスコーヒー。これが一番原価が高いんです。ガムシロやミルクも高いですからね。次にアイスティー。お茶自体は安いですが、レモンが高いしガムシロやミルクも入れますからね」

「アイスコーヒーとアイスティーかコラ！　なるほどコラ！」

　レディースたちはガラスのコップを持って、コーヒー紅茶サーバーに殺到した。それを見届けてから、あすらと夕ゆう也やは厨ちゆう房ぼうの説せつ子このもとに戻った。

「うまくコーヒーと紅茶に誘導できた？」

　説子はささやく。夕也はうなずいて、あすらの肩を叩たたいた。

「ばっちり。俺おれが反発して神じん宮ぐう寺じがフォローして、そうしたらフォローしてくれたほうに心を許して操れる……って毒どく呂ろの作戦、大成功。さすが人の心をえぐる毒舌を吐くだけあって、人心の掌握がうまいな」

「それ誉められてるのかしら？」

「とりあえず、これでカパカパ冷たいカフェインを飲んで、どんどんトイレに行くはずだよ。座ざ堂どうさんと新あら木きくんは？」

「座堂さんはトイレ、新木は外に行ったわ。座堂さんみたいな完全無欠のセレブが考えることは、あたしたち凡人には理解できないけど……ここからどうやって、あいつらを追い出すつもりなのかしら？」

　説せつ子こは首をかしげた。



　いっぽう陣じんは、タクシーに乗って近くの小山の頂上にやってきていた。山の上で携帯を見ると、ファミレスを出てから三十分が経っていた。電波は圏外になっている。

「よし、これでばっちりだな」

　陣はポケットから魔法のランプを取りだして、ソロモンの指ゆび環わをはめた手でごしごしとこすった。ぼわん、と紫色の煙が出て、メイド服姿のシエラが現れる。

「じゃじゃん！」

　シエラはくるりんと陣の前に姿を現した。陣は、不審そうな顔をしている。

「言われたとおり、携帯の電波が届かないところまで来たけど……どうするつもりなんだ？」

「まあ見てらっしゃい」

　と、シエラはランプを地面に置いて、葉っぱで隠す。

「あとはトーレムがうまくやるわ。ちょっと待ってましょ」

「トーレム？」

　そういえば、いつもシエラにくっついているトーレムがいない。陣は怪け訝げんそうな表情をしていた。



　トーレムは、ファミレスのトイレにいた。

　ランプを通じてシエラが「出る」ほうのゲートには、紫色の煙が出る。「入る」ほうは煙は出ないが、シエラが消えたあとに中身が抜けてしまった服が床に落ちていた。

　トーレムは、その服をたたんで頭の上にかかえながら、えっさほいさと用具箱の中にかくす。それから、服が落ちていた場所に戻って、床に倒れた。

　少しして、レディースが一人トイレに入ってきた。

「ふー、ファミレスに損させてやろうと思ってアイスティー飲みすぎちゃったよコラ。でも総長の命令だから、がんばって粘らなくちゃコラ。今日一日の収支を見て客も入らずに赤字だったら、奴ら確実にクビだからなコラ」

　彼女は、床に倒れているトーレムを見つけて「おや」としゃがみこんだ。

「何だコラ、誰だれかの落とし物かなコラ。変わったキャラだけどフィギュアって奴かなコラ」

　ゲートは、しゃがんでいる彼女の頭の上のほうにある。トーレムを拾ったおかげで、彼女はゲートに吸いこまれずにすんでいる。

「けっこう可愛かわいいなコラ。どこのメーカーのか書いてるかなコラ」

　彼女がトーレムを拾いあげて、よく見ようと手のひらに載せる。その瞬間、

『ぷきゅー！［●●］』

　トーレムがものすごい顔で脅かした。

「きゃあああああ！」

　レディースは悲鳴をあげ、逃げようとして反射的に立ちあがる。その瞬間、頭がゲートに触れて、そのまま吸いこまれてしまった。

　ファミレスの中にいたレディースたちは、その声に驚いて立ちあがる。

「何だ今の声はコラ！」

「アケミの声だコラ！　何があったんだコラ！」

　レディースたちはトイレに駆けこむ。あすらが焦って、おろおろした。

「ちょっ……！　トイレにあんなに入れないよ、それに座ざ堂どうさんも中にいるのに！」

「今の悲鳴は何だったのかしら、座堂さんに何かあったんじゃ？」

　心配して、あすらと説せつ子こも飛びこむ。夕ゆう也やも「俺おれも俺も」とうっかりついて来ようとして、

「ちょっと、女子トイレだよ！」

「宇う多た田だはそこで待ってなさい！」

　と、蹴けって放りだされた。

　しかし……。

　トイレに入ったあすらと説子は、呆ぼう然ぜんとした。

　シエラと三十二人のレディースが入っていったはずなのに、誰一人見当たらない。

「どっ……どういうこと？」

　トイレには窓もない。二人は顔を見あわせた。

「まさか、流れていっちゃったとか……」

　あすらがトイレの中を探しまわる。そのとき、夕也が店内から声をはりあげた。

「おーい、お客さんきたぞ！」

「あっ、レディース軍団がいなくなったからディナーのお客さんが入ってきたんだわ」

　説子は焦って振りかえる。

「神じん宮ぐう寺じさん、いったん戻りましょ。取りあえずお店を回さないと」

「うっ、うん！」

　あすらは後ろ髪を引かれながら、トイレから出ていった。



　消えた三十二人のレディースは、山の中に放りだされていた。

　夕暮れの風が紫色の煙を吹きちらして、もうゲートは閉じてしまっている。シエラと陣じんは、茂みに隠れてようすを見ている。

「なっ……何だここはコラー！」

「トイレに入ったのに、何でこんなとこにいるんだコラーっ！」

「こっ、このシチュエーションはまさか山タイマンかコラ？」

　山タイマンとは、敵対する暴走族それぞれ一人の代表者を選出、車で山の上に連れていって一対一で喧けん嘩かをさせ勝敗を決めるというものである。

「違うぞコラ、携帯の電波が届かないから自力で下りるしかないぞコラ！」

「そんなコラー！　ふだん歩いて一分のコンビニにもバイクで行ってるから、足腰は弱いんだコラー！」

「ちょっとは体を鍛えておけばよかったコラー！　きっとファミレスで意地悪したばちが当たったコラー！」

　レディースたちは嘆いた。陣とシエラは、しげみに隠れたまま小さくハイタッチする。

「計画どおり！　どうどう？　天才でしょ？　あとはランプを回収してちちんぷいぷいして、わたしたちふたりだけランプのゲートを通ってファミレスに戻って、ディナーのお客さんをさばけば一件落着よ」

「うん、これは文句なしに天才！　なかなかやるな、座ざ堂どう！」

　陣のスカッとした笑顔を見て、シエラは嬉うれしそうに目を輝かせる。

「庶民って、基本的には照れ屋のくせに、けっこうストレートに誉めてくれるわよね」

「ス、ストレートに誉めるって何だよ。カーブやフォークやシンカーで誉める奴なんているのか？」

「庶民ってチームプレーと真逆の位置にいるくせに、意外に野球が好きだったのね」

　戸惑う陣を見て、シエラはくすくす笑った。

「どうすれば庶民の感謝ゲージが上がるのか、最近ちょっとわかってきた気がするわ」

「何だよそれ、ゲームの攻略法かよ」

「だとしたら、庶民は思いっきりクソゲーよね。楔くさび形がた文字マニアで無ぶ愛あい想そうで頑固で、全然一般受けしないマニア向けジャンルな上に、難易度高すぎって感じ」

「マニア向けって、どういう意味だよ」

　陣は、ちょっとむくれる。

「でも……」

　シエラは、陣じんの目をじっと見つめた。

「もしかしたらわたし、最近、クソゲーマニアかもしれないと思うの」

「はぁ……あ？　えっ？」

　陣の声がひっくり返る。その声があんまり大きかったので、レディースたちがくるっと振りかえった。

「今、声がしなかったかコラ？」

「そこにいるのは誰だれだコラ！」

「しまった」

　陣がシエラを茂みの中に押しこめた。

「座ざ堂どう、行け！　俺おれが囮おとりになる！」

「えっ、でも……」

「早く、時間が無い！」

　陣はシエラを葉っぱで隠す。「ちちんぷいぷい」をすればシエラが光って見つかってしまうから、ランプのゲートから逃げる時間は無い。陣がシエラを隠すとほぼ同時に、レディースたちは茂みをかき分けて陣を発見した。

「ファミレスのウェイター！　なんでこんなところにいるんだコラ！」

「テメー、アタイたちがウロってるダサいとこ見て笑ったなコラ！」

　レディースたちは怒って、陣を広いところへ引きずりだす。

「庶民……！」

　シエラは口を押さえた。目の前でレディースたちは、陣をチェーンや竹刀しないで殴りつけはじめる。シエラは茂みに隠れて傷だらけになっていく陣を見つめ、唇をかむ。

「ひどい、よってたかって……！　庶民も庶民よ、どうして反撃しないの！　考古学の発掘で体力があるんだから、ケンカは強いじゃない。もしかして……彼女らが逃げだしたら、うっかりわたしとはち合わせるかもと思って？　そんなこといいのに！」

　だが、シエラの声は届かない。陣は傷だらけになっていく。一度、シエラと目が合った。血とアザだらけになりながらも、陣は顔を少し動かして、シエラに「逃げろ」と目配せする。

「だめよ、セレブには高貴なる義務ノーブルス・オブリツジがあるのよ、領主は臣下の盾となって戦うものよ。臣下の者を見捨てて逃げられるわけがないじゃない！」

　あいかわらずシエラは、陣と自分のどちらがご主人様かということを理解する気はないらしい。しかし、高貴なプライドと陣を思う気持ちは本物だ。

　けれど、シエラが闇やみ雲くもに飛びだしていったところで、腕力では勝ち目が無い。レベル０魔神だから、魔法も使えない。電話で助けを呼ぶにも携帯電話は圏外だし、それ以前に携帯電話は服とともにファミレスのトイレに残されている。

　いっそ闇やみ雲くもに飛びだしたいけれど、それではせっかく囮おとりになって自分をかばおうとした陣じんの気持ちを無駄にしてしまう。

「わたしは、どうすればいいの……？」

　シエラは頭をかかえた。

「わたしには、何もできないの……？」

　世界でも五本の指に入る大企業の令嬢でありながら、この状況ではそんな社会的地位など何の意味も持たない。シエラは、単に一人のか弱い女の子にすぎないのだ。そのことを痛感させられて、シエラは悔しかった。

「何もできないなんて……！　セレブのこのわたしが、庶民がひどい目に遭っているのに、何もできずに指をくわえて見ているしかないなんて……！」

　胸が熱くなった。自分自身に腹が立った。もっと頑張ってレベルを上げていれば、せめて最低レベルの砂魔法ラツムールでも使えれば、レディースから逃げるには十分なのに、それすらも使えない自分が悔しくて悔しくて仕方がない。

　そのとき、シエラは気づいた。自分の頭から、もくもくと煙が出ていることを。

「……あっ！　発動した、火ボ山ル魔カ法ンの副作用！」

　シエラは目を輝かせる。

「この手があったんだわ。もっと怒るのよ、わたし！」

　殴られている陣を見れば、どんどん怒りが湧わき上がってくる。頭からもくもくと煙が激しく上がりはじめる。

「見てらっしゃい、ドカーンと爆発させて脅かしてやるから！」

　復ふく讐しゆう心しんがますますシエラのボルテージを上げる。それが最高潮になった瞬間、

「ドカーン！」

　爆発音が、夕方の山にとどろいた。

　シエラは驚いて、目をまん丸にした。メイド服が、木こっ端ぱ微み塵じんに飛び散ってしまったのだ。

「……って、え？　ど、どういうことっ？」

　ヘッドドレスと手袋とニーソックス以外のものは、全すべて消えてしまった。魔法書までもが木っ端微塵である。胸を隠すことも忘れてシエラは戸惑い、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「ドカン！　ドカン！　ドカン！」

　続いて三発、爆発が起こった。木が飛び散り、地面が吹き飛ぶ。レディースたちはびっくりして、ざわめいた。

「なっ、何だコラ？」

「まさか、天あまの邪じや姫き連合の襲撃かコラっ？　やばいよコラ！」

　彼女らは、倒れた陣を放ったまま山を駆け下りて逃げだした。

　陣じんはうめきながら、起きあがる。

「ざ……座ざ堂どう、俺おれたちも逃げるぞ！　もしかして不発弾でも埋まってるんだったら、やばい……！」

「ちょっ……ちょっと待ってー！」

　シエラは両手で胸を隠し、しげみの中に身を沈めながら、必死に叫さけんだ。

「レディースの襲撃でも不発弾でもないからっ、今のは『火ボ山ル魔カ法ン』の副作用のあれだから！」

「ああ、副作用の魔法か。副作用とはいえ、けっこう役に立つじゃないか。ちちんぷいぷいしたら感謝ゲージが上がりまくりそうだな、やっと呪じゆ文もんがいくつか使えるようになるかも」

　陣は茂みに入りこんでくる。シエラは金切り声で叫んだ。

「来ないでー！」

「だって、近づかないとちちんぷいぷいできないだろ」

「ちっ、違うの！　感謝ゲージが上がっても、魔法書が無いから魔法が追加できないの。次の召喚で、リセットした新しい魔法書を手に入れるしかないの」

「魔法書が無い？　また本ほん田だに盗まれたのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　本田聡さと子こは、シエラの「ランプの魔神の魔法書」を自分の蔵書コレクションに加えるため、使い魔王のセーレに命じて奪ったことがある。しかしシエラは、首を横に振った。

「ちっ、違うわ。爆発したの」

「爆発？」

「『火ボ山ル魔カ法ン』の副作用……一発目は、わたしの服が吹っ飛んだの」

「えっ」

　ゆっくりとしげみの中を進んでいた陣じんが、すごい勢いで停止した。

「ちょっ……服が吹っ飛んだって、どういうことだよ」

「だから、副作用でどこが爆発するかわからないけど……『わたし自身』も例外じゃなかったってことなのよ」

「それはつまり、ロシアンルーレットみたいなものか。相手を攻撃することもできるけど、自分も爆発しかねない……」

　陣はぞっとして、息をのみこんだ。

「危なすぎて使えないじゃないか！　いや、それでこそ副作用って気はするけど」

「呪じゆ文もんが何も使えなくても、裏技っぽく使えちゃうかなと思ったけど、甘かったわ」

「うん、危なくて使えないって。座ざ堂どう本体が爆発するまえに気づいて良かったなあ」

「良くないわよ！　こんな格好になるぐらいなら、爆発して木こっ端ぱ微み塵じんになったほうがまし！」

「物騒だなあ。ちょっと服が破れたていどだろ？」

「ちっ、違うわ。……なの」

「え？」

　陣が聞きなおす。シエラは真っ赤になって、怒りながら叫さけんだ。

「だからっ……！　裸なの！」

「えっ……」

　その妖よう艶えんなる単語がシエラの澄んだ声で再生された破壊力はすさまじく、陣はしどろもどろになってしまった。シエラがいる方向のしげみが気になったり、でも見るまいとしたり、ぎこちなく落ち着きのない行動を見せながら、陣は上ずった声でたずねた。

「は……裸って……ほんとに何も体を覆うものがないってことか……？」

「い、いえ、手袋と靴下とヘッドドレスだけは……」

「うわー言うな、もういい！　俺おれはそういうのよくわからないけど、素っ裸よりタチが悪いような気がする！」

　陣は両耳をふさいで叫んだ。しげみの中で、シエラはひざを抱えて小さくなっている。

　一度、

「くしゅん」

　と、小さなくしゃみをした。夜が近づいて山の気温は下がってきているし、シエラの薄くて柔らかい皮膚を覆うものがない状態では、毒虫にくわれてしまう。このままにはしておけない。

　陣じんは、枯葉の下に隠していた魔法のランプを取りだして、シエラに声をかけた。

「ざ、座ざ堂どう。ちちんぷいぷいしてランプのゲートでファミレスに戻れば、もとのファミレスの制服に着替えられるはずだから。早く戻ろう、頭をこっちへ持ってこいよ」

「やだっ、近づかないで！」

「大丈夫だって、見ないから！　見えないから！」

　陣は首がねじ切れそうなぐらい思いっきり首をねじり、シエラのほうを見ないようにしながら手だけを伸ばして、手探りでシエラを探す。その手が、ふわりとなめらかな表面に触れた。柔らかいまるみもある。シエラは悲鳴を上げた。

「きゃあ！」

「えっと、この感触とカーブ……ここはほっぺか？」

「ち、違うわよ、ほっぺたはもっと上！　三十センチほど上！」

「じゃあこれは、ほっぺたより三十センチ下？　そんなところに、こんなパーツが……」

　考えて、ふと陣は動きを止めた。体中から、じっとりと脂汗が噴きだした。

「い、いや！　気のせい、柔らかいと思ったのは気のせい、今のは肩、ただの肩の骨！　そうだよな！」

「そっ、そうよ、肩の骨だし」

　シエラも真っ赤になりながら、必死にごまかして、最初のタッチを「無かったこと」としてもみ消した。

「頭はここだから！　間違えないでよねっ！」

　シエラは戸惑いながら、陣の手をつかんで自分の頭の上に持ってきた。陣は恐る恐るそのあたりをなでる。果たして髪の毛の感触があったので、陣はホッとした。

「良かった、ほんとに頭だな。じゃあ、ちちんぷいぷい」

　陣がシエラの頭をなでる。するとヘッドドレスがゲージのように色が変わり、キラキラと美しい光の粉が振りそそいだ。まるで満開の桜吹雪のような、息が詰まりそうなほどの光だ。

「すごい、庶民がこんなに感謝してることってまず無いんじゃない？　こんなにすごい感謝があるっていうときに、魔法書が無いなんてタイミングが最悪ね。有名人のサイン会に行ったのに、色紙を忘れたレベルだわ」

「べっ別に変な意味で感謝したわけじゃないんだからな！　レディースを片付けてくれたからなんだからな！」

「わっ、わかってるわよ！」

「とにかく今日は早く帰れ、ムカデに背中でも刺されたら一晩寝こむぞ」

「いやー！　ムカデはいやー！」

　シエラは耳を押さえて叫さけんだ。陣じんは必死にシエラのほうを見ないようにしながら言った。

「だから、帰ろうって。ちちんぷいぷいが済んでれば、自分の意思で戻れるだろ」

「で、でもゲートに入るときに、庶民に見られるかも……」

「見ねーって！　見ないから、安心してゲートに入れ！」

「わ、わかったわ」

　シエラはあたふたしながら、煙のほうに向かった。陣は、必死にシエラを見ないように後ろを向いていた。だから、気づかなかった。

「きゃああ避けてー！」

　陣に素肌を見られまいとしてあわてた結果、シエラはキノコを踏んづけてすっ転んでしまった。

「えっ」

　陣は反射的に振りかえる。そのとき陣が見たものは。



　……。



　一瞬、記憶が飛んだらしい。よほど強いショックを受けるような物を見たにちがいない。

　我にかえったとき、陣はシエラの下敷きになっていた。肝心なところを陣が覚えていなかったことを、彼に代わってお詫わびいたします。

　深い草の中で、陣は仰あお向むけになり、その上にシエラがうつぶせに倒れている。

　シエラの長い髪が、陣の上に広がる。体の上に人一人がのしかかっているというのに、最高級の水鳥ダウンを使った羽毛布団のようにふんわりと軽くて柔らかい。

　シエラの顔は陣の鎖骨に当たり、二人の心臓がとても近い位置にあった。トクントクントクン……と、二人の心臓の音が重なる。動どう悸きは音おん叉さのように共鳴して、ドキドキドキドキ……と、ものすごい勢いで心臓が拍動し始めた。

「ざ……座ざ堂どうっ……」

　陣は真っ赤になって、身動きできなくなってしまう。ほぼ全裸のシエラが自分にのしかかっているということは、そのままにしておくわけにも行かないけれど、引きはがすとシエラの裸が見えてしまうことになる。

　シエラもそのことに気づいたのか、真っ赤っかになって顔中から脂汗を噴きだしながら、陣の胸の上に置いた手をきゅっと拳こぶしに握る。

「しょ……庶民。どうしよう……ど、どうしたらいいの……？」

　つぶやいたシエラの声が吐息になる。かすかな空気の動きをあごに感じて、陣の頭の中は混乱しまくる。

「ちょっと黙っててくれ、考えがまとまらない」

　陣じんのみぞおちのあたりに、シエラの胸が当たっていた。ゴージャスセレブなシエラだが、胸のボリュームは上品に控えめである。けれど、小さいくせに柔らかい。高品質な低反発クッションのように、薄くても十分な柔らかさがあるといえば、想像していただけるだろうか。

　平たくいうと、耳たぶのような「冷た柔らかい」感触。それが、陣の体にぴったりと密着していた。

　シエラはシエラで、頭がガンガンするほど心臓が激しく鳴っていた。

　陣は基本的に楔くさび形がた文字大好きの文系男子で、いつも青白い顔をして本を読んでいるイメージがある。けれど、実際にはモーゼの十戒の石版が入った、失われた聖櫃アークを探して日本じゅうを渡り歩いてきた。特に聖櫃アークが四国の剣つるぎ山さんにあるという伝説のため、標高二千メートル近い山に様々な角度から何度も登頂している。ちょっとした一人ワンダーフォーゲル部である。

　文系男子っぽい細く見える体の下には、そういう持久力に富んだ強きよう靭じんな筋肉がある。筋肉には、ムキムキマッチョな無酸素呼吸タイプの太い筋肉と、マラソン選手のような有酸素呼吸タイプの細い筋肉があるが、陣は後者だった。彼がとんでもなく大食いなのに太らないのも、この筋肉がものすごい勢いで基礎代謝を上げているからだ。

　だから、陣の胸には鋼鉄のスプリングのような硬い弾力があった。無駄なものが何もない。そして筋肉のせいで基礎代謝が大きいので、体温が高めだ。

　夜が近づき、山の風は冷たくなっている。シエラの裸の体を、風は容赦なく冷やす。寒くて凍えそうなシエラには、陣のぬくもりが気持ちよかった。

　そして陣はというと、恥ずかしさで真っ赤になって心臓もドキドキして、体温が一気に上昇して熱くてたまらず、自分の体温で煮え死ぬかと思うぐらいだった。そんな彼には、アイスノンのように密着してくるシエラのひんやりとした柔らかい体が気持ちよかった。

（庶民って、温かい……。それに、ヨーロッパの最高級店から輸入したわたしのベッドも、どんな有名ホテルのスウィートルームのベッドも、こんなにクッションは良くないわ）

　熱いホットケーキに乗せられた冷たいバターがゆっくりと溶けるように、全く正反対の二人の体温が、ゆっくりと溶けあい混じりあうように感じた。

（いっそ、このままここで寝てしまってもいいみたい……）

　シエラは眠いような安らかな気持ちになって、目を閉じた。

　下敷きになっていた陣は、シエラが目を閉じたのを見てとまどった。

　シエラはこのまま、自分の上に居座るつもりらしい。猫を飼っている家ならば、仰あお向むけになって昼寝していたら、気づいたら猫におなかの上で丸くなって昼寝されていたという状況がまま起こる。けれど、シエラは猫ではない。ファミレスはディナーのかきいれ時で忙しいから早く帰ってやらないといけないし、それに。

（それに……）

　陣じんは、夜風がかすかに運ぶシエラの香りを、必死に無視しようとする。

　サラサラとした長い髪から香るのは、ダマスクローズの香り。執事のニコライが毎朝つんだ庭のバラの花びらを冷たい水に浮かべ、シエラはそのバラ水で毎朝顔を洗い、髪のスタイリングもしている。安っぽいシャンプーやリンスの合成香料の押しつけがましい香りとは全然ちがう。高山に咲く小さな花のような、遠くかすかな香りだ。

（座ざ堂どうらしい、いい香りだな……。いい香りだけど、でも）

　せめてもうしばらく、その香りに包まれていたいような気がしていた。けれど、同時にそれが怖くてすぐにここから逃げだしたいような気もした。

（どうしてだ？　座堂が怖いなんて、ありえない。そりゃ座堂には傍ぼう若じや無くぶ人じんで傲ごう岸がん不ふ遜そんなときもあるけど、そういうときに逃げたい気分になるのはうるさくて鬱うつ陶とうしいからで、怖いなんて気持ちじゃない。それに、今の座堂は別に傍若無人でも傲岸不遜でもないし、むしろ）

　陣は胸の上のシエラを見つめる。シエラが少し顔の角度を変えたので、彼女の顔を真上から見るアングルになる。小さく尖とがった、まっすぐな鼻筋が綺き麗れいだ。まつげの長さが目立つ。どの角度から見ても、完全無欠の美少女なのだとあらためて感じる。そんな彼女が無防備に、今、陣の胸に頬ほおを寄せている。

（いや、でも……だから、なのか）

　陣は一度ため息をついて、シエラに言った。

「早く戻ろう、座堂。みんなが待ってる」

　ぴくん、とシエラが小さく動いた。胸の上で陣を見上げた瞳ひとみが少し寂しそうだったが、陣は彼女を見ないように横を向いていたので、それには気づかなかった。

「……そうね。みんなが待ってるものね」

　シエラは暗く目を伏せる。目を閉じたとき、涙が一粒だけこぼれて、陣の胸をぬらした。その涙の熱さに、陣は驚く。

「……座堂？」

　泣いているのか、と聞こうとした。今の自分の答えは、いけなかったのかと思った。

　けれど、別の答えを試すチャンスは無かった。すぐに二人の体は、紫色の煙に包まれたからだ。

　次の瞬間には、二人はファミレスの女子トイレに戻っていた。シエラは、もとのファミレスの制服を着て陣の上にいた。

「座ど……」

　陣が口を開くまえに、シエラは顔をそむけて立ちあがる。彼女がどんな表情をしているのか、陣じんには見えなかった。

「早くみんなを手伝いに行くわよ、庶民」

　早口にそう言って、シエラはトイレを出ていく。

　ちょうど料理を下げながらトイレの前を通っていた説せつ子こが、驚いた目をシエラに向けた。

「座ざ堂どうさんっ？　ど、どこに行ってたのっ？　トイレの中に誰だれもいなくなってたんだけど、どこから出てきたのっ？」

「えっ……ああ、あの人たち、天井の通気口から逃げてしまったの。あまりひどいことをすると、座堂家が警察に圧力をかけて未成年でも逮捕させるって忠告したら、怖がらせすぎたのね」

　と、シエラは言った。説子は、怪け訝げんそうにシエラを見つめる。

「じゃあ、いなくなったと思ったのは座堂さんも天井裏にいたってこと？　目が赤いみたいだけれど、大丈夫？」

「えっ、ああうん……大丈夫よ、天井裏のホコリのせいだと思うわ」

　シエラは目をこする。店内にはもう、客がぎっしり入っていた。

「さあ、そんなことよりがんばりましょ！　神じん宮ぐう寺じさんのドラムスティックのために！」

　無理に明るくふるまうシエラに、説子はますます不審そうな視線を向けていたが、あえて何も言わなかった。



　いっぽうトイレに残された陣は、床の上でよっこらしょと身を起こした。

「俺おれの答えが間違いだったって？　でも……突然あんなことになって、心の準備なんてできるかよ。それに……」

　シエラに近づけば近づくほど、彼女が高たか嶺ねの花だということを実感する。興味が無く彼女の存在自体よく知らなかったころは、単なるクラスメイトの一人だという認識だったのに、知れば知るほど彼女はセレブで学園中の人気者で、陣が近づくことなど恐れ多いような存在なのだ。

「座堂が俺にくっついてるのは、たまたまあいつがランプの魔神の末まつ裔えいで、俺がソロモンの指ゆび環わを持ってただけのことだ。ソロモンの指環さえ持っていれば、ご主人様は誰でもいい……俺でなくてもいいんだ。俺は座堂にとって、特別な人間なんかじゃない……」

　陣は床にひざを立てて、座りこむ。シエラにくっついて行きそこねたトーレムが、携帯電話を引きずったまま部屋の隅から陣を見上げて、

『ぷきゅー！』

　と呼んだ。陣は、トーレムを手のひらに載せる。

「おまえもそう思うだろ、トーレム。たかがそれだけの理由をだしにして、俺なんかが必要以上に近づいていいような娘こじゃないよな、座堂は。今、家族がいなくて一時的に寂しい気持ちになってるだけなら、それにつけこむようなまねなんてせずに、座ざ堂どうが落ちつくまで待ってやったほうがいいよな。落ちつけば、俺おれみたいな庶民のことなんてどうでもよくなるはずだしな」

『ぷきゅきゅー！』

　トーレムは必死に首を横に振るが、陣じんは自分の中でだけ答えを出してしまっていて、トーレムの声など届いていなかった。

　ついさっきまで二人がくっついていた体温が、急激に冷えていく。陣は自分に自信を持ちきれないのかもしれないし、高たか嶺ねに咲く美しい花に触れることをためらい、じっと見守っていたい気持ちになっているのかもしれない。

　それは誰だれにも、陣自身にもわからなかった。ただ夜風の中で香ったダマスクローズの香りだけがいつまでも、甘く柔らかく、陣の鼻をくすぐり続けていた。



    

  
    
      




三話　わずか１小節の摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら





　放課後の屋上から、軽快なドラムの音が聞こえてきた。

「摩訶般若波羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅！」

「うるさーい！　ですわ！」

　講堂でコントラバスを弾いていたミルカは、ブチ切れながら弓をぎゅっと弦に押しつけてひっぱった。とたんに、

「ぎゅりぃぃぃぃいりいいいいいいいっ！」

　という、鼓膜が裂けそうなすさまじい音が鳴りひびいた。ストラディバリの素晴らしい筐きよう体たいだけに、ひどい音もすばらしく増幅してしまう。講堂で練習中だった吹奏楽部の部員たちは、耳を押さえて悶もん絶ぜつした。

「ぎええええええ！　部長、やめてください、落ち着いてください！」

「こんなところで毒電波を発生したところで、軽音楽部には聞こえませんから！」

　部員たちが悲鳴交じりに訴えた。ミルカはムカムカしながら、コントラバスを放りだす。

「もう飽きましたわ、あとはあなたがたで練習しておいてくださいな！」

　うろたえている部員たちを尻しり目めに講堂を出て、腰から下げたキラデコのテーブルベルをチリリーンと鳴らすと、どこからかお目付け役の富ふ士じ峰みね子こがやって来た。

「今日はもうお帰りですか、姫様」

「ええ、今日はとても気分が悪いのですわ。せっかく舎しや妹まいのレディースをさしむけて妨害工作をしてさしあげたのに、結局軽音楽部は新しいドラムスティックを手に入れてしまいましたもの！」

　ミルカは廊下を歩きながら、ムカムカを峰子にぶつける。

「舎妹たちが言うには、トイレに行くなり十キロも離れた山の中にいたそうですわ。いったい、どうやってそんなことができましたのかしら？　あたくしのバックにはお父様の組織しか無いけれど、座ざ堂どうシエラのバックにはＫＧＢカーゲーベーがいるという噂うわさは本当だったのかもしれませんわ」

　ミルカはイライラしながら、ラインストーンやラメでキラデコにデコった爪つめをかむ。たしかにシエラのバックにはＫＧＢがいるが、それはカーゲーベーではなく「今日も元気に冒険だの会」と読む。ということになっている。

「あたくしは相手を『消す』ことしかできませんけれど、三十二人のレディースを一瞬で山の中に葬り去るほどの座堂シエラの背後組織のこと、恐らく相手の存在を最初からこの世に存在しなかったように完全に消し去ることも可能なのかもしれませんわ……！」

　心配しているミルカには申し訳ないが、今回レディースが消えたことにＫＧＢは関係していない。

　なぜならＫＧＢのミハイル・イワノビッチは、夏休みのあいだシエラの別荘で、魔法によって「塩の柱」にされていた夕ゆう也やの警護をしていたわけで、つまり彼は夏休み返上で働いていたわけだ。



　ということで、ミハイルはロシアに戻り、妻ナスターシャ・ペトローブナと息子ミシュートカとともに、遅い夏休みを過ごしていた。

「はっくしょん。今誰だれか、私ヤーの悪口でも言ってたダー？」

　すでに寒くなりはじめたロシアの秋、ミハイルは相変わらず防寒着で体を包み、鼻までおおうマフラーとサングラスで顔も隠している。

　ちなみに妻と息子も同じ格好で、三人でテーブルを囲みながらボルシチとピロシキの朝ごはんを食べていた。時差の関係で、日本の昼下がりは、ロシアでは朝になる。

「あなたチー、寒くなってきたから風邪に気をつけるダー」

「お父パさんパ、せっかく久しぶりにお休みが取れたんだから、モスクワのゴーリキー遊園地に行こうダー」

「いいけど絶叫系の乗り物は一人で乗るダー、ミシュートカ」

「まあ、パパったら。冷戦時代はキャノピー吹っ飛ばしたスホーイでマッハの壁を突破しながらドラグノフで狙そ撃げきとかしてたくせに、どのお口で絶叫系の乗り物が怖いなんて言ってるダー？」

「お母さんマンマ、冷戦時代のことはお口にチャックダー」

「ごめんなさい、あなたチー。ところでこのあいだ目つきの鋭い東洋人が来て、スイス銀行の口座がどうのって言ってたんダーけど……」

「現在進行形のことも、お口にチャックダー」

　ミハイルは分厚い手袋をした手をマフラーの口元に持っていって、しー、という身振りをした。



    

  









    
      

　遠くロシアに脱線した話を、元に戻そう。

　要するに、ミルカは軽音楽部への嫌がらせが失敗に終わって、イライラしていたのだ。峰みね子こをしたがえて校庭を歩きながらも、彼女は腹立たしくて何度も地団太を踏んでいた。

「いったい、このあたくしと座ざ堂どうシエラのどこが違うといいますの？　客観的に見て、あたくしのほうが可愛かわいいはずですわ！　軽音楽部なんて弱小クラブ、あたくしの力をもってすれば一発でつぶせると思っていたのに、こんなにてこずるなんて。座堂シエラは無敵ですのっ？」

　峰子は、彼女のあとからついて来ながら、くすっと笑った。

「姫様は、いつも座堂シエラの話をしておられますね」

「はあっ？　そっ、そんなにあたくし、座堂シエラの話をしてますっ？」

　ミルカは赤くなって、額を押さえる。

「そういえば、けっこう一日中座堂シエラのことを考えてるかもしれませんわ。あたくしったら、どれだけ座堂シエラに夢中なんですの！」

「座堂シエラのほうは、二学期になるまで姫様のことを知らなかったようですが……」

「それが余計に、あたくしをして座堂シエラに執着させるのですわ！　あたくしは相手をよく知っているのに、このあたくしを知らないなんて生意気な！　あたくしが座堂シエラのことがずっと気になって仕方がないように、座堂シエラがあたくしのことを一時も忘れられないぐらいの屈辱を与えてやりたいというのに！」

「ということは、座堂シエラが姫様を気にしていない以上に姫様が座堂シエラを気にしないようにすれば、相対的にそれは姫様の勝ちということになるのでは？」

「はっ！　そ、そうですわね。さすが峰みね子こですわ、あったまいーですわ」

　ミルカは表情を輝かせ、目を閉じて、意識を集中する。

「峰子が言うとおりですわね。気にしないでおきますわ」

　イラッ。

「考えないようにしますわ」

　イラッ。

　イライラッ。

「ガー！　気になって気になって仕方がありませんわーっ！　座ざ堂どうシエラを気にしないでおこうとしたら、やっぱりあたくしの前に姿が見えないよう、軽音楽部を抹殺するしかありませんわ！」

　ミルカは興奮して、ふーふーと猫のように息を荒らげていた。峰子はそんなミルカの背を見つめて、

「そうですね。座堂シエラごとき三流セレブなどに、負けているわけには行きません。姫様は、この日本ひのもとを支配するべきセレブの中のセレブなのですから」

　と、謎なぞめいた笑みを浮かべた。



　いっぽう、当の軽音楽部のほうはというと……六時間目が終わった直後に、少し時間を巻き戻そう。

　その日、軽音楽部の部室に最初にきたのはシエラだった。

　説せつ子ことあすらは十三組で、六時間目が体育なので着替えなどに時間がかかる。そしてシエラと同じ二組の陣じんと夕ゆう也やは「あらき」と「うただ」、出席番号が頭のほうなので何かと担任の雛ひな菊ぎくかすみ先生に用事を言いつけられることが多い。今日は、プリントの印刷を手伝わされていた。

「手伝ってもらっちゃって、ごめんなさいですぅ～。わたし、パソコンとか苦手なんですぅ～」

　二十八歳にもなって、雛菊先生はものっすごい小柄で童顔で少女趣味な服を着て、どう見ても教え子よりも年下にしか見えない。二十八歳なのに、妖よう艶えんなる「パンティー」でも知的な「ショーツ」でもなく、あくまでも「パンツ」しかも「イチゴ模様」を貫いているのは、ここだけの秘密だ。

　職員室の雛菊先生の机で、夕也がパソコンをいじり、陣がプリンターのカートリッジを交換している。

「パソコンが苦手って、どこを押したら電源が入るのかから教えないといけないレベルの人って、さすがに今日び珍しいっすよ先生」

　夕也が呆あきれながら言った。雛菊先生は、両手の人差し指をつんつんと突き合わせる。

「だ、だって、携帯電話も難しいからまだわたしの家は黒電話なんですぅ～」

「ちょっとは新しい技術を取り入れる努力をしてほしいっすね。そんな保守的だから、二十八歳にもなって子供のころのままのイチゴパンツをはきつづけることになるんですよ」

「なんでわたしのイチゴパンツを知ってるですぅ～！」

　雛ひな菊ぎく先生は真っ赤になって、夕ゆう也やの頭をポカポカ殴った。夕也は悲鳴を上げる。

「痛！　痛！　痛！　体罰教師反対！」

「体罰教師って、今日びいないよなあ。そういう意味では、雛菊先生はたしかに保守的なんだな」

　陣じんが呆あきれながら、机の横にあった書きかけのプリントを手に取る。

「で、これはいったい何なんですか？　国語のプリントには見えないけど……ソフトボール大会？」

「市内の学校の先生たち対抗のソフトボール大会が、毎年秋にあるんですぅ～。先生はピッチャーだから、みんなに応援にきてもらおうと思って、校内に貼はるチラシを作ってたんですぅ～」

　雛菊先生は両手を胸の前で組んで、きらきらした目を陣に向ける。

「というわけで、新あら木きくんたちにもうひとつお願いがあるんですぅ～」

「え？」

　陣と夕也が、目をぱちくりした。



　そういうわけで、軽音楽部の部室にはまだ誰だれも来ていなかったのである。

　シエラは少し寂しい気持ちも半分、のんびりした気持ちも半分で、羽をのばして椅い子すの上で大きくのびをしながら、ゆっくりと部室の中を見まわした。

　あすらのドラム、楽器を入れるロッカー、机の上には楽譜や楽器、ロッカーの上にはジュースを飲むときのコップや買い置きのお菓子。狭くてごちゃごちゃしているけれど、少しホコリっぽいにおいもするけれど、ここにいるとシエラは妙に落ちついた。

　いつも周囲を取り巻きで取り巻かれているシエラだが、ここにいれば、毒舌説せつ子こがいるので男子は近づかないし、女子は近寄ってくると食ってしまおうと狙っている夕也のおかげでやっぱり近づいてこない。校内でこの部室だけが、静かな時間を過ごせる唯一の場所だった。

「この部室をコントラバス置き場に使いたがっている姫ひめ小こう路じさんには申し訳ないけれど……やっぱりこの部室が無くなったら困るわよね、トーレム」

　机の上に携帯電話を置くと、ストラップになっているトーレムがつぶらな瞳ひとみでシエラを見上げ、

『ぷきゅきゅー』

　とうなずいた。

「誰だれもいないのに、何だか部室がポカポカしてるわね」

　シエラが椅い子すに座って、不思議そうに部室を見まわす。トーレムが、

『ぷきゅきゅー→』

　と、廊下のほうを示した。秋の太陽は低くなり、廊下から部屋の奥まで光が入ってきていた。

「そうか、部室の中に日が入るようになったのね。もう秋なのね……」

　夕方が近づくにつれ、太陽の光はじょじょに金色に染まっていく。窓辺に座るシエラの髪に光がすけて、きらきらとした金色の破片のように彼女の髪の中で舞った。髪に当たった太陽が暖かくて、シエラは目を閉じる。

　山の中で感じた、陣じんのぬくもりを思いだした。温かい太陽の光を感じながら、ボロい部室のどこからか吹きこんでくるわずかな風に髪が揺れると、陣の温かい手で撫なでられているような気がした。

（ちちんぷいぷい……）

　シエラは目を閉じながら、その呪じゆ文もんを思いだす。

（はじめてランプの魔神になったとき、庶民に頭を撫でられて、子供みたいで失礼だわって思ったけど。でも、ちょっと嬉うれしかった。小さいころからパパもママもわたしの側にはいなくて、わたしを誉めてくれるのはニコライやメアリーや使用人たちだけで、使用人が主人の頭なんて撫でるわけには行かなかった。小学校時代はスイスの寄宿舎で過ごしたけど、そこの先生たちにとってもわたしは多額な寄付をしてくれるセレブの娘で、頭を撫でるなんて『失敬』なことはできなかった。でも……わたしはいつもまわりの子たちが、上手に絵を描いたり運動会で一等賞をとったとき、親に頭を撫でて誉めてもらえるのがうらやましかった。感謝ゲージも魔法書の呪文も関係なく、庶民が頭を撫でてくれると、いつもちょっとだけ嬉しかった……）

　太陽に照らされて、頬ほおが熱い。目を開くと、太陽がまぶしくてよく目を開けない。陣の顔を、ときどきまともに見られなくなってしまうように。

（わたし……もしかしたら、庶民のことが……？）

　机の上にひじをつき、黄金の太陽を見つめながら、シエラはぼんやりしていた。



　カタン。

　物音がして、シエラは驚いた。目を向けると、陣が呆ぼう然ぜんとして立っていた。

「あら、庶民。何びっくりした顔してるの？」

　きょとんとしたシエラに、陣はハッと我にかえって、ぶんぶんっと頭を振った。

「あっ、い、いや……。ううん、別にっ……」

　金色の光のかけらに包まれたシエラが綺き麗れいすぎて、思わず見とれて声を失ってしまったなんて、口が裂けても言えなかった。陣じんは深呼吸してから、シエラに言った。

「それより、雛ひな菊ぎく先生が話があるって、そこまで来てるんだけど」

「えっ……あっ、ちょっと待って」

　シエラはあわてて、机の上で日差しの暖かさにうつらうつらしていたトーレムを、携帯電話ごとポケットにつっこんだ。それを確認してから、陣が夕ゆう也やと雛菊先生を部室に入れた。

「雛菊先生、何かご用でしょうか」

　シエラはいつもどおり素早く猫をかぶって、ふんわりとした上品な笑顔を見せる。雛菊先生は、恥ずかしそうに鼻の頭を指でかりかり引っかいた。

「うん、ええっと、今度の日曜日に私立セントエルモス学院と、教職員対抗ソフトボールの試合があるんですぅ～」

「へえ、そんなのがあったんですか。先生どうしの親しん睦ぼくを深めるためですか？」

「勝ったほうが、相手の学校の私学助成金を全部もらえるんですぅ～」

「どう考えてもそれって犯罪です」

「最近不景気で、どこの学校も厳しいですぅ～。もし負けたら、経費削減のために先生が何人かリストラされてしまうですぅ～」

「あの欲張り理事長らしいな」

　陣はため息をつく。雛菊先生は、弱りきった表情を浮かべた。

「そうなんですぅ～。ついでに、理事長は大金持ちの座ざ堂どうさんを学校に足止めして、大量の寄付金をゲットしようと企んでいるですぅ～。もし負けたら、また座堂さんに赤点を取らせて留年させようとするですぅ～」

「そ、そんな！　留年なんて困ります」

　シエラは心底困惑していた。以前にシエラが赤点を取って理事長に留年させられかけたとき、最初のうちは、セレブな自分が留年したら周囲の生徒にも使用人たちにも恥ずかしいという気持ちが強かった。けれど、陣がシエラの留年を回避するために必死に協力してくれたとき、留年したら陣と同じ学年で卒業できない、それが嫌だと思った。今でもその気持ちは同じだ。

「やっぱりそうですぅ～？　というわけで、われらが春はる紗しや学園教職員ソフトボールチーム『センセーズ』の勝利のため、プリプリにちょっとお願いがあるですぅ～」

「チーム名のネーミングセンスにツッコミを入れるのは、とりあえず今は我慢しておくんだ」

　と、陣がシエラに言った。雛菊先生は両手を合わせて、二十八歳には見えないキラキラお目々でシエラを見上げた。

「プリプリに、ソフトボールの応援にきてほしいんですぅ～」

「プリティプリンセス＆サーバンツにですか？　でも、スポーツの試合の応援ってふつう吹奏楽ブラスバンドですよね？」

「実は、センセーズにピッチャーはわたししかいないですぅ～。でもわたし、ものすごいド近眼なんですぅ～。さすがにストライクゾーンがわからないほどじゃないですけど、キャッチャーのサインは見えないですぅ～」

　雛ひな菊ぎく先生はおだんごヘアを揺らしながら、真剣な表情で言った。

「というわけで！　プリプリにお願いしたいのは、サインを見て、それとなく歌にしてわたしに教えてほしいですぅ～」

「あ、なるほど。応援歌みたいなのを暗号にするんですね」

「たしかにブラバンには、歌は無いからなあ」

　陣じんも納得してうなずいた。夕ゆう也やが、雛菊先生の童顔と大きなお目々を不思議そうにのぞきこむ。

「でも、先生が近眼とは知らなかったなあ。そうは見えないっすけど」

「ふだんはコンタクトしてるですぅ～。でも、ソフトボールの試合でコンタクトして落ちたら、試合にならないですぅ～」

「メガネをかければいいじゃないっすか。野球選手がかけてる、顔にフィットしたメガネもあるでしょ」

「だってっ！　わたしは究極のメガネブスなんですぅ～！」

　雛菊先生はこぶしを握りしめて叫さけんだ。シエラの目が点になる。

「えっ、でも……給料やリストラや留年がかかった試合なんですよね？」

「それに先生、メガネっ娘こっていうのも萌もえ要素だし」

　と、夕也もフォローした。だが、雛菊先生はぶんぶんっと首を激しく横に振る。

「でもっ！　わたし絶望的にメガネが似合わない顔なんですぅ～！」

「いやいや、そんなことで」

「ううん、それ一理あるかもしれないよ」

　そう言って、部室にあすらが入ってきた。あすらに続いて入ってきた説せつ子こは、片目に眼帯をしている。夕也は驚いて、目をまん丸にした。

「毒どく呂ろがゴスをこじらせてる！」

「そんなわけないでしょ、このデコスケ。六時間目のバレーボールで、自分のレシーブが顔に激突したのよ」

「あるある、入射角と反射角を読み違えるとそうなるよな」

「それで、ぼくがつきそって保健室に行ってたんだ」

　あすらが説子を支えて、シエラの隣の椅い子すに座らせてやりながら言った。眼帯をしていると、距離感がつかめなくてあちこちにぶつかりやすくなるのだ。シエラは、心配そうに説せつ子この顔を見つめる。

「六時間目が体育だとしてもちょっと遅すぎるかなと思っていたのよ、大丈夫？」

「うん、目は大丈夫なんだけどアザができてカッコ悪いから」

「そういうわけで、メガネかけてたらボールの直撃でメガネが割れたりして危ないかもしれないじゃない。ソフトボールだと、バレーボールより小さいし球威もあるし。そういう意味で、メガネはしないほうがいいっていうのにぼくは賛成だな」

　あすらのことばに、説子もうなずく。雛ひな菊ぎく先生は目を輝かせて、二人の手を握った。

「わかってくれるですぅ～っ？　じゃあ、サイン読みのお手伝いよろしく頼むですぅ。これで安心して、投球練習に励めるですぅ！　目指せ冬のボーナスＵＰですぅ！」

　雛菊先生はガッツポーズをしながら、元気良く部室を出ていく。夕ゆう也やは、あきれてため息をついた。

「やれやれ、先生ってのは私用で生徒をこき使ってくれちゃうねえ」

「私用だけじゃないだろ、座ざ堂どうだって理事長のターゲットになってるわけだし。センセーズには勝ってもらわないと！」

　陣じんが力をこめて言った。シエラは驚いて、大きく目を見開く。

（庶民……？　それって、わたしのためにってこと……？）

　夕也はニヤニヤしながら、陣の背中を肩でうりうりした。

「ほっほう、座堂は俺おれが守る宣言ですか。かっこいいねえ、陣くんったら」

「べっ、別に友達かばうのはふつうのことだろ！」

　真っ赤になって、陣が反論する。それを聞いて、シエラは寂しげにほほえんだ。

（そうか、そうよね。友達だからかばうのよね、庶民は友達思いだもの。それ以上なんかじゃ、ないのよね……）

　シエラの横顔によぎる影に、前に座っていたあすらが気づいた。彼女はシエラと陣を一度見比べたが、それについては何も言及せず、

「……じゃ、日曜まで時間がないから、文化祭の練習は中断してソフトボール大会の応援の練習だね！」

　と、「夢彩むーさい」で買ったばかりの真新しいＮＡＳＡのドラムスティックを手に立ちあがった。

　軽音楽部の外の木の上には、サロメが寝転んでいた。

「ふん、なるほど……そういうことか」

　サロメは赤い目を邪悪に細めた。



　そういうわけで、軽音楽部は屋上で元気に練習を開始し、その音が気に障ったミルカは講堂を飛びだした……というのが、この日の各人の行動であった。

「考えないようにする……本当に、それだけで我慢できるのか？」

　くすくすと笑う冷たい声に、ミルカはきょろきょろする。

「その声は……」

　校庭の木の枝に、高等部の制服を着たサロメが座っていた。そのとき、富ふ士じ峰みね子こはそっと後ろに下がって、彼女らから距離を取った。ミルカはサロメを力いっぱい指さして、叫さけんだ。

「やっぱり、あなたは！　ニャロメ！」

「フッ、ここで『ニャロメじゃないニャロメー！』と、語尾がニャロメになってんじゃん的な返しをしてネコミミとしっぽを生やすと思っていたであろう？　わらわの行動を、たかが人間が読めるとでも思っていたとは、傲ごう慢まんこの上無いな」

　サロメは木の枝から飛び下りて、ミルカの前にすたんと着地する。ミルカは、警戒した表情でサロメをにらんだ。

「それであたくしに何の用ですの、カロメ」

「おいしくない缶ジュースの名よりは、いっそニャロメと呼べニャロメー！」

　サロメは結局オレンジの耳としっぽを生やして、猛烈に抗議する。

「っていうか、きっちり飲んだことあるんですのね。売ってる自販機探すほうが大変なような気がしますけど。で、もう一度聞きますけど、あたくしに何の用ですの？　せっかく吹奏楽部に入れてさしあげたのに、今日の練習をサボったようですけど？　トランペットの腕はなかなかのものですけど、あなたそもそも、授業をちゃんと受けてますの？」

「残念ながら、練習などしても無駄なのだ。この日曜日のそふとぼおる大会とやらの応援は、軽音楽部に依頼されたのだからな」

「なっ、何ですってー！」

　ミルカは愕がく然ぜんとして叫び、サロメにつかみかかる。

「どういうことですの！　応援といえば吹奏楽ブラバンと決まってますでしょ！」

「ピッチャーの目が悪いので、サインをかわりに見て、それを応援歌に偽装して伝えるのだそうだ。ということは、大事な歌をかき消すような吹奏楽ブラバンは来てくれるなと、そうなるだろう」

「ゆ……許せませんわ！　あたくしより座ざ堂どうシエラを応援に頼むだなんて！」

「そこで、ここからが本題なのだ」

　サロメは、ミルカに顔を近づけて邪悪な声でささやく。

「そなたは座堂シエラの応援を邪魔するのだ。そうすれば、座堂シエラは留年する。留年するぐらいなら、プライドの高いあの者のこと、自主退学するだろう。そうなればこの学校でそなたに敵はいない、わらわも座堂シエラがスンスン泣きながら学校を去る姿を高笑いしながら見送ることができるというものだ」

「応援を邪魔するのと留年と、どう絡んでくるのかよくわからないけれど、座ざ堂どうシエラが自主退学するというのは、それはなかなか面白い情報ですわね」

　ミルカも、邪悪な笑みを浮かべた。しかし、ふと怪け訝げんそうに眉まゆをひそめてサロメを見つめる。

「というか……応援を邪魔するだけなら、何もあたくしの力を借りなくても、あなたでも何とかできるのではありませんの？　座堂シエラのトゥシューズに画が鋲びようを入れるとか、ラケットを隠すとか、手軽にできる方法がいろいろございますでしょう？」

「いやいやいやいや、わらわにはとてもそんな簡単にいろいろ嫌がらせを思いつけぬ。さすがだな、姫ひめ小こう路じミルカとやら」

「誉められてる気がしませんが、そういうことでしたらとりあえず方法を考えましょうかしらね。なかなか有意義な情報、ありがとうですわ」

　ミルカは笑いながら立ち去った。彼女が歩きだしてサロメの視界から消えてから、峰みね子こがふたたび現れた。ミルカは、おや、と彼女を振りかえる。

「峰子、今どこかへ行ってましたの？」

「いえ、別に。話の邪魔をしてはいけないと思いまして、少し下がっていただけです」

「気にしなくてもよろしかったのに。このあたくしの部下が、あのニャロメの前からコソコソ隠れているように思われては、しゃくではありませんの」

「お話は聞いていました。どのように座堂シエラの妨害をなさいますか？」

「問題は、それなんですのよね……」

　ミルカは、眉をひそめて考えこむ。

「先生の手前、吹奏楽部を率いてあからさまな妨害演奏はできませんし、そもそも吹奏学部は呼ばれてませんし。力ずくで行っても、レディースを三十二人さしむけても撃退されてしまいますし。どうすればいいのか、さっぱりですわ」

「でしたら……あの『本』を使えばよろしいのです」

　ふと、峰子の目が邪悪な輝きを宿した。

「『本』……？」

「黒い表紙の、ドクロの模様の本です。わたし、もう一度翻訳をしなおしてみたのです」

　峰子は、ミルカに「死者の書ネクロノミコン」を手渡した。ミルカは怪訝そうに峰子を見つめる。

「峰子、あたくしは『おまじない』に頼りたいわけではありませんのよ」

「この本は、効果があるのかないのか、誰だれに働きかけているのかもわからない『おまじない』ではありません。この本を狙っている者が多いので、多くはお教えできませんが、この呪じゆ文もんを唱えれば姫様は大いなる力を使うことができるのです」

「大いなる力って、お父様は大いなる権力や大人数の舎しや弟ていを持ってますわよ」

「そんなものとは比べ物にならないぐらい大きな力です。百聞は一見にしかずと言いますから、座ざ堂どうシエラに使ってみると良いと思いますよ」

「ふーん？　よくわかりませんけど、峰みね子こがそう言うならやってみましょうかしら？」

　ミルカは気乗りしないようすで、「死者の書ネクロノミコン」を開いた。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者に……」

　ミルカが訳されたことばを読みはじめるや、空気がざわつきはじめた。峰子は素早く、ミルカから本を取りあげる。

「今はそこまでに、姫様。本番まで取っておきましょう」

　あまり強い魔力が発動しては、わたしには隠しきれないかもしれませんから……と、峰子は聞こえないように、小さくつぶやいた。ミルカはきょとんとしていたが、

「よくわかりませんけど、峰子の言うようにしますわ。峰子はあたくしが小さいころからそばに仕えてくれているし、お父様もいつも、峰子の言うことをよく聞くようにおっしゃってますものね」

　と、無防備にほほえんだ。峰子は、にっこりとほほえみを返した。



　残されたサロメは腕組みをしながら、フンと鼻を鳴らして苦笑する。

「姫ひめ小こう路じミルカ……しょせん、わらわから見れば小物よ」

　サロメは長い黒髪をかきあげ、自信たっぷりにつぶやいた。

「『死者の書ネクロノミコン』を失ったとはいえ、ことばさえあれば生骸ゾンビのかわりに生者を操ることができるわけだ。座堂シエラを退学させることができれば、姫小路ミルカはわらわを信頼するようになり、より操りやすくなる。そうなれば、次の標的は『偶像崇拝』だ。あの者が持つ『死者の書ネクロノミコン』を我が物とすれば、ふたたびわらわは百のドクロを操る百の首の王女に戻ることができる。このような、無力な一人の女の子に甘んじる屈辱を払ふつ拭しよくすることができるのだ。ふふふふ……ははははは！」

「サロメさん」

「ひゃああ！」

　背後からいきなり聡さと子こに声をかけられて、サロメの声がひっくり返った。びっくりしすぎて、地面に尻しり餅もちをついてしまう。

「そっ……そなた、いつからそこにいた！」

「何か良からぬことでも考えていたんですか？」

　聡子は、冷ややかな目でサロメを見下ろし、それからきょろきょろした。

「……おや？　今、ここに何かいましたか？」

「い、いや！　いない、何もいないぞ！」

　ぶんぶんっ、とサロメは首を横に振る。いつかやっつけてやるとは思っているが、現状の力関係ではとうてい聡さと子こには勝てないので、思いっきりびびってしまっている。聡子は、意味ありげに目を細めた。

「ふーん……。まあ、構いません。何がいたところで、退屈な毎日が少し面白くなるていどのものでしょうから……少なくとも、安あん藤どうさんの『調理実習』に比べれば、大したことではありませんよ」

「『調理実習』？」

　サロメは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。そのとき、少し離れたところにある家庭科室から、もくもくもくもくっと黒煙が上がり、すさまじい悲鳴が聞こえた。

「キャー！　部長っ、焦げてますっ、鮭さけ焦げてますっ！」

「どいて、香か住すみ！　うわああああオーブントースターが火を吹いたあああああ！」

　どたどたどたばたばたばたっ、とすさまじい大騒ぎが聞こえた。香住とは、陣じんの幼なじみで妹分の中等部一年生、香住愛あい花かのことである。そして、彼女の名を呼んだのは家庭科部部長の中等部三年生、聡子の親友である安藤奈な津つだ。

「ククク……これより面白いことは、そうそうありませんでしょう？」

　もくもくした煙の中から、奈津と愛花がゴホゴホ言いながら扉を開けて脱出してきた。髪の毛も顔も、すすで真っ黒になっている。中等部にしては背が高くボディパーツもボリュームのある奈津は、小柄な愛花をにらみながら言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「ゴホンゴホン！　香か住すみったら、夏休みが終わってドジっ娘こをこじらせてるじゃん！　オーブントースターが火を吹くとか、もうドジじゃなくてテロだよそれは！」

「でも愛あい花か、鮭さけを焼いただけなんです、他ほかによぶんなこと何もしなかったのに～」

「何もしなかったから、だよ！　鮭の下にアルミホイル敷かなかったでしょ！　鮭は脂が多いから、溶けた脂がオーブントースターの電熱線にくっついて発火したんだよこれ！」

「ごっ、ごめんなさい～！」

「ったく、図書館の貸し出しに残ってるさとっちに差し入れ持ってってあげようと思ってたのに、これじゃドリフの雷コントじゃん」

「もう一度ごめんなさい、部長の言うことって昭和すぎてちっともわかりません」

　奈な津つは自他共に認めるオカン体質である。手芸が大好きでおせっかい焼き、平成生まれのはずなのに性格も趣味もかなり昭和テイスト満載だ。

　聡さと子こが、楽しそうに目を細めて奈津に近づいた。

「アルミホイルなんて飾りですよ、安あん藤どうさん。偉い人には、それがわからないのです」

「いや、チューリップのカラアゲのアルミホイルはたしかに飾りだけど、オーブントースターの場合アルミホイルが無いと火を吹くから」

「チューリップのカラアゲとは、また安藤さんらしく昭和テイストですね……ククク」

「チューリップを食べちゃうんですか？」

　愛花がびっくりして奈津にたずねた。

「違う違う、手羽先の肉を引っくり返して、骨の先に肉がついたマンガみたいな肉を作るのよ」

「で、昭和を懐かしんでドリフの雷コントをしてらっしゃったんですか？」

「違うよ、さとっちに差し入れを作ってたんだ」

「差し入れ？　……わたしに、ですか？」

　聡子はきょとんとした。奈津はうなずいて、説明する。

「焼いた塩ジャケをほぐして、マヨネーズと混ぜて、ツナマヨみたいに鮭マヨを作るの。それをパンに塗ってもおにぎりにしてもツナマヨの百万倍おいしいから、さとっちに食べさせてあげたかったんだよね～。なのにこれじゃあ、コゲコゲだよね」

　奈津は、ふう、とため息をついて家庭科室のほうを見る。聡子は家庭科室に入って、真っ黒コゲのオーブントースターを開いた。ぼわん、と黒い煙がひとかたまり、飛びだした。愛花が驚いて、目を見開く。

「わっ、まだ煙が残ってた！」

「安藤さん、鮭はおいしそうに焼けてるじゃありませんか、ククク……」

　聡子はオーブントースターの中に菜ばしをつっこんで、綺き麗れいなオレンジ色に焼き目がついた鮭の切り身を取りだした。奈津はびっくりして、飛んでくる。

「コゲコゲじゃない！　絶対、黒くて苦くてジャリジャリになってると思ってたのに！」

「だから言ったでしょう、アルミホイルなんて飾りですって。せっかくだから、待ってますのでご自慢の鮭さけマヨを作ってください。食パンに塗ってトーストにしていただけると、五割増しうれしいです……ククク」

「わかった、すぐ作ったげるから待ってて。しかしびっくりしたなあ、あたしの『くらしの知恵袋ノート』に書いておかなくちゃ。『アルミホイルなんか飾り』だって」

　奈な津つはすすで真っ黒になった家庭科室で、上機嫌に鮭をほぐしはじめる。無表情ながらも、楽しみなようすで座って待っている聡さと子こに、サロメは目を向けた。

（『偶像崇拝』め。今何か、ものすごく無駄な魔法を使ったな）

　サロメが見破ったとおりである。聡子は奈津をがっかりさせないために、ソロモン七十二柱の魔王のひとりバシンを使って、どこかの惣そう菜ざい屋で焼けたばかりの鮭とすり替えさせたのだ。これぐらいのことにわざわざソロモン七十二柱の魔王を使ってしまうところが、剛ごう毅きである。

「そういえば本ほん田だ先輩とサロメ先輩って、従姉妹どうしでいっしょに住んでるんですよね？」

　愛あい花かが聡子に尋ねた。

「日曜日のソフトボール大会の応援、二人いっしょに来ます？　中等部一年生の有志が集まってチアリーディングするから、見にきてくれたらうれしいなと思って」

「チアリーディング？」

　聡子が、不審そうに眉まゆをひそめて愛花を見つめた。

「失礼を承知でお尋ねしますが、香か住すみさんは立てば爆発座れば爆発、調理実習でも爆発必至の破壊神レベルのドジっ娘こ。何にもないまったいらの平地でコケるほどのドジっ娘。それこそ、サロメさんの胸のように何にもないまったいらの平地でコケるほどのドジっ娘」

「おい、今流れ弾がこちらにきたぞ」

　サロメが低い声でつぶやく。

「そのドジっ娘の香住さんが、チアリーディングですか？　それはいったい大丈夫なのですか、生命の安全的な意味で」

「他ほかのメンバーに全く同じこと言われたから、愛花は今回、シャボン玉要員です。みんなが踊っている後ろで必死にシャボン玉ふーふーして、特殊効果にするんです」

「なるほど、それが賢明だとわたしも思います」

「もちろん行くよね、さとっち、さろめっち。あたし、お弁当作ってきてあげる」

　奈津が、マヨネーズと鮭をボウルの中でぐっちゃんぐっちゃんと混ぜながら、こちらに顔を向けた。聡子は無表情ながら、少し嬉うれしそうに、

「それでは、行かざるをえませんね……ククク……」

　と、笑った。



　応援するだけの人たちはのん気だったが、陣じんと夕ゆう也やは寮の部屋に戻って、深夜まで頭をかかえていた。十時に消灯なので、それ以降はデスクライトなどで部屋を照らしている。

「歌でサインを教えるって言っても、どうするかな～。相手にバレたら、暗号にならないしなあ」

　夕也は頭をかきむしる。陣もノートにアイディアを書きこんではペケをつけながら、考えこんでいた。

「第二次大戦中、アメリカ軍は絶対に解けない暗号をやりとりする通信要員として、先住民を使ったっていうけどな。どんな暗号よりも、少数民族の特殊な言語のほうが難解だってことで……ペルシャ語を使ってみるとか。上フアウカとか、下ダウナとか」

「憶えられるのおまえだけだろ。それにいかにも暗号っぽい変な単語が入ってたら、何べんかやってるうちに絶対バレるし」

「うーん、血糖値が下がって頭が働かなくなってきたぞ」

　陣は「ペルシャ語」と書いた上から、またペケをつける。困っていると、誰だれかが扉をノックした。

「こんな時間に誰だ？」

　扉を開くと、あすらが立っていた。陣と夕也はびっくりして、後ずさった。女人禁制の橘たちばな寮りようで寮母として働いているあすらは、寮生とは接触を持たない、寮生の部屋には近づかない、と決められていたからだ。

「じんぐ……！」

「しー。寮長の見回りが終わったスキを見て来たんだ」

　あすらが、そーっと入ってきて、扉を閉めた。手に、ラップをかけたお皿を持ってきた。

「何だか大変そうだから、夜食持ってきた。ふりかけおにぎりだけど」

「うわーありがたい。血糖値補給にはおにぎりが最強だな」

　陣がおにぎりを三個ほどいっぺんに口に放りこんだ。夕也も一個取って、もしゃもしゃと食べながらあすらに視線を向ける。あすらは、作さ務む衣え姿だった。

「何だ、幹部寮生みたいな服着てるんだな。女の子らしくなりたいなら、色っぽいネグリジェとか着ればいいのに。そうすれば俺おれも目の保養になるのに」

「摩ま訶か般はん若にや」

「待て待て、ここでマッハパンチ出たら寮長が飛んできて全員寮を放り出されるぞ」

　反射的にパンチが出そうになるあすらを、陣が制止した。あすらは、ぷうとふくれる。

「作務衣は、実家でふつうにパジャマに着てたんだよ。うち、お寺だから」

「お寺だと女の人でも作務衣着てるときあるから、これはこれでいいんじゃないか？」

　陣じんが、もうおにぎりを完食してしまって、あすらに尋ねた。

「それはそうと、暗号に煮詰まってるんだが、何かないかな」

「暗号？」

　あすらは、陣の手元のメモをのぞいた。そこには、今まで考えては没にしたさまざまなアイディアが書かれていた。あすらはしばらくそれを読んでいたが、ふと、

「いろはにほへと　ちりぬるをわか　よたれそつねな　らむういのおく　やまけふこえて　あさきゆめみし　えひもせす」

　と、いろは歌を変なところで切って詠んだ。陣は眉まゆをひそめる。

「神じん宮ぐう寺じ、なんで単語がブチブチに切れてるんだ？」

「七文字ずつに切ってるんだよ。そして最後の文字だけを読むと『とかなくてしす』、つまり『罪とが無くて死す』になるんだ。この歌が作られたのは平安時代……無実の罪で処刑された貴族の恨みの遺書ではないかとも言われてる」

　あすらのことばを聞いて、夕ゆう也やがぞくっと震えあがった。

「おいおい、このまえの吉き備び津つの釜かまも怖かったのに、また怖いこと言うなよ」

「こういうのを『折おり句く』っていうんだ。五・七・五・七・七の和歌のそれぞれの頭の文字をつなげると季節の花の名前になるように、最初にお題が出て作るゲームみたいにして貴族の歌合せで楽しまれたりしてたんだよ」

「陣みたいに物知りだな、神宮寺」

「これでも寺の子だからね。音楽に乗せて仏教の教えを歌う『御ご詠えい歌か』にも、折句があるんだよ」

「折句か！　それ、良さそうだな」

　陣が目を輝かせたのを見て、あすらはうれしそうに頬ほおを紅潮させた。

「そ、そう？　そんなに良かった？」

「応援歌を折句にすればいいわけだ。たとえば『外角低め』だと、頭につけて……」

　陣はノートに歌詞を書きつける。

「がンダーラから　いスラム世界へ　かスピ海から　くルジアのかなた　ひッタイトの鉄器　くろい海は黒海　めロス島はミロのビーナスの故郷」

「全然応援要素がねーな」

「アフガニスタンあたりから西へ西へと古代史を応援しているんだが」

「ソフトボールの試合だっつーの。軽音楽コンクールでハムラビ法典の歌を作った反省が無いようだな、一部『グルジア』のあたりが苦しいし」

「苦しあ」

「黙れ殺すぞ」

　夕也が、陣からノートを取りあげた。

「やっぱこういうのは、天才作詞家の俺おれがやらないとな」

「まあ、それに異論は無い」

「がんばってね、宇う多た田だくん。時間ないけど、ぼくらも練習がんばるね！」

　あすらがニコニコしながら言った。夕ゆう也やがそんなあすらを見て少し頬ほおを赤くし、コホンと咳せき払ばらいをする。

「女子がこんなに無防備に寮の部屋にいると、何か調子が狂うなあ」

「だよな、神じん宮ぐう寺じは女子なんだよな。男として育てた実家を嫌ってるわりには、ちゃんと御ご詠えい歌かとか折おり句くとか、仏教の勉強はきちんとしてたんだな」

　陣じんに言われて、あすらは照れくさそうに頬を赤らめる。

「父さんにむりやり教えられて嫌々勉強してただけなんだけど、今回みんなの役に立てて、やっとちょっとだけむくわれたような気がするよ」

　あすらは、過去へのわだかまりをまだ残しているようすだ。夕也がつぶやいた。

「神宮寺は頭もいいし勉強熱心なのに、それに尼さんってのもいるのに、どうして神宮寺の親は男として育てることにこだわったのかなあ」

「仏教では女は成じよう仏ぶつできないことになってるんだ。仏教を信仰することで死んだあと、男に転生して成仏できるっていうのが仏教の教えだから、それで最初から男として育てようと思ったんじゃないのかな。神宮寺の名前のもとになった阿あ修しゆ羅らだって男の神だし、ってことは男の名前だし。もともと阿修羅はゾロアスター教の太陽神アフラが、敵国であるインドで悪神にされたものだしな」

「いつ聞いても新あら木きくんのうんちくは知的でかっこいいなあ」

　あすらが両手を胸の前で組み、うっとりしながら聞いていた。夕也は今ひとつ納得行かないようすで、

「男に転生して成仏できるなら、何も生きてるあいだから男になる必要ないじゃん。せっかく平均以上に可愛かわいい女の子なのに、もったいないってもんだぜ。髪だって、伸ばせば百割増し可愛くなるのにさ」

　と、机にひじをつきながらあすらを見つめたので、あすらは真っ赤になってもじもじしてしまった。

「そ、そ、そうかな。ぼくって、可愛いのかな」

「まーな、マッハパンチさえなきゃ二秒で口説いてるレベルだ」

「理想的な美少女である座ざ堂どうさんのそばにいるおかげで、ちょっと可愛いのがうつってきたのかな。うれしいな、早く女の子らしくなれるようにがんばらなくちゃ」

　あすらは夕也のことばがうれしくて、両手でほっぺたを押さえた。本当に、あすらは可愛い。

（たしかに……どうしてわざわざ、何か男として育てるメリットがあったのかな）

　陣じんはあすらを横目で眺めながら、胸に疑問がうずまいていた。



　日曜日は、ピーカンに晴れていた。

　区立公園の野球場には、春はる紗しや学園の教職員チーム「センセーズ」と、セントエルモス学院の教職員チーム「キョーシーズ」、そしてお互いの学校の生徒たちが集まっていた。

　セントエルモス学院の吹奏楽ブラスバンド部は総勢百人を超える豪華さで、それでいて人数に頼ることなくその楽器編成は丁寧だ。技術もレパートリーもダントツで、試合そっちのけで吹奏楽部の演奏を聞きにきた、というファンも内外に数多い。

　ところがその日、彼らのあんぐり開けた口はマウスピースから外れっぱなしだった。

「イェーイ！　みんな、ガンガン応援するわよー！」

　三塁側スタンドの急ごしらえなステージの上に立つ少女に、彼らの視線が釘くぎ付づけになっていたからだ。

　長い髪、しなやかなボディ、可愛かわいい顔立ち、澄んだ声。メイド服姿のシエラが、はしゃぎ回るような軽快さでダンスしながら歌っていた。

「♪がンガン投げろ　いっ発アウト　かん封勝利だ　くるぞ魔球　ひかりの速さの　くイックスローで　めざせストライク♪」

　ギターを弾きながら、陣は夕ゆう也やに背中合わせに近づいてささやく。

「夕也すごい。『外角低め』の折おり句くが全然不自然じゃない」

「へっへーん、常識じゃん？」

　セントエルモス学院の吹奏楽部員たちは、完全に演奏を忘れてプリプリに目を奪われていた。

「プリプリすごい！　軽音楽コンクールのときよりずっとうまくなってる！」

「ボーカルの座ざ堂どうさんって、可愛いだけじゃないのがすごいわ。単にうまいだけならカラオケレベルでいくらでもいるけど、たかが応援歌なのに、歌が心にしみこんでくる！」

「あっちのベース、エアギター専門だったくせにうまくなってる！　あんなチャランポランっぽいのに、実は天才だったのか！」

「ドラムがギターになって、ドラムに美少年が入ってる！　何あの超絶技巧六十四ビート、ティンパニのドラムロールでも速くて三十二ビートなのに！　しかもめったやたら打ちじゃなくて、きっちりリズムになってる！　なんであれでドラムスティックが折れないんだっ？」

「少数派かもしれないが、あいかわらずキーボードがいい仕事してるのがいい。相変わらずほかのメンバーがはしゃいでるのに、一人だけつまんなそーに酷薄な目で演奏してるのもいいが、メイド服に眼帯の組み合わせが最高にいい！」

　マウンドの上の雛ひな菊ぎく先生は、ソフトボールのユニフォーム姿がますます小学生にしか見えない。バッターの大柄な男性教師が、ニヤニヤ笑ってバットで場外を示した。スタンドに波のようにどよめきがひろがる。

「おおおおっ！　いきなりホームラン予告だ！」

「ヘッヘッヘッ、こんな可愛かわいいお嬢ちゃんがピッチャーとはナメられたもんだ。ちゃっちゃと終わらせて、ボーナス倍額ゲットだぜ！」

　むか、と雛ひな菊ぎく先生が顔をしかめ、ぐるんぐるんと腕を回した。

「ヘッヘッヘッ、ここまで届くかな？　ワンバンで投げてもいいん」

「ットラ――――――ィクっっっ！」

　セリフの途中で、審判が手を上げた。

「はぁっ？」

　びっくりしてバッターがキャッチャーのほうを振りかえる。次の瞬間、

「ゴオン！」

　と突風が吹いた。バッターは、みるみる青ざめる。

「な、な、な……っ？　ボールが速すぎて、ボールの後から音が……今の突風は衝撃波かっ？　音速の壁を突破してたのか、アンダースローでっ？」

　雛菊先生に目を向けると、彼女は帽子をちょっと直して、ニヤリと笑った。

　春はる紗しや学園のスタンドは、しょっぱなから盛り上がる。

「雛菊先生、すげー！　ちっこいのに何という強腕！」

「きっとプリプリの応援歌の威力だわ！　あたしたちもがんばるわよ！」

　スタンドの上、プリプリが歌っている前と後ろに、そろいのミニスカユニフォームとポンポンを持ったチアリーダーが立ちあがり、シエラの歌にあわせて応援ダンスをはじめた。その後ろでは、愛あい花かが必死にシャボン玉を作っている。人力でふーふーするのには限りがあるため、大きな水鉄砲のような本体にファンがついたシャボン玉マシーンを使っていた。

　上天気にきらきらと虹にじ色いろに光るシャボン玉、中学生たちのはじけるポンポン、そしてメイド服＆執事服で熱唱するプリプリ。

　陣じんは、あふれる光の中心で歌うシエラに、まぶしそうな目を向けた。視線に気づいてシエラが振りかえり、お互いの呼吸を確かめるように小さくうなずく。陣は瞬間、心臓がどきんとして顔が真っ赤になり、あわててギターの上に視線を落とした。

「いっけー！　雛菊先生がんばれー！」

　奈な津つも、観客席から声援を飛ばす。その隣では聡さと子ことサロメが、奈津が作ってきた三段重箱弁当を恐ろしいほど無口で食べていた。奈津の料理はどれもおいしかったが、特に絶品だった肉団子の最後の一個の上空で、二人の割りばしが静かなる空中戦を繰り広げていたからである。

「よーし！　がんばるですぅ～！」

　雛ひな菊ぎく先生もガッツを入れて、超音速のアンダースローをはなちまくった。



　そのころ、ミルカは球場の外にいた。人通りの無い物陰で、彼女は球場の歓声を聞きながら憎々しげに表情をゆがめる。

「……何ですの、セントエルモス学院の吹奏楽部も役立たずですわね。敵の応援をかき消すぐらいの気概はございませんの？」

「そこで姫様の出番というわけです」

　峰みね子こが邪悪にほほえんだ。ミルカは「死者の書ネクロノミコン」を広げて、まだ今ひとつ信じられないような表情を浮かべている。

「本当に、こんなおまじないでどうにかなるものですの？」

「百聞は一見にしかずです、どうぞ読みあげてみてください」

　峰子にうながされて、ミルカは不審そうな表情のまま、呪じゆ文もんを詠唱した。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん」

　ミルカの詠唱には、今ひとつ気合いが入っていなかった。

　にも関かかわらず……「ゴゴゴゴゴ！」と激しい音がして、球場全体が揺らいだ。ステージの上に立っていたシエラは落ちそうになり、とっさに手を伸ばした陣じんに腕をつかまれる。

「大丈夫か、座ざ堂どう！」

「何これ、地震なのっ？」

「み……見ろ、あれを！」

　夕ゆう也やがスタンドの最前列を指さした。

　おさまりはじめた揺れの中、地面から湧わき出るように現れたのは、青白い顔に着物をまとった雅が楽がくの楽がく人じんたちだった。あすらが目を見はる。

「あの者たち……生者じゃないっ？」

　楽人たちは、スタンドの椅い子すに腰を下ろすと、おもむろに演奏を始めた。

「プワァ～」

　笙しよう・篳ひち篥りき・竜りゆう笛てきといった管楽器にいざなわれ、琵び琶わ・琴・鼓つづみ・太たい鼓こなどが音の彩いろどりを加えた。



　ミルカはこっそり一塁側のスタンドにやってきて、楽人たちを呆ぼう然ぜんとして見つめていた。

「あ、あれは……あたくしが召喚しましたの？」

「そうです、姫様。この野球場は昔、古戦場だったのです。しかし、あのやる気の無い詠唱でいきなり三十人以上もの大人数を一気に召喚してしまうとは、さすが姫様。素晴らしい霊力です」

　峰みね子こが満足そうに笑う。ミルカは信じられないように、強力な力に恐れと喜びを同時に感じながら、体をわずかに震わせていた。

「あたくしに……こんな力が。外見でもセレブ度でも座ざ堂どうシエラにかなわなかったあたくしに、他ほかの人間など遠くおよばないこんな特別な力が……！」

　ミルカは「死者の書ネクロノミコン」を胸に抱き、頬ほおを紅潮させる。峰子は目を細めてほほえんだ。

「何気なくつぶやいただけの、しかもわたしが誤訳していた呪じゆ文もんでも、姫様はけっこういろいろ召喚されていましたが、これは予想以上です。姫様がこの能力を磨けば、そのとおり、座堂シエラなど足元にも及びません。外来種の魔神など、取るに足りないというものです」

「外来種？　魔神？　何のことですの？」

　きょとんとしているミルカの質問を、峰子はサラッと流してスルーする。

「とりあえず、ここにいて誰だれかの目についてはいけませんわ。その『本』を奪おうとする人間は多くいます。あとは彼らに任せておけば大丈夫です。姫様の強い霊力で召喚された彼らならば、必ずや座堂シエラを破滅させてくれるでしょう」

「そ、そうですわね。峰子がそう言うのなら、そうですわ」

　ミルカは素直にうなずいて、峰子とともに球場を後にした。



　球場では、突然現れた楽がく人じんたちに観客たちは困惑していたものの、彼らの演奏の確かさに感心して、じょじょにざわめきがおさまっていった。

　奈な津つも目を輝かせて、彼らを眺めていた。

「すごい、スポーツの応援に雅が楽がくなんて斬ざん新しん！　うちの学校に雅楽部なんて無かったはずだけど、先生の誰かの知り合いが応援に駆けつけたのかな」

　肉団子を争って割りばしを戦わせていた聡さと子ことサロメは、ギョッとした顔をしている。

「ぐ、偶像崇……じゃない、さとっち。あの者たち、生骸ゾンビではないか？　何のために召喚したのだ？」

「わたしが召喚したわけじゃありません。食事中に腐った生骸ゾンビなど召喚したら、せっかくの安あん藤どうさんの料理がまずくなるじゃありませんか」

「ならば誰だ？　わらわたちの他に、『死者の書ネクロノミコン』を持った生骸ゾンビ使いがいるというのか？」

「術の波動は感じられませんでした。居場所がわからないようにするため、魔力を霍かく乱らんしている何者かがいるのでしょう」

「目的は何だ？　わらわたちの敵なのか、味方なのか？」

「とりあえず敵という認識で良いのでは。生骸ゾンビを見ながら肉団子とか、ちょっとキツいですし」

「ならば破壊しろ、許す」

「そうは行きませんよ、相手が何者かわからないのにこちらが術を発動させて正体がバレるのも、気持ちの良いものではありませんし。ここで生骸ゾンビバトルが始まるのも、わたしの楽しく静かで平凡なる日常を乱すことになりますし……何よりも、安あん藤どうさんがけっこう気に入ってますからね」

　ささやきあっている聡さと子ことサロメを、奈な津つが目を輝かせながら振りかえった。

「ねーねー、さとっち、さろめっち！　リアル五ご人にん囃ばや子しみたいだよね、イカスー」

「女子中学生的には、ああいう古臭い音楽もイカス範はん疇ちゆうなのでしょうか。っていうか、そもそもイカスというのが死語の世界のような気がするのですが」

「どこが古臭いのさ、さとっちはわかってないなあ」

　チチチッ、と奈津が人差し指を横に振る。聡子は首をかしげた。

「いや、五人囃子で雅が楽がくですから、かなり古臭いのではありませんか？」

「だって五人囃子といえばプログレッシブ・ロックだよ？　プログレッシブってのは、先鋭的って意味だよ？　先鋭的なんだから、古臭いわけないじゃん」

「もしかしなくても安藤さん、『四人囃子』と間違われているようですが」

「メンバーの数が一人ぐらい違ったって、大差ないじゃん」

「五人囃子は雛人形で、四人囃子は『酔すい拳けん』のテーマソングを歌ってるプログレバンドです」

「懐かし映画の話などどうでもいい、あいつらは少しうるさすぎるのではないか？」

　サロメが眉まゆをしかめて、耳を押さえた。

　たしかに雅楽の音色は素晴らしいものだが、音量がかなり大きい。マウンドの雛ひな菊ぎく先生が、困惑した表情で三塁側スタンドのほうを見上げた。歌っていたシエラは、ハッとして歌うのをやめる。

「雛菊先生に歌が聞こえてないわ、雅楽の音色が音波の壁を作ってるんだわ！」

「何だって？」

　陣じんはギターを弾きながら、シエラにかわって大声をはりあげ、マイクに向かって歌う。

「♪なみだの数だけ　いっ発逆転　かっ飛ばされても　くじけない　ただひたすらに　かっこよく　めげずに投げろ♪」

「だめみたい、『内角高め』が聞こえてないわ」

「アンプの出力を上げたら？」

　陣の提案に、説せつ子こが答える。

「音が割れて逆に聞こえなくなるわ、これが限界めいつぱいよ」

　雛菊先生はとまどっている。そのとき、審判の声が高らかに響いた。

「ボォ―――――ル！」

「えっ？　ま、まだ投げてないですぅ～！」

　雛ひな菊ぎく先生がうろたえた。審判が答える。

「十五秒ルールですよ。投球制限時間をこえたら、ボールカウントひとつです」

「えぇー！　そっ、そんなぁ～！」

「早く投げないと、ツーボールになりますよ」

　審判が言った。雛菊先生は脂汗を流しながら、スタンドとバッターを何度も見比べた。

　スコアボードに、ボールカウントがひとつ書きこまれたのを見て、陣じんたちも何が起こっているのか理解した。

「やばい、十五秒ルールだ。ぼーっとしてたら一分でフォアボール取られちまうぞ」

「先生、適当でいいから投げてー！」

　夕ゆう也やがどなる。陣は首を横に振った。

「適当じゃだめだ、あれだけの球威だとバントで場外ホームランになるぞ。だから、細かいコース取りが大事になってくるんじゃないか」

「新あら木きくん、ぼく、『あの者たち』のところに行ってくる」

　あすらがドラムスティックを置いて、ステージから飛びおりた。陣が躊ちゆう躇ちよする。

「行ってくるって、大丈夫か？」

「大丈夫！　あの者たちは死者だ、生者のほうがはるかにパワーが強いからぼくに手を出すことはできないよ。成じよう仏ぶつさせてしまえば演奏は消えるはずだ」

　そう言い残し、あすらは楽がく人じんたちのもとへスタンドを駆け下りていく。陣たちは、緊張してそれを見守る。説せつ子こが言った。

「よくわからないけど、あの人たちは幽霊だってこと？　こんな真っ昼間に幽霊とか出るわけ？　っていうか、幽霊なんて存在するわけ？」

　ゴス好きなわりに、説子は幽霊を信じないリアリストである。あすらは、烏え帽ぼ子しと水すい干かんを身につけ太たい鼓こを叩たたいている男の横に来ると、両手を合わせて祈った。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら！」

　ゴオッ、とあすらの全身から炎のようなオーラがはなたれる。だが、烏帽子の男は冷ややかな表情でそれを受け流した。あすらは驚いて、目を見開く。

「なっ……流されたっ？」

『若き僧そう侶りよよ、麻ま呂ろらを成仏させようというのでおじゃるか？』

　烏帽子の男は低い声でたずねる。あすらの拳こぶしに、ぐっと力が入った。

「僧侶じゃなーい！　ぼくは尼に僧そうだ！」

『どっちでもいいでおじゃる、演奏の邪魔をするなでおじゃる』

「そっちがぼくらの邪魔をしてるんだ、演奏をやめてくれないか！」

『麻呂らの主人は都で政争に負け、政治犯として一族郎党率いてこの東国まで流されてきたのでおじゃる。ところが荘園が野盗に襲われて、今やこのとおりのあさましき姿でおじゃる。雅が楽がくで仏に語りかけ、仏の慈悲を受けて成じよう仏ぶつすることこそ、麻ま呂ろらの千年来の夢でおじゃった。その夢がかなって、こんな嬉うれしいことはないでおじゃる。麻呂たちのレパートリーを全曲仏に捧ささげて、気持ちよく極ごく楽らく浄じよう土どへ行くでおじゃるよ』

　そう言うと、烏え帽ぼ子しの男はふたたび太たい鼓こを叩たたきはじめた。あすらは愕がく然ぜんとする。

「そ……それって、演奏が終わらないかぎり成仏しないってこと？」

　あすらは焦って、何度も彼らに向かってお経きようを唱える。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら！　摩訶般若波羅！　摩訶般若波羅！」

　しかし、彼らはびくともしない。強固な残留思念の力で、この世にしがみついているのだ。あすらが苦戦しているのを、シエラと陣じんがステージから見ていた。

「成仏しないみたいだわ。このままじゃ……」

「ボール、ツ……」

　審判が手を上げようとした瞬間、雛ひな菊ぎく先生はやぶれかぶれに球を投げた。

「カキーン！」

　景気の良いバットの音に、雛菊先生はギョッとする。だがさいわい、ボールは風で大きく一塁側に流れ、ファウルになった。雛菊先生はホッと胸をなでおろしながらも、何度もシエラたちのほうを見る。

「困ったですぅ、歌が聞こえないですぅ～。キャッチャーの指示が無かったら、この試合、勝てないですぅ。冬のボーナスでアルバローザのかごバッグ買うつもりだったのにぃ～。それに座ざ堂どうさんも大変ですぅ、教師として生徒を守らなくちゃならないのにぃ～」

　雛菊先生はしくしくと落ちこむ。

　シエラも、青ざめて座りこんでしまった。

「だめだわ、これじゃ負けちゃう。理事長にまた難癖つけられて留年させられちゃう……」

「心配すんなって、そんなことさせるかよ」

　陣は冷静にそう言った。というか、陣はいつも冷静だ。どんなことがあっても、慌てふためいたりしない。最初はそれを、自分のことに興味を持ってくれていない、心配してくれていないからだ、とシエラは思ってプンスカしていた。

　でも陣とのつきあいが長くなると、そういった陣の冷静さが頼もしくなる。陣が冷静なのは、心配していないのではない。「心配する必要もないていどのこと」だから冷静なのだ、したがって、陣が冷静なら絶対に解決する自信があるということだから心配する必要は無いのだ……と、最近シエラはわかってきていた。

　今回も陣が冷静なのを見て、青ざめていたシエラの表情がゆるんだ。

「何かいい方法があるの、庶民？」

「あると言えばある、無いと言えば無い」

「ずいぶんあやふやな答えかたね」

「魔法のランプと煙とのあいだにゲートができるだろ？」

　陣じんが、夕ゆう也やなどに聞かれないよう、シエラに近づいてこっそりとささやいた。

「そして、煙が散ってしまえばゲートは閉じてしまう。逆に言えば、煙があるところにゲートが繋つながってるってことだ。今まで実験したことがないから、これはあくまでも仮説だけど……ここで座ざ堂どうを『召喚』して、煙だけ雛ひな菊ぎく先生のところに送れれば、ゲートを通じて音が伝わるはずだ」

「何だかややこしいわね。それに、煙なんて風ですぐに散ってしまうのよ。今の打球がファウルになるぐらい風が強いのに、煙なんて……」

「そこが問題なんだよな……」

　陣は腕組みをして、ため息をつく。

　そうしている間にも、雛菊先生はサインを見ずに適当に投げつづけ、ファウルチップを重ねていた。

「はあはあ……ファウルで粘られると、さすがにスタミナがキツいですぅ。でも、ここでうっかり手をすべらせたら、一気にホームランを打たれてしまうですぅ～」

　雛菊先生は、額ににじんだ脂汗をぬぐった。

「どうしたのかしら、雛菊先生が急に調子悪くなったわ」

　チアリーダーたちも心配そうにざわついている。シャボン玉マシンでシャボン玉を作っていた愛あい花かが、ふと陣たちのほうへやってきた。

「おにいちゃん、シエラ様。今の話だけど、どこで……」

「愛花っ？　きっ、聞いてたのかっ？」

　陣はぎょっとする。シエラがランプの魔神だということは、誰だれにも内緒のひみつだからだ。愛花はあどけない表情で、きょとんとしていた。

「『聞いてたのか』って、あたしがお兄ちゃんにそう聞こうと思ってたのに。安あん藤どう先輩に聞いたの？」

「何のことだ？」

「家庭科部で、オーブントースターが煙を吹いたこと。煙の話、してたよね？」

「煙の話はしてたけど、それとは別……っていうか、おまえまた何かドジやらかしたのか？」

「えっあっそのっ、鮭さけを焼いてて……オーブントースターが火を吹いて、扉を開けたら煙がもくもくーって……」

「だめだろ、ケガするから気をつけろっていつも言ってるのに！」

「わーん、やぶへびー」

　愛花は頭をかかえた。陣にとって愛花は幼なじみの妹分で、本当の妹のように心配している。以前のシエラは少しそんな二人の関係にヤキモチを焼いたりもしたけれど、今はそんなことはちっとも全然。

「ほほほほほ、庶民ったら香か住すみさんと本当に仲がよくてほほえましいわ。わたしが留年の危機にさらされているというときにものん気なその姿、ほっこりと癒されるわね」

「怒ってる怒ってる、何かすごく怒ってる」

　陣じんは背筋が寒くなったが、ふと、頭をかかえた愛あい花かの手にあるシャボン玉マシーンに気づいた。はっ、と陣は目を見開く。

「煙が……オーブントースターから、もくもく。……これだ！」

　陣は愛花の手から、シャボン玉マシーンを奪いとる。愛花は驚いて、陣を見あげた。

「おにいちゃんっ？　ちょっと、それ応援用のよ！」

「ちょっと貸してくれ、ステージをもっと盛りあげるのに使うんだ。雛ひな菊ぎく先生の調子が悪そうだから、がんばって応援しなくっちゃな！」

　ドラムのところに戻ってきながら、あすらが陣に言った。

「無理だよ、新あら木きくん。演奏してもグラウンドには聞こえないよ、あいつら雅が楽がくの演奏がすむまで成じよう仏ぶつできないみたいなんだ」

「無理かどうかやってみようぜ。邪魔されたからってあきらめて黙りこんでちゃ、どっちにしたって歌は伝わらない。伝える気で伝えなくっちゃ伝わらないんだ！」

　陣のことばに、シエラの頬ほおがかすかに紅潮した。

「……たまにすごくいいこと言うわね、庶民ったら……」

　シエラはつぶやく。あすらは感動して、目をキラキラさせた。

「新木くんの言うとおりだね！　そうだ、あきらめてちゃどっちにしても歌は届かない！　行くよっ、次は『内角ストレート』！　摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら！」

　あすらの勢いの良いドラムに、楽がく人じんたちはびっくりして振りかえった。

『何でおじゃる、あの荒々しい太たい鼓この音は！　何と野や卑ひで品のないことでおじゃる！』

『あんな品のない楽がくに負けては、雅が楽がく頭のかみの楽人の名折れ！　対抗するでおじゃるよ！』

　楽人たちの雅楽はますます音量を張りあげ、プリプリの音楽をかき消そうとする。

　前奏がかなでられ、いよいよシエラが歌おう……と息を吸いこんだとき。

　陣はギターの陰に隠して、こっそりポケットの中の魔法のランプをこすった。とたんに、シエラの体がピカッと輝き、紫色の煙がもくもくと湧わきあがる。楽人たちは、目を奪われた。

『なっ……何でおじゃる！　あの娘、源げん氏じ物もの語がたりの紫むらさきの上うえもかくやの美しさでおじゃったが、今は竹たけ取とりの翁おきなのかぐや姫のように輝いておじゃる！』

『かぐや姫の残した不死の薬は、富ふ士じの山頂で燃えて紫の煙となったでおじゃる。むらさきだちたる煙に包まれ、まさに高貴なる紫をまといし紫の上なるかぐや姫におじゃる！』

　紫の煙に包まれて一瞬シエラの姿が消え、煙の中から再び現れた。メイド服には変わりないが……というか、プリプリがもともとシエラのメイド服姿を参考にしてユニフォームを決めているわけだが、ふつうのコスプレではなく魔神の衣装であるメイド服は、圧倒的な可愛かわいさと機能性を有していた。

　スタジアムの客も選手も、びっくりしてシエラに注目した。

「すごい、今微妙に早着替えしたぞ！　歌か舞ぶ伎きみたい！」

「早着替えのためにスモークを焚たいたのね、さすがプリプリだわ！　軽音楽コンクールに優勝するだけのことはある、すてきな演出ね！」

　シエラは「内角ストレート」の折おり句くが入った歌を歌いながら、気になるようすで陣じんのほうを何度も見た。

（な、何を考えてるの、庶民……？　わたしをこんな近距離で呼びだして、何のメリットがあるわけ？）

　気になるが、陣が視線で「そのまま歌え」とうながしたので、シエラは歌いつづけた。

「♪なにが何でも　いい球投げろ　かん動的な　くイックスローで　す早く　とう塁ふせげ　れッツゴー　とう手♪」

　微妙に不自然なところはあるが、夕ゆう也やの努力のあとが見え隠れする名作である。陣はギターを置いて紫色の煙の中にシャボン玉マシーンをつっこみ、それを回した。

　回転するファンによって、紫色の煙がシャボン玉の中に送りこまれ、閉じこめられる。紫色のシャボン玉が、一塁側へ向かっていた風に乗って、グラウンドのほうへ飛んでいく。

「わあっ、紫色のシャボン玉！　綺き麗れいですぅ～！」

　雛ひな菊ぎく先生が、自分のまわりに集まってきたシャボン玉を見回す。シャボン玉は、ぱちん、ぱちんとはじけ、紫色の煙がふわりと拡散した。

　♪かん動的な　くイックスローで……♪

「え？」

　雛菊先生は、びっくりして耳に手を当てた。それから、目を輝かせた。

「……聞こえるですぅ！　プリプリの歌が聞こえるですぅ！」

　キッ、と雛菊先生はバッターボックスに目を向ける。その眼力に、バッターは思わずぞくっとした。

「もうファウルは打たせないですぅ、行くですぅ～！　かすみファイナルスパイラルキラートルネードォオオォォ～ッッッ！」

　雛菊先生が投げた剛速球は、バントにかまえていたバットを粉砕し、キャッチャーミットにズバンとすさまじい音を立てておさまった。その勢いでキャッチャーは、審判ともども後ろに吹っ飛ばされた。

「うおおおお！　雛菊先生、すごい！　がんばれ！」

　三塁側スタンドが沸く。シエラが、頬ほおを紅潮させて陣に視線を向けた。

（なるほど……煙は『閉じこめる』ことができるから！　シャボン玉に閉じこめたのね。人間が通れるぐらい大きくて安定したゲートを作るには、濃い煙が大量に必要だけど、音を伝えるだけなら薄い煙がちょっとだけでもいいってことなのね！）

　ソフトボールの試合はおよそ二時間続いた。紫色の煙の効力は、それでも長くて十五分ほどで完全に音も聞こえなくなってしまうが、そのたびに陣じんとシエラがトイレ休憩をとって「ちちんぷいぷい」し、シエラの「帰路」でまたゲートを繋つなげて、再び召喚してゲートを繋げて……と、その繰り返しで、ついに九回表が終わった。

　その時点で、センセーズが一点、キョーシーズが〇点。というかセンセーズの打線があまりにも貧弱で、雛ひな菊ぎく先生の投球で敵を〇点に押さえなければとても勝てない実力だったが、何とか辛勝とあいなった。

「やったー、勝ったですぅ～！　これで冬のボーナス、ゲットですぅ～！」

　喜ぶ雛菊先生のまわりにスタンドから生徒たちが駆け下りて、胴上げをはじめた。

「雛菊先生、おめでとう！　すごいすごい！」

　シエラも胸をなでおろし、嬉うれしそうに陣を見つめた。留年の危機をまぬがれたことよりも、そのために陣が頭をひねって本気で自分のために考えてくれたこと、がんばって協力してくれたことが嬉しかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　周りに誰だれもいなければ、抱きつきたいぐらいの感謝の気持ちが胸に溢あふれていた。けれど、陣じんも今は愛あい花かやあすらに囲まれ、勝利の喜びを分かちあっていた。シエラは学園の人気者で相手のほうから接触してくることに慣れているので、自分から気になる相手に近づいていくことに慣れていない。だからクラスで気になっていた陣に、彼の魔神になるまで声もかけられないままだったのだが……。

（伝えたいけど伝えられない……さっきのわたしたちの歌といっしょね。歌はランプの魔法で届いたけれど、わたしの気持ちを伝える魔法は無いのよね……）

　シエラは胸を押さえて、陣を見つめた。そのシエラの周りには、人気者にふさわしく、陣の百倍も人々が集まってきていた。

「シエラ様、演奏とても良かったです！　紫色のスモークの演出も、すっごくすてきでした！」

「今回の勝利は、シエラ様が応援したからですよね！　感動しました！」

　周りを囲まれて、シエラはどんどん陣から離されていく。陣が一度、それに気づいて振りかえった。

「あっ、座ざ堂どう……！」

　陣はシエラを追おうとするが、十重二十重の人垣に阻まれる。人と人とのわずかな隙すき間まから、一瞬、シエラの姿が見えた。シエラも陣のほうを見て、何か言いたそうに唇をかすかに開いていたような気がした。でもすぐに、シエラの姿は人ごみに飲みこまれてしまった。セントエルモス学院のほうからも生徒が合流して、ますます人数が膨れあがっている。

「座堂さん、軽音楽コンクールではじめて見ていらい、大ファンでした！　歌が聴けて感動です！　サインお願いします！」

「すげーな、座堂。いつものことだけど、大人気だよなあ」

　夕ゆう也やが驚き半分、憧あこがれ半分の目をシエラに向けてつぶやいた。陣は少し夕也に視線を向け、それから、寂しそうに苦笑する。

「……そうだな。けっこうチャランポランだけど音楽の才能だけは本物の夕也とか、女嫌いだけど女子に人気があって文武両道な寮長とか……そんなハイレベルな奴にとってすら、座堂って憧れの存在なわけなんだよな。俺おれみたいないわゆる庶民には、雲の上の存在だもんな……」

　陣はシエラを追うのをやめて、足を止めた。シエラはそのまま、人ごみの彼方かなたへ見えなくなってしまった。

　説せつ子こがキーボードを片付けながら、ボソッと小さな声でつぶやいた。

「相変わらず鈍感よね。大事なのは座堂さんが誰だれに好かれてるってことじゃなく、誰を好きなのかってことだと思うけどね。歴史の教科書をどんなに読んだって、女の子の気持ちはわからないわよ」

「え？　今何か言ったか、毒どく呂ろ？」

　説せつ子この声は小さすぎて、人々のざわめきに消されてしまう。陣じんが問い直したが、説子は首を横に振って、

「ううん。新あら木きと宇う多た田だは仲良しなだけあって、似たもの同士だなーと思っただけよ」

　と、そっけなく流してしまう。

「何だよ。気になるなあ」

　陣はもやもやしながら、頬ほおを膨らませた。

　そのようすを、楽がく人じんたちが振りかえって見ていた。

『ホホホ……女心がわからない鈍感くんは、源げん氏じ物もの語がたりでも読んでみるでおじゃる』

『いやー、源氏物語はかなりアダルトだから、純朴高校生にあの世界観は理解できないと思うでおじゃるよ』

『千年経っても人間というものは、ちっとも進歩してないでおじゃるね』

　そこに、聡さと子ことサロメがやってきた。おや、と楽人たちは目を細めて二人を見る。

『可愛かわいらしきおなごが二人と思いきや、もののけの影が見えるでおじゃる。そなたら、何者でおじゃるか？』

「質問するのはわたしのほうです。あなたたちを召喚したのは誰だれですか？」

　聡子が無表情でたずねた。楽人たちは、扇で口もとを隠してささやきあう。

『どうしてそんなことを聞くでおじゃる？』

「質問に質問で返すのは、無作法だと思いますよ」

『最初に質問返しをしたのは自分なのに、ものすごい俺おれ様理論でおじゃるな』

　楽人たちは扇で口もとを隠したまま、薄化粧の目もとに笑みを浮かべた。

『そんなことを話したところで、麻ま呂ろたちには何の得にもならないでおじゃる』

「言わなければ、そなたらの魂を聖櫃アークの中に永遠に封印しても良いのだぞ」

　サロメが彼らを脅した。楽人たちは、水すい干かんの肩を大げさにすくめて、からかうように笑う。

『おお、こわこわ。じゃが、麻呂らには召喚主に味方する理由があるでおじゃるゆえ、言うわけには行かぬでおじゃるよ』

「味方する理由とは？」

『外とつ国くにから来た外来種の神に言う必要は無いでおじゃる』

「では、封印させていただくことになりますが、よろしかったですか？」

　聡子の目が邪悪な光を放った。だが彼女の術が発動するまえに、楽人たちの姿は光の粉となり、晴れ渡った空高く舞いあがった。

『麻呂らは十分に楽がくを楽しんだゆえ、成じよう仏ぶつするでおじゃる。仏の力にあらがって麻呂らの魂を捕らえるほどの魔力があるならば、見せてみるが良いでおじゃるよ』

「くっ……！」

　聡さと子こは顔をしかめる。サロメも唇をかんだ。

「何の力も感じない、姿も見えない、なのにわらわたちの力はおよばない。これが『仏』の力か……」

「仏教とは自然崇拝や土着の神々をルーツに持たない、仏ぶつ陀だゴータマ・シッダルタという一人の思想家の頭の中で生まれた宗教です。すなわち、今わたしたちが見たものは『思想』……神や魔神のような姿や力を持つことのない『思想』なのです」

「思想？」

「その思想を書きとめたものこそが『経典』すなわち『本』、聖櫃の妖魔アークダイモンであるわたしですらかなわないと認める、人間の知恵と意識の結晶である『本』なのです。姿も力もない思想には勝てません、今回はわたしたちの負けですよ」

　空高く消えていく光の粉を見上げて、聡子は言った。

　奈な津つが、目をキラキラさせて興奮しながら飛んでくる。

「さとっち、さろめっち、今の見たっ？　見たよねっ？　何今のイリュージョン！　雅が楽がくの人たちが、光になって消えたよねっ？」

「はい、見ました」

「あの人たちも、座ざ堂どう先輩が手配したのかなあ？　今日の試合は、座堂先輩の応援と演出のおかげですごく盛り上がったよね！　あたしも、朝五時起きでお弁当作ったかいがあったよ、うん！」

　奈津はふつうの女の子である。ちょっとオカン体質なところをのぞけば、いたってふつうの女の子である。今、聡子とサロメは仏と向きあっていたのだが、奈津はそんなことは何も知らない。ニコニコしながら、人垣に囲まれているシエラに目を向け、

「座堂先輩、超人気だよね。今日の応援もばっちりだったし、やっぱりすごい人だよね、憧あこがれちゃうよね～」

　と、屈託無く言っている。聡子はそんな奈津を横目で見て、つぶやいた。

「ある意味、わたしは安あん藤どうさんもかなりすごい人だと思いますけれどね。ククク……」

「フッ……」

　サロメもクールに、小さく笑う。どうして二人が笑っているのかわからず、奈津は首をかしげていた。



　そのころミルカは、峰みね子こが運転するデコトラに乗っていた。スイートルームのような荷台で、クリームをたっぷり乗せたエスプレッソとマロングラッセをいただきながら、ミルカはひざの上に広げた「死者の書ネクロノミコン」に視線を落としている。

「今日は驚きましたわ。あたくし、すごい力がありましたのね。やっぱり、あたくしってこの世界の主役なのですわ。可愛かわいいうえに不思議で特別な力を持つ魔法少女とくれば、あたくし以外にヒロインなどありえませんわね。座ざ堂どうシエラなど脇わき役やくのモブにすぎませんわ、マンガなら顔の中に十字線を引かれて終わるレベルですわ」

　ほほほほほ、とミルカは高らかに笑う。

「今ごろ試合に負けて、座堂シエラはスンスン泣いているころですわね。峰みね子こがさっさと帰ろうと言わなければ泣きっ面をおがめたのに、残念ですわ」

　そのとき、峰子の頭の中にピーンと電流のような衝撃が走った。峰子は顔を上げ、眉まゆをひそめる。

「成じよう仏ぶつした……？　まさか、失敗したのか。『火山の女神』、何と手ごわい……」

「何か言いました、峰子？」

　ミルカが尋ねる。峰子は首を横に振って言った。

「い、いえ。たとえ今回失敗したとしても、姫様ならば必ず最後には座堂シエラに勝利し全すべてを支配できます、姫様はやればできる子ですから。わたしも全力で協力します、どんな手を使っても……」

　峰子の目が不穏な光を宿していた。

　澄んだ秋空に、嵐あらしを呼ぶすじ雲が、筆ではいたように流れていた。



    

  
    
      


あとがき



　このたびも「ぷいぷい！」二学期編「ぷりぷり!!」を読んでいただきまして、どうもありがとうございました。今回、渋しぶ谷やとそこにある某ラノベ出版社の話が出てきましたので、どことは言いませんがその某ラノベ出版社についてもうちょっと語りたいと思います。

　実を言うと渋谷にはじめて遊びに行ったとき、テレビなどの予備知識のせいで、道にはガングロギャルがあふれ、路地裏ではストリートファイターが死闘を繰り広げているとばかり思っていて、びびりまくっていました。

　しかし、実際にはふつうに買い物にきたふつうの人のほうが多かったです。駅前からちょっとはずれたら、神社があったりして閑静だし。東京の人は道を聞いても教えてくれないから怖い、というのもマチガイ。地元らしき年配の人に道を聞くと、男女ともとっても親切に道を教えてくれました。

　さて、渋谷にある某ラノベ出版社ですが、エレベーターに乗ろうとすると会議の告知がボタンのところに貼はられていたりします。お母さんが冷蔵庫にメモ貼ってるノリです。

　編集部の中は、他社の編集部に比べるとけっこうきれいに片付いています。それでもいつも何かしら妙なものが置いてあるのですが、このあいだ行ったときは背骨が、応接室の窓辺に飾ってありました。プレデターがよく持っている「首級トロフイー」と呼ばれるアレです。これは「働かない作家は背骨を引っこ抜く」という、編集長からの声無きメッセージに違いありません。おお怖い。

　そんな恐ろしい応接室ですが、ここで出してくれるコーヒーは絶品においしいです。

　もうひとつ恐ろしい「吉き備び津つの釜かま」、これを見に岡おか山やま県に行ったことがあります。駅前でレンタサイクルを借りて移動しましたが、犬も歩けば古墳に当たるというぐらい古墳だらけ。古墳に入ると夏でもひんやりとしていて、奥の石室には聖櫃アークのような石棺が眠っています。もちろん石棺の中身は博物館に移動していますが、薄暗い古墳の中に千五百年も眠りつづけていた魂の気配を感じて、下手なお化け屋敷より怖いです。今にも魂だけ石棺の中に吸い取られそうな錯覚に陥ります。

　吉備津の釜と、今ひとつ旅のお目当てだったのは、吉備津彦神社で売っている犬猿キジの土人形でした。可愛かわいいのです。岡山といえば桃太郎祭りなのですが、退治された鬼・温ウ羅ラを祭る「うらじゃ祭り」が最近新しく作られて、フェイスペインティングした鬼がいっぱい参加して大人気だそうです。温羅のアジトは、総そう社じや市の「鬼きの城じよう」にありました。総社駅で女子高生グループに「一人旅ですか？」と声をかけられたのが、嬉うれしかったです。

　なもり先生、今回も元気はじける可愛いイラストをどうもありがとうございました。読者の皆様、今後ともお付き合いよろしくお願い申し上げます。

　二〇〇九年十一月　夏なつ緑みどり＠渋谷の東とう横よこ線せんの駅まわりの高架っぷりはかなりＳＦ風味



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説「科学探偵部ビーカーズ！」（ポプラ社）、漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）「日本の未来はのぞみにおまかせ！」（経済産業省）、科学読み物「遺伝子・ＤＮＡのひみつ」（童心社）など、なんか気がつくと百冊ぐらい本を書いています。

　　写真を載せられるようになったので、「ちるどれんたいむ」さんのぷいぷいフィギュアを。とてもかわいくて、毎日エアダスターしゅーしゅーしながら飾っている宝物です。



　イラスト

　なもり

　　富山県出身。６月25日生まれ。

　　虫歯になってしまい、ブルーです。

　　なんとかせねば。

　　代表作『ゆるゆり』（百合姫コミックス）



　　公式ＨＰ「ＥＬＥＧＹ　ＳＹＮＤＲＯＭＥ」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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著　者　　夏緑
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　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０
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